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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　俺の名前はアラン・ディアック。十六歳。

　職業は勇者である。魔ま王おう率いるモンスター軍と戦うために選ばれたのが、この俺だ。剣けんと魔法の腕うで前まえなら、だれにも負けない自信がある。

　だからこんな事態に遭そう遇ぐうしても、慌あわてることはまったくない。

「だれか！　だれかーっ！　助けて──助けてくださいませっ！」

　少女の叫さけびが、森林の中に轟とどろいている。

　腰こしまで伸のばした亜あ麻ま色いろの髪かみが、よく似合っている美少女だ。

　切れ長の目に、整った目鼻立ち。白磁のごとき美び肌はだがまぶしい。絹のドレスを全身にまとっている、育ちの良さそうな、いかにもお嬢じよう様さまといった外見の女の子。

　そんな彼女を、容よう赦しやなくスライムが襲おそっていた。

「ピギィィッ！」

　粘ねばっこそうな緑色の身体からだ。ぶよぶよとうごめくその姿。目玉はなく、やたらにでかい口と舌だけが目立っているモンスターだ。

　そのスライムが「ピギッ、ピギィッ」と鳴き声をあげながら、少女の服を食い破り、その白い肌を舐なめ回し、甘あま嚙がみしまくっているのだ。スライムはなぜだか人間の服が好物で、さらには肌を舌先で責めたてる習性がある。

「あ、ンッ……やぁ、アン……！　ダメ……やめてぇ……！」

　スライムに全身を責められて、少女はその艶あでやかな肢し体たいをよじらせる──

　……うむ。なかなかヤバい光景である。いろんな意味で。

　スライムは肌を嚙かまないから、このまま放ほうっておいても身体が傷つくことはない。しかしこれ以上、全身をべとべとにされたら、彼女は心に大きなキズを負うだろう。

　さて、そろそろ動くべきだな。

　近くに伏兵ほかのモンスターがいないかどうか確かめるために、様子を見ていた俺だったが、どうやら敵はスライム一匹ぴきだけらしい。それならまったく敵じゃない。少女を助けることにする。

「待てっ、モンスター！」

　俺は森の中から飛び出すと、

「勇者アラン、見参！　君っ、俺が来たからにはもう大だい丈じよう夫ぶだぞ！」

「ゆ、勇者……アラン様!?」

　少女が大きな瞳ひとみを見開く。彼女にまとわりついているスライムも「ピギ？」と怪け訝げんな声をあげて、俺のほうに注意を向ける。その瞬しゆん間かん──

「サンダー！」

　俺は電でん撃げき系魔法を発動させ、ドッシャーン！　と、カミナリを近くの地面に落とした。

　粘っこいスライムを、彼女の身体から剝はがすのはちょいと手間だ。

　だったら魔法で脅おどかして、スライムを追い払はらえばいい。

「ピギーッ！」

　スライムは悲鳴をあげると、その場からぴょんぴょんと逃にげていった。

　よし。これでもう、あのスライムはここにやってこないだろう。

「あ、アラン……様……」

　スライムから解放された女の子は、虚うつろな目をこちらに向けてきた。

　彼女の身体を覆おおうべき服ふく飾しよくは、スライムにかじられまくってボロボロだった。おかげで裸ら体たいがほぼ丸見えだ。匂においたつような大きめの胸。だがそんな巨きよ乳にゆうとは対照的にほっそりとくびれている腰こし回まわり。そしてむっちりとした肉付きの太もも。紛まごうことなき美少女は、実に豊満な身体をしていて──
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　と、いかんいかん。……俺はどこを見ているんだ。

　俺は身にまとっていたマントを、そっと彼女にかけてやった。

「大変な目に遭あったな。だけど、もう大丈夫だ」

「……アラン様、ありがとうございました。わたくしはサーシャ・ブリンクと申します」

　彼女は、やっと助けられたという現実を理解したのか、柔やわらかな笑えみを浮うかべた。

「短い旅だからと、護衛もつけずにひとりだけで行動したのが間ま違ちがいでしたわ」

「このあたりは、特にモンスターの動きが激しい地域だから気をつけなよ。それじゃ、俺はこれで」

　そう言って、立ち去ろうとしたときだった。

「アラン様。じつはわたくし、近くの町で父と一いつ緒しよにある商売をやっているのですが……。よかったらうちのお店にいらっしゃいませんか。お礼がしたいのです」

「え？　サーシャのお店？」

「はい。食事も飲み物もございます。ぜひいらしてください」

「なるほど。そいつはいいな、ちょうど小腹も空すいていたし」

「それでしたら、ぜひぜひ！　もちろん代金はいただきませんので」

「タダかぁ、ますますいいな。それじゃちょっといこうかな。ところでサーシャ、君のお店って、どんなお店なんだ？　食堂か？」

　尋たずねた俺に対して、彼女はにっこりと笑いつつ答えた。




「空唱室カラオケボツクス『歌うた姫ひめ』ですわ」




　……その言葉を聞いて、俺は顔面をこわばらせた。

　空唱カラオケ……だと……？

　まさかこんな森の中で、その単語を耳にすることになるなんて……！

　空唱──この文化が登場したのは、いまから十数年前のことだ。

　当時、『魔晶円盤マジツクデイスク』という音を封ふうじ込めておける魔法道具マジツクアイテムが発明されたおかげで、アイザイル王国には歌や音楽を盛んに聴きく習慣ができた。魔晶円盤はその名の通り、平べったい銀色の円えん盤ばんなのだが、その円盤を『魔マジ力ツク拡音機スピーカー』という魔法道具の上に載のせると、拡音機スピーカーから音楽が流れ出すという仕組みだ。

　そのように、音楽文化が盛り上がった時代──そこへ登場したのが空唱である。

　それはあらかじめ録音されてある音楽、それも歌手の声が入っていない伴ばん奏そうに合わせて、楽曲を歌う行こう為いだった。

　ただ歌うだけじゃない。声を大きくする魔法道具『魔マジ力ツク拡音杖マイク』と、板状の水すい晶しように魔法の力で映像と文字を浮かべることができる『魔マジ力ツク晶板クリスタルプレート』を使用することで、より歌いやすく、なおかつ娯ご楽らくとして楽しくなるように進化した文化が、空唱だったのだ。

　空唱機カラオケシステムを操作する。

　すると魔晶円盤と魔力拡音機から伴奏が発せられる。

　それを聴きながら。

　魔力晶板に表示される映像と歌詞を見つつ。

　魔力拡音杖を手に持って──

　歌う。

　すると魔力拡音機から、伴奏と共に大きくなった自分の声こわ音ねが発せられる。

　ちょっとした歌手気分というわけだ。

　そんな空唱文化は、世に出るなり大うけし、たちまち王国中に広まっていった。人々の趣しゆ味みとして、娯楽として。そしてコミュニケーションの道具として。

　そのころ高性能の魔晶円盤が開発され、最高で三万曲は楽曲を収録できるようになったのもよかった。みんなが歌いたいという曲はたいてい収録されたからだ。だれでも、どこでも、好きな曲をガンガンに歌うことが可能になったのだ。

　こうして空唱は、世の中に定着していった。それから月日は流れ──

　現在。

　空唱はまだまだ国中で流行中だ。

　空唱室という、空唱を行う密室が、国中のあちこちにできたことも相まっているのだろう。

　学生は授業が終わったあと、友達同士で空唱にいく。

　労働者たちも、仕事が終わったあとはみんなで空唱に出かける。

　いまや、空唱嫌ぎらいは人にあらずと言わんばかりの状じよう況きようだった。

　だが──だが俺は──




　俺はその空唱が大だい嫌きらいだった！




　なぜなら空唱ってやつは、おぞましいからだ。

　狭せまっ苦しい部屋の中。だれもがウェイウェイ言いながら、騒そう音おんの中でバカみたいに盛り上がり、そして部屋中のメンバーに注目されながら歌う。それが空唱なのだ。まったく冗じよう談だんじゃない。なんで歌手でもないのに、人前で歌わなきゃいけないんだ？　だれだよ、空唱なんて文化を創つくり出したやつは。そいつを見つけてブン殴なぐってやりたい！

　あ、あ、あ、あ……ダメだ、トラウマが甦よみがえってきた。いろいろあるんだよ、空唱が嫌いになった理由が。過去が！　やめろ、生き返ってくるな、過去の記き憶おく。ああ、あああ、あああああ……。

　そんな俺の内心など知る由よしもないサーシャは、笑顔で話を続けてくる──

「アラン様、ぜひうちの空唱室に来てくださいまし。父もきっと喜びますわ」

「あ、いや……俺は……。き、急用を思い出した！　ごめん！　……さよならっ！」

「あっ、アラン様！　どちらへ!?　アラン様ーっ!!」

　サーシャの声を背中に受けながら、俺は脱だつ兎とのごとく逃とう走そうした。

　逃げた、逃げた。逃げまくる。空唱から全力で逃げるのだ。

「アラン様ーっ！」

　最後に、サーシャの声が、わずかに聞こえた。

「アラン様の功績、王様にお伝えしておきますわーっ！　今度、王様と一緒にいらしてくださいませーっ!!」

　なんてことだ！　空唱との繫つながりができてしまった。やはり助けるべきじゃなかった！

　王様じようしと一緒に空唱だと？　ますます冗談じゃないぞ！

「うわああああああああああああああああああん！」

　俺は叫さけびながら逃げた。

「えぐっ、えぐっ……空唱嫌いやだ……空唱嫌だああああ……！　ああああ……！」

　泣きじゃくりながら、森の中を突つっ切っていく俺。

　俺は空唱が嫌いだ。大嫌いだ。

　俺はなあ、俺は、俺は──




　空唱が嫌いだったから、勇者になったんだぞ!?




　え？　意味が分からない？

　だよな。確かに意味不明だ。

　だが、ちゃんと理由があるんだよ。

　語ろうじゃないか。聞くも涙なみだ、語るも涙。

　勇者アランの空唱大嫌い物語を……！
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　まず俺自身の人生を、少し語ろう。

　だいたい子供のころからあがり症で、人前でなにかするのが大の苦手だった。小学生のころ、授業中に先生から当てられて、教科書を音読するのでさえ冷や汗あせをかいていた。

　その上、俺は歌が大の苦手だった。自分で言うのもなんだが超ちようオンチだ。

　三歳のときだったか。故郷の村に伝わる民みん謡ようを、家の中で何気なく歌ったら、音程がとことんズレていた。自分でも分かった。そのズレっぷりがあまりにおかしかったのか、両親は共に俺の歌に大だい爆ばく笑しよう。いや、親だけじゃない。当時、家で飼っていたペットの『いいスライム』にまで「ピ～ギピギピギ（笑）」と笑われてしまったのだ。

　歌声がスライムにまで馬ば鹿かにされた。……それは子供心に深く傷つくイベントだった。

　二度と、もう二度と、歌なんか歌うもんか。俺は心に決めたものだ。

　そんな俺が、空唱カラオケを好きになれるわけがない。一度も行ったことがないうちから、俺は空唱に対して悪印象をもっていた。家族や友達がことある毎ごとに空唱に行くのを、ずっと冷ややかな目で見ていた。ときどき誘さそわれたりもしたが、しかし俺は徹てつ底てい的に、空唱の誘いを避さけ続けたのだ。

　それでもなぜか、空唱に来てもらおうと誘ってくるやつがいる。

　十三歳の春。まだ田舎いなかの村の学校に通っていたころだった。同じクラスのやつがやたらとニヤニヤしながら、そりゃもうしつこく空唱に誘ってくるもんだから、

「うるせえな！　歌いたくねぇって言ってんだろ!!」

　と、俺は思い切り、教室のど真ん中でキレたのだ。

　……その後、学校を卒業するまでぼっちになってしまったのは言うまでもない。

　向こうが明らかにからかってきたのに、それに対してキレたらぼっちになってしまうこんな世の中。マジでクソだね。ちくしょう。

　──その後、俺は考えた。

　聞くところによると、学校を出て仕事に就ついたら、ここでも空唱を歌わされるらしい。

　アイザイル王国の民たみは、七歳から十五歳までみんな学校に通い、読み書きや計算の勉強、さらに簡単な剣けんや魔ま法ほうの稽けい古こをするのだが、その後はなんらかの職業に就く。

　たいていのやつは農民か商人になるんだけど、ごく一部、剣がすごく得意なやつは騎き士し、魔法がやたら得意なやつは僧そう侶りよや魔法使いになり、さらに、絵がうまいやつは画家、料理がうまいやつは料理人、そして歌がうまいやつは歌手になったりする。

　だがどんな職業に就いても、空唱はついて回るようだ。

　新人歓かん迎げい会かいから始まって、新年会に忘ぼう年ねん会かいに、月始め空唱に月末空唱。ことある毎に空唱空唱また空唱。農民も空唱、商人も空唱、騎士も空唱、僧侶も空唱、魔法使いも空唱。『人付き合いも仕事のひとつ』──そう言われながら空唱三ざん昧まいの日々とのことだ。

　どれだけ空唱好きなんだ、この国の連中は。

　冗談じゃない。空唱まみれの人生なんてごめんだ。

　そこで俺は探し始めた。なるべく空唱にいかなくていい仕事はないか。

　ないか。ないか、ないか、ないか。──あった。

『勇者』

　こんな職業が、ふいに誕生していたのである。

　というのも──俺たちが住んでいるイズサーベル大陸は、南側を、人間の国であるアイザイル王国が。そして北側を、モンスターが支配しているのだが、いまからおおよそ半年前、王国暦二八七年の初めごろ。モンスターの頭領である魔王が、家来たちを引き連れて、アイザイル王国の領土を侵しん犯ぱんしてきたのだ。

　魔王とモンスターは、人間を殺しこそしなかったが、しかし農作物を食い荒あらし、あるいは村に居座って、執しつ拗ような嫌がらせを繰くり返した上、「王国の領土の一部を、魔王様に譲じよう渡とせよ」と主張し始めた。

　なぜ魔王軍が急に、アイザイル王国へ攻せめ込んできたのか。

　それは分からないが、とにもかくにもアイザイル王国は魔王軍と戦うことを決定する。

　王国は国境に騎士団を派は遣けん。ここに王国と魔王軍の戦争が始まった。

　といっても、モンスターたちはたいてい、騎士団がやってくるとさっさと逃にげてしまうので、戦争と呼ぶにはいまいち真ま面じ目めさが不足していたのだが（戦せん況きようがそんな感じなので、戦時中にもかかわらず、アイザイル国民は平気で空唱カラオケを楽しんでいるのだ）。

　とはいえ、魔王軍が迷めい惑わくなことに変わりはない。

　ここに伝説の職業、勇者が復活することになった。数百年前、まだアイザイル王国が誕生する前のいにしえの時代に、当時の魔王を倒たおしたのが『勇者』なのだ。

　魔王打だ倒とうを想定された職業、勇者──

　たいへんな仕事だ。騎士でさえ、魔王討とう伐ばつは求められていない。騎士団の任務は基本的に王国内の治安維い持じだからだ。並なみ大たい抵ていの覚かく悟ごでは、勇者は務まらないだろう。

　しかし、だ。勇者になれば、毎日のように空唱に誘われることはないはずだ！

　よし、勇者になろう。空唱から逃げるためならば、なんでもしよう!!

　そう思った俺は、毎日毎晩、剣と魔法の稽古に励はげんだ。

　空唱の恐きよう怖ふに比べれば、日々の修しゆ行ぎようなどまったく苦じゃない。

　その結果──三か月前。すなわち十六歳の春。俺は勇者になることができた。

　王国が開かい催さいした勇者試験。数百名の応おう募ぼ者しやたちが、実戦形式で戦っていくトーナメント型のその試験を突とつ破ぱし、晴れて『勇者』として認められたのだ！

　そんな俺に向かって、王様は言った。

「勇者アランよ、魔王を倒す旅に出よ」

　やったぜ！　俺は内心、小こ躍おどりした。

　だってひとり旅をしていれば、空唱とは無む縁えんの生活を送ることができるもんな！

　こうして俺は旅に出て──それなりに勇者の仕事をやっている。からかい半分で食いついてきたり、夜通し吼ほえまくったり、農作物を食い荒らしたりする、要するに害がい獣じゆうレベルのモンスターたちと戦い、追い払はらう日々だ。まずまず充じゆう実じつした勇者ライフといえる。

　だが今回。俺はついにサーシャと出くわし、空唱との縁ができてしまった。

　まったく、勇者になってまで空唱が迫せまり寄ってくるとは思わなかったぜ。

　とにかく空唱とは関かかわりたくない。逃げるしかないのだ。

　逃げて、逃げて、逃げまくって──




　──逃げてきた。

「はぁ、はぁ、はぁ……」

　サーシャから逃げてきた俺は、森林を突破して、田園地帯にやってきていた。

　田畑には小麦が立ち並び、田園の向こうには、何なん軒けんか家が建っているのが見える。

　どうやら、どこかの村に来たようだが──そこで、ようやく人ひと心地ごこちがついた。

「ちくしょう、なんでこんな目に。ちくしょう、ちくしょう……」

　半泣きになりながら、てくてくと歩きはじめる。

「なにもかも空唱のせいだ……なにもかも昔のクラスメイトのせいだ……なにもかもこの腐くさった世の中のせいだ……うっうっうっ……」

　過去と現在に打ちのめされながら、なお歩く。意味もなく歩く。

　あてなんかないが、とりあえず、田園の向こうにある村を目指して──

　ボコッ！

「うわ!?」

　急に地面が崩くずれ落ちた。……落とし穴だと気が付いたときには、俺はもう、穴の底に尻しりもちをついていた。

　三メートルはあるだろうか。けっこう深い穴だ。

　なんでこんな穴が道のど真ん中に……？

「ふっふっふ……」

　声が聞こえた。

　顔を上げると、十四歳くらいの小こ柄がらな少女が、穴の中を覗のぞき込んでいる。

「引っかかったね、スライム！　あたしはこのヒットポイ村の僧侶、フィル！　村外れの森にあんたが現れたと聞いて、落とし穴をしかけたんだよっ！」

　僧侶……？

　彼女の外見を、まじまじと見つめる。

　ぱっちりとした大きな瞳ひとみに、透すき通るような肌はだの白さが印象的な、花のごとき可か憐れんな少女。少し長めの柔やわらかそうな金きん髪ぱつを結ゆった、いわゆるポニーテールの髪かみ型がたも、その外見の麗うるわしさを際きわ立だたせていた。

　そのように魅み力りよく的な女の子だが、服装はごく地味で、白い布製のブラウスに短めのスカートといういでたちだ。スカートの下からはほっそりとした、いかにも少女らしいナマ脚あしと張りのあるふくらはぎ、ついでに白いパンツも見えていたりする。
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　パンチラについて指し摘てきするべきか否いなか。微び妙みように悩なやむところである……。

　って、違ちがう違う！　俺はなにを考えているんだ。いまはそれどころじゃないだろ！

「あ、あのさ……」

　俺はゆっくりと声をかける。

　しかし、フィルとかいう女の子はにこにこ顔で、

「やった、やった。やっと自分だけの力でスライムを追い詰つめてやった！　さぁ、どうしてやろうかな。牢ろう屋やに閉じ込めてやろうかな。それとも死の魔法で一気に殺して──」

「ま、待った待った！」

　殺すとか聞いて、慌あわてて叫さけぶ俺。

「あのさ、なにか勘かん違ちがいしてないか？　俺はスライムじゃない、人間だ！」

「……え？」

「いや、え、じゃなくて。見りゃ分かるだろ？」

「え、あ、でも。だ、だって、変な服を着ているし、なんか見たことない感じの外見だし、これは絶対にスライムだって──え、違うの？」

　変な服って。これは勇者の服なのに。

「……服を着ている時点でスライムじゃないだろ。スライムってのは、もっとねばねばしている感じのモンスターだぞ」

「へえ、そうなんだ」

「って、知らないのかよ！　知らずに俺をスライム呼ばわりかよ!?」

「だ、だって、だって。あたし、この村から出たことないし、村の人以外の人間と会ったこともないから、分からなくて。とにかく見たことない相手がスライムだと思って」

「君にとって、村人以外の人間は全部スライムなのか」

「あ、あう」

「僧そう侶りよってのも、本当かどうか」

「そ、それは本当だよ！　……あたし、学校で一番、回復魔ま法ほうが得意なんだもん」

「……はあ」

　俺はため息をついた。学校で魔法が得意なだけじゃ、僧侶とは言わないだろ。

　このフィルって子、要するに田舎いなかの無む垢くな子供なんだな。

「とりあえず、フィル。穴から出ていいか？」

「あ、うん」

「よっと」

　俺は穴の底を蹴けって、ジャンプ。穴から脱だつ出しゆつ。

　田園地帯の道の上に、着地した。

「わ、すごいジャンプ力。ほ、本当に人間なの!?　やっぱりモンスターじゃ……」

「違うって。俺はアラン。アイザイル王国が認めた勇者だ」

「え、勇者!?　すごい、本物を初めて見たよ……！」

　フィルは目をきらきらさせて、俺の全身を眺ながめてくる。

「どうりで、すごいジャンプができるはずだねっ。でも、勇者様がどうしてこんな田舎の村に──あ、もしかして森のスライム退治に来てくれたの!?」

「…………」

　俺は沈ちん黙もく。

　空唱が怖こわくて逃げだして、その結果、偶ぐう然ぜん辿たどり着きました。

　──なんて言えるわけないだろ、かっこ悪い。

　っていうか、森のスライムって、さっきサーシャを襲おそっていたやつじゃないかな。

　きっとそうだ。……うん、それなら、ここはフィルに話を合わせておくか。

「君の言う通りだよ。そしてそのスライムは、もう追い払っておいたぞ」

　結果だけ見れば、間違ってはいない。

「すごーい。すごいすごい！」

　フィルは、ぴょんぴょん飛び跳はねながら笑えみを浮うかべる。

「さっすが勇者様！　スライムを追い払うなんて！」

「いや、スライムなんて大した敵じゃないから」

「そうなの!?　でも、モンスターなんだよね？　なんかすっごいキバとかツメとかあって、火とか吐はいたりするんじゃないの!?」

「いや、そんなスライムいないから……。それはもうドラゴンだから……」

　この子、本当に村から出たことないんだなー。

「ところで勇者様。スライムを退治したこと、おじいちゃんにお知らせしたほうがいいかも。あたしのおじいちゃん、この村の村長だから」

「へえ、村長さんか。……なら、確かにあいさつくらいはしておいたほうがいいな。それじゃ、行くとしようか」

「やったぁ、やったぁ！　こっちだよ、勇者様！」

　フィルが先導してくれるらしい。

　俺は彼女に従って、ヒットポイ村の中へと入っていく。

　なんだかバタバタしていたが、どうやら少し落ち着けそうだ。

　やっと空唱カラオケのない、普ふ通つうの勇者ライフに戻もどれそうだぜ。

　なによりもそれが、俺にとって一番大事なことなのだ。




「勇者様、お見事でございますじゃ！　お若いのに素す晴ばらしい！」

「はあ……」

「おじいちゃん、もう十五回目だよ、そのセリフ」

　かたわらで、フィルがやんわりとたしなめる。

　夜。村の酒場である。

　俺とフィルと村長さん、他ほかに数十人の村人たちが集まっている。

　あれから村長さんにあいさつをすると、村長さんは、俺がスライムを追い払はらったことについて狂きよう喜きし、村人たちを集めて感謝の宴うたげを開いてくれたのだ。

　スライムをサンダーで脅おどしたのは、この村のためじゃなくて、偶然だったんだけど。

　まあ、結果よければなんとやらだ。「勇者様、乾かん杯ぱい！」「勇者様、ありがとう！」──ほら、みんな喜んでるしね。

「ささ、勇者様。フルーツのジュースですぞ。もっとお飲みくだされ！」

「あ、どうも、ありがとうございます。──ごく、ごく……」

「おおっ、お兄ちゃん、いい飲みっぷりだね！　あ、お兄ちゃんとか言っちゃった。ごめんなさい、勇者様」

「いや、お兄ちゃん、でいいよ。好きに呼んでくれて構わない」

「ほんと？　じゃ、お兄ちゃんって呼ぶね、お兄ちゃん！」

「おう、なんだ、フィル」

「わ、なんかすっごく嬉うれしい！　あたしひとりっ子だから、兄弟が欲しくて」

「はは、俺もだよ。ひとりだと寂さびしいよな」

「そうか、勇者様はお兄ちゃんと呼ばれたいのか。お兄ちゃん、ささ、ジュースをもういっぱい！」

「気持ち悪わりィぞ、村長！」

「そうだそうだ、勇者様の妹はフィルちゃんだけで充じゆう分ぶんだ！」

　陽気な村人たちが、どっと笑う。村長さんは「わはは」と頭をかいた。

　その様子を見て、俺とフィルもにこにこと笑った。

　……ああ、なんて居い心地ごこちのいい空間なんだ。勇者になって本当によかった。

　昔、空唱事件でクラス中から孤こ立りつしていた時代を思うと、温かい人の輪の中にいるだけで泣きそうになるんだ。俺、生きててよかった。

「いやぁ、楽しい宴ですな、勇者様。ここまで盛り上がっているのですから、二次会もやりたいところですなあ！」

「え、二次会？」

「左様。皆みなも、もっと、勇者様と飲みたいはずですぞ」

「え、ええと。……フィルはどうする？」

「お兄ちゃんがいくならいくよ！」

　あなたがいくならいく。……な、なんて感動的なセリフなんだ。

　こんな言葉、学生時代に言われたことなんかなくて……う、うう、いよいよ涙なみだが。

　ちくしょう、これは嬉し涙さ！

「よし、じゃあ俺もいこうかな、二次会」

「やったあ、さすがお兄ちゃん！」

「決まりですな！」

　村長さんとフィルは、揃そろって笑った。

「で、二次会の会場はどこです？　ここから近いんですか？」

「すぐ隣となりの建物ですじゃ。この窓から見えますぞ。カーテンを開けてみてくだされ」

「どれどれ」

　俺はカーテンを開いた。




『空唱室カラオケボツクス　ヒットポイ』




　──ピカッ！　ゴロゴロゴロ……。

　突とつ如じよ、雷らい鳴めいが轟とどろき、看板が青白く照らされた。

　ポツリ、ポツリと雨まで降り始めている。

　そしてその雷雨に負けないレベルで、顔面を険しくさせている俺がいた。

　俺の宿敵空唱室が……こんな、田舎の村にまで……？

　う、噓うそだろ……？

「おお、雨が降ってきおった。急がねばならんの。さぁ、皆の衆、二次会じゃ。勇者様を囲んで、空唱で盛大に盛り上がろうぞ！」

「「「「「おおーっ!!」」」」」

　村人たちは、全員手を上げた。

　それから、わっと俺のまわりを取り囲んでくる。

　かと思うと彼らは、こっちの背中をぐいぐいと押して、空唱室へ無理やり連れていこうとするのだ。

　嫌いやだ、と叫ぼうとした。

　しかし押しまくられてうまく叫べない。

　代わりに叫んだのは、村人たちだった。

　勇者様の歌が聴ききたいぞウェーイ、勇者様ぜひ一曲お願いしますウェーイウェーイ、勇者様テンションあげあげでいこうぜウェーイウェーイウェーイ。……と。

　や、やめてくれ。おい、俺は、俺は、空唱なんて、空唱なんて！

　あ、ああ、あああ、こら、押すな、押すなってば、やめろ、よせ、馬ば鹿か、あ──

　ああああああああああ!!




　……どうして俺はここにいるんだろう。

「さささ、村長、まずは村長から一曲、どうぞ！」

「いやいや、まずは君から歌いたまえ！」

「あは、僕が一番手ですか!?　いやいや村長を差し置いてそんな──」

「いいからいいから、まずは君から。ほら、歌って歌って。あとが詰つまってるよ！」

　空唱室の中。小さな窓がひとつ取り付けられただけの室内に、村人たちが集まってワイワイと、だれが最初に歌うのどうのと盛り上がっている。

　そんな中、俺はひとり、死んだ魚のような瞳ひとみで佇たたずんでいた。

「ちょっと、アンタたち。今日はだれよりも勇者様から歌ってもらうべきでしょ!?」

「おお、そうでした！　勇者様！　まずは一曲、勇者様！　どうぞ！」

「え!?」

　そらきた！　いきなりこれだ。じ、冗じよう談だんじゃないぞ。

　どうしよう。昔みたいにキレて空唱から逃にげ出すか？

　だけどこの状じよう況きようでキレるなんて、いくらなんでもガキっぽすぎる。それに王様から叱しかられるかもしれない。勇者が村人にキレるとはなにごとか、ってね。しかもその理由が『空唱が嫌きらいだから』というのは──ちょっとこれは通らないよな。ど、どうする？

「い、いやいや、主役は大トリってのが相場でしょ。俺は、その……最後に歌います！」

　思案した結果、俺は引きつった笑顔と共にそう言った。

　すると、村長さんたちは「おおお」と納なつ得とくしたようにうなずいた。

「なるほど、その通りですな！」

「では勇者様は最後ということで……まずは村長！」

「ううむ、やはりわしからか！　参ったな、こりゃ！」

　セリフほどには参ったような顔も見せず、村長さんは魔マジ力ツク拡音杖マイクを手に取ると、ドヤ顔で村人たちの前に出ていく。

　……ふう。危なかった。まずは空唱を回かい避ひできたようだ。

　村長さんの空唱が始まる。歌っているのはどうやら民みん謡ようのようだ。「アイ！　アイ！　アイアイアイッ！」「はーどっこい！」「オラッショ、セイッ！」──村人たちが、威い勢せいのいい合いの手を入れている。全員かけ声がバラバラだが、いいのだろうか。

　と、そのときだ。フィルが俺の隣にやってきた。

「お兄ちゃん、どうしたの？　さっきからなんだか顔色が悪いよ？」

「それは……」

　空唱が苦手だからだよ。

　と言いたいが、この子に言っても仕方がないな。

　ん。……いや、待てよ？

　そうか、具合が悪いって言えばいいんだ。そうすれば空唱を抜ぬけ出せる。

「そうなんだよ、フィル。俺、ちょっと腹が痛くて……いてて……」

　わざとらしく、腹部を押さえてしかめっ面つらを作る。

「そんなわけだから、俺、宿屋に戻るよ。今日の空唱は残念だけど参加できない。村長さんにはそう言っておいてくれ。あー、残念。参加したかったのになー、歌いたかったのになー、悲しいなー」

　俺なりに全力で芝しば居いをする。いいぞ。これで空唱カラオケから脱だつ出しゆつでき──

「キュア！」

　フィルが人差し指をこちらに向けて叫さけんだ。

　かと思うと、指先が青白く光り、その光が俺の全身を覆おおっていく。

　……なんだか、気分が少しすこやかになった。

「お兄ちゃん、これで楽になったでしょ？」

「フィル。これは回復魔ま法ほうだよね？　毒とか麻ま痺ひとか、体調不良を回復する魔法……」

「うんっ！　言ったでしょ。あたし、学校で一番、回復魔法が得意だって。村のみんなの病気だって、あたしが治しているんだから！」

「…………」

「お兄ちゃん、お腹なか痛いの、治ったでしょ？」

「……うん、まあ」

「よかった。じゃあ、お兄ちゃん、空唱できるね」

「…………うん。ありがと」

　なんていらん能力をもっているんだ、この子は……。

　ど、どうしよう。このままじゃいつか俺の歌う番がくる。

　なんとか逃げ出さなければ。

「フィル、俺、ちょっとトイレに」

「酒場でもいってなかった？　またトイレ？」

「間ま違ちがえた。ちょっと飲み物を取りに」

「そこのテーブルの上に全種類置いてあるよ。なに飲む？　オレンジジュース？」

「村の近くにスライムの気配がする。倒たおしてくる」

「スライム、もう追い払はらったんじゃないの？」

　俺がなにか言うたびに、的確にツッコんでくるフィル。

「お兄ちゃん、どうしたの。また顔色悪いよ。キュア、もう一度かける？」

「…………いや、いいよ。魔法で解決できる体調不良じゃないから」

「そう？　でもお兄ちゃん、本当に辛つらかったら言ってね。あたし回復魔法ほとんどマスターしてるし、蘇そ生せい魔法も知ってるよ」

「はあ」

「だから、たとえお兄ちゃんがいまここで死んでも、魔法で復活させて空唱を歌わせてあげるからね！」

　死んでも空唱から逃げられないのか。絶望感半はん端ぱねぇ。

　と、そのとき、ボックス内がわっと沸わいた。

　どうやらだれかが歌い終わったらしい。

「さて、諸君。村人はひと通り歌い終わったようじゃし──」

　村長さんの声が部屋中に響ひびいた。

「ここで大トリ！　本日の主役！　勇者アラン様に一曲歌ってもらおうと思います！」

　ひっ！

　つ、ついにきた。きてしまった。

「勇者様！　勇者様！　勇者様！　勇者様！」

　わーっと、空唱室全体が盛り上がってコールを始める。

　ふと隣を見ると、フィルなんか、瞳をらんらんと輝かがやかせて俺のことを見ている。

「勇者様！　勇者様！　勇者様！　勇者様！」

　ああ、逃げたい。でも逃げられない。

　窓外を見ると、まだ雨が降っていた。空唱の音量ほどじゃないが、屋根を叩たたく雨音もけっこうなものだ。俺の心境を表現しているかのような土ど砂しや降ぶりだ……。

「ん？　……雨だと？」

　このとき俺にあるアイデアが閃ひらめいた。

　もしかしたら、この状況を打破できるかもしれない。

　そんなアイデアだ。……賭かけになるが、やるしかない！

「勇者様、ぜひ一曲。お願いします」

　村長さんが俺に魔力拡音杖を差し出してくる。

「それでは」

　俺はすっくと立ちあがると、村長さんから魔力拡音杖を受け取った。

　手のひらには汗あせが浮うかんでいた。モンスターと戦うときより、よほど緊きん張ちようする。

　空唱機カラオケシステムを操作して、任意の楽曲を選ぶ。

　拡音機スピーカーの上に載のっかっている魔晶円盤マジツクデイスクが、忙いそがしく回転を始めた。

　そして魔力晶板マジツククリスタルに曲をイメージした映像と、歌詞の最初の部分が表示される……。

　歌う曲は『全然前世』を選んだ。ラッダーズというバンドが歌っている曲で、いま王国中で流行している。

　付き合っている彼女がいた。その人は前世からの恋こい人びとだった。しかし付き合いが進むにつれて、実は前世の恋人ではなかったと分かる。それでも俺は愛を貫つらぬくぜ、全然前世なんか関係ないんだぜ、という、感動するべきなのかどうなのか、よく分からない歌だ。

　しかし正直、この選せん択たくはどうでもいい。

　問題はここから先だ！

　イントロが室内に鳴り響く。村人たちがざわついて、村長さんが「拍はく手しゆ！　拍手！」なんて叫ぶものだから、みんないっせいに手を叩き始めた。じいさん、いらんことするな。

　そのとき、魔力晶板に歌詞が表示された。いよいよ歌い始めだ。

　俺は息を一度、大きく吸い込むと──

（サンダー！）

　心の中で魔法を発動させた。

　すると──ゴロゴロ、ガッシャーン！　激しい光と轟ごう音おんが響く！

　空唱室カラオケボツクスの外、雨が降りしきる草原の中に、カミナリが落ちたのだ。

「わぁっ!?」

「か、カミナリが落ちたぞ」

「かなり近いんじゃないか？」

　村人たちはいっせいにざわつき、窓から外を見ようとする。

　俺の空唱など、もはやどうでもいいといった様子だ。当然だろう。

　これが俺の作戦だった！

　すなわち、歌いだすと同時に魔法を発動させる。

　建物の外にいかずちを落とすのだ。するとみんなの注意は外へ向く。

　これだけ雨が降っているし、さっきからカミナリもずっと鳴っているんだ。

　それなら、本当にカミナリのひとつやふたつ落ちたって、なんら不思議はない……！

　魔力晶板に表示されている歌詞はみるみる進んでいく。

　いいぞ、計算通りだ。

　この曲が終わるまでみんなの注意が外に向いていれば、俺は歌わなくて済むんだ！

「これっ、皆みなの衆！」

　そのとき、村長さんが叫んだ。

「勇者様が歌っておられるのに、外を見るとは無礼千せん万ばん。カミナリくらい、たまには落ちよう。それよりも勇者様の美声に耳をかたむけようぞ！」

　ジジイ、いらんこと言うな!!

「おお、そうだった！」

「勇者様、すみません」

「みんな、勇者様の歌を聴きましょう」

　村人たちがいっせいに振ふり向いて、俺の空唱を聴きこうとする。

　あなたたちにとって、空唱はそこまで大事か。

　それならこっちだって、とことんやってやるぜ！

（サンダー！）

　ゴロゴロゴロ、グワッシャーン！

　ひときわ激しいカミナリが、再びボックスの外で炸さく裂れつした。

　その強きよう烈れつな光と音に、村人たちはやはり一いつ瞬しゆん、外を見る。

　頼たのむ、ずっと見ていてくれ。……あっ、またひとりかふたり、俺のほうを振り返った。まだカミナリが足りなかったか。

（サンダー！）

　グワッ、シャーン！

（サンダー！　サンダー！　サンダー！　サンダー！　サンダァーッ!!）

　ゴロゴロゴロゴロ──ガッシャーン！　ガッシャーン！　ガッシャーン！

　グワッ……シャーン！

「ひいぃっ！」

「か、カミナリがどんどん落ちてきてるぞ！」

「終わりだ、世界の終わりだ！」

　さすがに恐きよう怖ふで顔を引きつらせる村人たち。

　俺は何度も何度もサンダーの魔法を発動させた。

　ヒットポイ村に次から次へとカミナリが落ちる。地じ獄ごく絵え図ずだ。しかし人とか建物に当たらないよう、発動場所をうまく調整しながら魔法を使うのはちょっとした苦労だった。

　だが、それでもいいのだ。

　人前で空唱を歌う恥はずかしさよりは、よっぽどマシだ！

（サンダー！　サンダー！　サンダー！　サンダー！）

　グワッ、シャーン！　グワッ……シャァァーン!!

　選んだ曲が終わるまでの数分間。……俺は魔マジ力ツク拡音杖マイクを口に当てて口パクしながら、いかにも歌っていますみたいなフリをしつつ、ひたすら魔法を使いまくっていた。

　やがて曲が終わると、ボックス内は、もはや空唱どころではなかった。

　数分間、延々と村中に降り注いだカミナリに村人たちは恐怖し、ただ呆ぼう然ぜんとしているだけだったのだ。

　当たり前だが、俺の空唱のことなど、だれも気に留めていない。

　俺は、なに食わぬ顔で、

「歌い終わりました。いい気分だ。次の人、どうぞ。……村長さん、歌いますか？」

　拡音杖マイクをそっと、村長さんに向かって突つき出したものである。




　翌日。

　魔ま法ほう力が切れたため、疲つかれまくっている俺は、しかし最後の力を振り絞しぼり、

「それでは皆さん、俺はこれで」

　ヒットポイ村の人たちに頭を下げて、再び旅に出ようとした。

「勇者様、今回はどうもありがとうございました……」

　村長さんも村人たちも、疲れ切った表情で俺を見送ってくれた。

　何百発ものカミナリを間近で見たのだ。みんな疲れるのは当たり前だ。

「お兄ちゃん、昨日は変な空唱カラオケになっちゃったね」

　そのとき、フィルがやってきて笑え顔がおを向けてくれた。

「ちょっと残念。あたし、お兄ちゃんと一いつ緒しよにいろいろ歌いたかったから。アイドルソングとか一緒に歌いたかったし。みんなでワイワイ騒さわぐ空唱って、楽しいじゃない。あたしはそう思うけど」

　その意見には賛同できないけど……。

　フィルは本当に、俺と歌いたかったんだな。

　なんだか、ちょっとだけ心が痛んだ。どうしてだろうな。なんで、みんなと一緒に盛り上がれないというだけで、罪悪感を覚えなきゃいけないんだ。

　そんな風に思いながらも、しかし俺は言ったのだ。

「フィル。空唱のとき、キュアをかけてくれてありがとな。嬉うれしかったよ」

　それは俺の本音だったから。

　フィルの向けてくれたまっすぐな好意は、本当にありがたいものだったから。

「フィルならいい僧そう侶りよになれる。俺が保証するよ」

　微び笑しようと共にそう告げると、フィルは目を輝かせてから、うんうんとうなずいた。

「……ありがとう、お兄ちゃん！　あたしも嬉しいよ……！」

「また、この村に来るから」

「うん、絶対に来てね。きっとだよ！」

「ああ、きっとだ。それじゃ俺、そろそろいくよ」

　そう言って、俺はフィルと村人たちに背を向けようとする──

　だが、そのときであった。

「あ、お兄ちゃん。最後に教えてほしいんだけど！」

「ん？　どうした？」

「あのね。昨日の空唱のとき、口をパクパクさせてたのはどうしてなの？」

　ッ!?

　俺は蒼そう白はくになって振り返る。

　フィルはにこにこ顔で、村人たちはキョトンとしている。

「フィル。まさか昨日……見てたのか？」

「お兄ちゃんがカミナリの中、声も出さずに口を動かしていたのは見ていたよ。……なんかのおまじないだったの？　あれ」

　……ヤバい！　この子だけは、俺の口パクを見ていたんだ！

　魔法でごまかしたことはさすがに気付いていないだろうが……。

　そ、それでもだ。顔から火が出そうだ。雷らい鳴めい轟とどろく空唱室の中、必死に口パクをしている俺の姿は、どれほどみっともなかっただろう。……恥ずかしい！

「ねえねえお兄ちゃん。あれ、なんだったの？　なんで歌わずに口を動かしていたの？　ねえねえねえ──」

「言うなッ！」

　田舎いなか娘むすめの無む垢くな追つい及きゆうが、たまらなく恥ずかしかった。

　うまく乗り切ったはずだったのに。歌わずに済み、一件落着だと思っていたのに！

　こんな、こんな恥ずかしい思いをするなんて──

　やっぱり空唱は、大だい嫌きらいだ！







[image: 第二話　俺が愛の告白に聞こえないふりをするのだって、全部カラオケのせいなんだ]







「久しぶりに来たな。この街にも……」

　思わず、感想を口に出していた。

　いま俺がいるのはガレオスの街。アイザイル王国の中でも首都の次に大きな街だ。

　赤あか煉れん瓦がの街並みはいつ見ても美しい。あちこちの煙えん突とつからは煙けむりが上がり、広場ではたくさんの行商人がそれぞれ声を出し、身み振ぶり手て振ぶりを大きくして、行き交かうたくさんの人々の目を引こうと頑がん張ばっている。

　さらに街の中央広場までやってくると、巨きよ大だいな魔マジ力ツク晶板クリスタルプレートと魔マジ力ツク拡音機スピーカーが広場の柱にくくりつけられていて、映像と音声を流していた。

『アイザイル王国、今月の人気曲ランキングでした』

『ラッダーズの「全然前世」、相変わらず強いですね。先月からずっとランキング上位です』

『何年後になっても、語り継つがれる名曲になりそうですね』

『本当に。……さて、それでは次は勇者情報のコーナーです。王国辺境のヒットポイ村付近の村に出現したスライムを、王国公こう認にんの勇者、アラン・ディアック様が追い払はらいました。村人たちは勇者様に感謝の意を表しています』

『さすがは勇者アラン様ですね。いやはや、大したものです』

　晶板クリスタルプレートと拡音機スピーカーが放送している映像と音声は、電視テレビ番組と呼ばれている。内容は、魔王軍についての速報だったり、勇者オレについての情報だったり、料理の作り方だったり、魔法講座だったり、音楽番組だったりする。

　番組を作っているのはアイザイル王国だ。王宮で作られた電視番組が、魔法の力で国中の魔力晶板に送られているのだ。国民は晶板を操作することで、電視番組を視し聴ちようすることができる。

　もっとも、晶板は高価なので持っていない国民も多い。そういう人のために、これまた国が、いろんな街や村の広場に晶板を配置しているのである。街がい頭とう電視テレビってやつだな。これのおかげで、いろんな人たちがニュースを平等に知ることができるし、音楽を始めとするさまざまな文化の勃ぼつ興こうにも、一役買っているというわけだ。ラッダーズの『全然前世』も、曲自体のレベルの高さもさることながら、電視番組で放映された人気ド連ラ続劇マの主題歌だったから流行したのだ。

　まあ、あんまり田舎の村だと街頭電視はないんだけど……。ガレオスの街は大きいから、逆に街頭電視が街のあちこちにあったりする。都会はいいね。

　もっとも、大きな街には欠点もある。ガレオスの街は治安が良くないのだ。

　ここは都会だから、あちこちから仕事を求めて人が集まってくる。

　しかし仕事が見つからなかった場合、その人たちは、金を求めて犯罪者になってしまうことが多いのだ。もちろん全員じゃないけれど……。

　まぁ、治安を考えるのは俺の仕事じゃない。王様や騎き士し団の仕事だ。

　勇者は魔王とモンスターを倒たおすことだけ、考えていればいいのだ。

　ちなみに俺がこの街にやってきたのは、食料と道具の補給のためだ。

「そういえば甘いものも欲しいな。最近食べてなかったし……」

　俺は大の甘党だ。ケーキなど、特に目がない。

　必要な道具を買ったら、カフェにでも入って、お茶とケーキでも頰ほお張ばろうかね。

　この街には、ケーキが美味おいしいカフェもあるんだよなー。

　……そんなことを考えながら、市街地を歩いていたときだった。

「アラン様！　アラン様ではありませんの!?」

　その声に反応して、振ふり返る。

「サーシャ……!?」

　そこには確かに、スライムから助けた、あのサーシャ・ブリンクが立っていたのだ。

「まさかこんなところで、アラン様とお会いできるなんて。夢のようですわ！」

「あ、う、うん……」

　瞳ひとみをきらきらさせながら、俺に迫せまりよってくるサーシャ。

　両りよう頰ほほを紅潮させている。嬉しくて仕方がないといった様子だ。

　──かと思うと。

「……はぅ」

　ばたん。

「お、おい!?」

　サーシャは、その場に倒れ込んでしまった。ど、どうした!?

「ポアル！」

　俺はサーシャに、体力を回復させる魔法をかけてやる。

　これでも勇者だ。魔法は回復系も攻こう撃げき系も、補助系だってお手の物だ。

　サーシャは「ううン……」とかぶりを振りながら、ゆっくりと立ち上がる。

「アラン様、申し訳ございません。わたくしとしたことが、気を失ってしまったようで」

「いや、俺はいいけど。それより大だい丈じよう夫ぶか。持病でもあるのか？」

「それは──はい。わたくし、病を得ております」

「そうだったのか。大変だな。ちゃんと医者か僧侶にかかっているか？」

「……いえ。わたくしの病は、お医者様でも僧侶様でも治せません」

　サーシャは儚はかなげに首を振る。そんなに悪い病気なのか──

「そう、わたくしは、恋こいの病にかかってしまったのです！」

「は？」

　思わず、ぽかん。口が開く。

「サーシャ・ブリンク。十六歳にして初はつ恋こいです。……その方は、とても勇ゆう敢かんで、優やさしくて、たくましくて。わたくしをスライムから助けてくれて」

「…………」

「わたくし、ひそかに想おもっておりました。つい先ほども、その方のことを考えておりましたの。わたくしはその方が好き。だけどその方は、わたくしのことなどなんとも思っていないかもしれない。もし、愛を伝えて断られたらどうしよう。そのときは舌を嚙かんで死ぬべきでしょう。ああ、それでもこの想いは止められない。そう思っていたときですわ。……なんということでしょう！　その方とわたくしは再会してしまったのです」

「ええと……」

「なんと幸せなことでしょう。愛する方が目の前にいるなんて。あまりの嬉うれしさにわたくし、立ちくらみがしてしまったのですわ」

　サーシャは高いテンションで、全身をくねくねと動かしまくる。

　そして彼女はうっとりとした眼まな差ざしを俺に向けながら、白はく桃とう色いろの唇くちびるを開いて、

「アラン様。……あの、わたくし、あなた様にお伝えしたいことが」

　真しん剣けん極きわまる表情で、そんなことを言い始めた。

「こんなところで気持ちを伝えるなんて、はしたない女とお思いでしょう。ですが、いまを逃のがしては、次がいつになるか分かりませんので」

　サーシャはこちらへと近づいてきて──

　白昼堂々、衆目の中。……俺に向かって告げたのだ。

「好きです」

　切なげな告白だった。

「お慕したいしています。あなた様のことを。……わたくしを、お嫁よめにもらってください」

　そのはっきりとした声こわ音ねを、俺は間ま違ちがいなく聞き届けた。

　心臓がドクンドクンと脈打つ。

　顔がなんとなく、赤くなる。

　だが。だが俺は──

「え？　なんだって？」

　聞こえないふりをした。

「すまない、人ひと混ごみの中でよく聞こえなかった。ほんとにすまない！　ええと」

「好きです！」

　間かん髪はつを容いれず、二回目テイクツーがきた。

「アラン様が大好きです！」

「え？　なんだって？」

「好きです！　アラン様が、本当に好き！」

「え？　なんだって？」

「好き好き好き！　大好きっ！　何回言わせるんですかっ！　アラン様っ！」

「え、え、え？　なんだって？　聞こえないな」

　俺はかぶりを振り、顔をそむける。……申し訳ない。

　勇気を出して告白してくれたのに、聞こえないふりなんて最低だ。

　だが、仕方がないのだ。だって彼女は空唱室カラオケボツクスの娘むすめなんだぜ？　ここで彼女の気持ちに応こたえてしまえば、空唱カラオケワールドに突とつ入にゆうしてしまう。

　だが、断るわけにもいかない。だって断ったら、舌を嚙んで死ぬとか言ってるし。

　俺としては、もう、聞こえないふりをするしかないのである。

　……おっと。サーシャはもう、叫さけぶのをやめているぞ。

「アラン様。照れ屋ですのね」

「……なんのことだ？」

「いいんですのよ。純じゆん朴ぼくなアラン様。恥はずかしくて、告白に応えられない気持ち、分かりますので。ああ、アラン様、そんなところも素す敵てきですわ」

「…………」

　この子、けっこう前向きだよね……。

「──ところで、どうしてサーシャはこの街に？」

　俺は無理やり話題を変えた。

「あ、はい。今度、このガレオスの街に父が支店を出しますの。空唱室『歌うた姫ひめ』ガレオス支店でございます。その仕事のために、わたくしもこの街までやってきたのですわ」

「なるほど、仕事か。元気なお父さんなんだな」

「それはもう。最近は商売だけでなく、ますます空唱にも身が入って。『空唱は三度のメシより好き』『空唱こそわしの命だ』『サーシャの結けつ婚こん相手は空唱好きでないと許さん』と毎日のように言っております」

「そ、そうなんだ」

「わたくしも空唱は好きですが、父ほどではありません」

「サーシャもやっぱり好きなんだね、空唱」

「ええ。なんといっても父の生業なりわいですし──それにわたくし、ラブソングを歌うのが大好きですの。大切な相手にドキドキとときめく乙おと女め心ごころ。それを歌として表現し、心から歌ったときの幸せ、喜び。うっとりしますわ。……子供のころからラブソングを歌うたびに、いつかわたくしにも運命の男性が現れると思っていました。それが、いま──」

「あーあーあー！　お父さんのお仕事、うまくいくといいな！」

　話がまた妙みような方向にいきそうだったので、慌あわてて軌き道どう修正する。

「はい、うまくいってほしいですわ。いいえ、きっとうまくいきます！」

　サーシャは笑え顔がおでそう言った。よしよし、話を逸そらせたぞ。

「ところでアラン様。父は支店におります。よろしければ、会ってくださいませんか」

「ん。……ああ、そうだね」

　ちょっと考えた上で、俺はうなずいた。

　空唱室にはあまり近づきたくない。しかし俺は、前もサーシャの誘さそいから逃にげちゃったからな。二度断るのもちょっと悪い気がする。

　いってみるか。お父さんにあいさつするくらい大丈夫だろう。

「じゃ、会いにいこうか」

「はい、アラン様！　ささ、支店はこちらですわ」

　俺とサーシャは、人混みの中を歩き出した。




　そんなわけで、空唱室『歌姫』ガレオス支店である。

「アラン様、はじめまして。サーシャの父、ガイでございます」

　ガイさんはにこにこ顔で出で迎むかえてくれた。

「サーシャがお世話になったそうで、その節はありがとうございました。スライムに襲おそわれるなど……十六歳の娘の肌はだに傷がつかず、ほっとしております」

「あ、いえ。大したことはしていませんが……」

「ご謙けん遜そんを。……ところでアラン様。サーシャから聞きましたが、道具と食料をお求めだとか。よろしければ、わしが用立てましょうか。もちろん代金はいっさい頂きません」

「本当ですか。ありがとうございます」

　食料と道具がタダで手に入るのはありがたい。持ち金も危あやうくなっていたしな。

　なお、勇者の給料は王国から支し払はらわれる。

　毎月一回、王様から直接貰もらうことになっているのだ。

　道具を貰えたのは助かったけど、財さい布ふの中身が心細いのは間違いない。

　いったん首都に戻もどって、王様から今月の給料を貰わないとなぁ。

　……なんて考えこんでいると、おや？

　サーシャが、なにやらもの言いたげだぞ？

「アラン様。実はこの店、今日がプレオープンの日なのです」

「プレオープン？」

「近きん隣りん住民の方やお得意様を招待して行う、仮のオープンです。住民の皆みな様さまをおもてなしする意味もありますが、従業員の仕事をチェックする最終確かく認にんの意味もあるのです」

「なるほど。大事な日だね」

「はい、大事なのです。そこでアラン様。お願いがあるのですが」

　嫌いやな予感がした。

「アラン様。今日だけ、この空唱室で一いつ緒しよにお客様をもてなしていただけませんか？」

　…………なんだと？

「ちょ、ちょっと待って。……え、なんで？　どうしてそうなるの？」

「アラン様。わしは今回の支店に命をかけるつもりです」

　サーシャではなく、ガイさんが言った。

「この支店が成功するかどうかで今後の人生が決まるほど、わしはこの支店に資金をつぎ込みました。ですので、今日のプレオープンは絶対にしくじれません」

「はあ、それが俺となんの関係が」

「勇者のアラン様がプレオープンの場にいてくだされば、こんなにありがたいことはありません。勇者様がプレオープンに参加する空唱室など聞いたことがありませんから。きっと話題になるでしょう」

　客寄せのマスコットじゃないか！

　確かに勇者の俺が参加したら、プレオープンは盛り上がるだろう。この国では、数百年前に当時の魔ま王おうを倒たおした『勇者』のことがとても尊敬されている。そして現在の勇者である俺も──自分で言うのもなんだが、国民からけっこう支持されている。電視テレビ番組の勇者情報でしょっちゅう活かつ躍やくが報道されるので、アイドル的な人気を得ていると同時に、人々を守っていることを尊敬されているのだ。ほんと、自分で言うのもあれだけど。

　だけど、空唱室のプレオープンに参加してくれ、なんて。

「じ、冗じよう談だんじゃない。お断りですよ」

　だって参加したら、俺も一曲くらい歌わないといけないじゃん。そんなのゴメンだ。

「わたくしからもお願いしますわ、アラン様」

「いくらサーシャの頼たのみでもダメだよ。そんなの勇者の仕事じゃない」

　本音を言えば、別に客寄せのマスコットくらい務めたって構わない。食料や道具をタダでくれるんだし。

　でも、空唱室はダメだ。絶対にイヤだ。

「どうしてもダメですか？」

　瞳ひとみを潤うるませながら、上うわ目め遣づかいにお願いしてくるサーシャ。

　こんな目で見られたらなんとかしてやりたくなる……。

　でも、空唱だけは断固拒きよ否ひだ。俺は首を横に振ふった。

「……そうですか」

　サーシャはがっくりと肩かたを落とした。

　その細い肩を、父親のガイさんがぽんと叩たたく。

「仕方がないよ、サーシャ。わしらが悪かった。勇者様を客寄せに使おうなどと……。アラン様、申し訳ありませんでした。商売人のあさましい根こん性じようでした」

「あ、いえ。そんなことは……」

　ほんと、空唱でさえなければなぁ。

「さて、こうなったら自力でプレオープンを成功させなければいけないな。我々だけで準備を整えるとしようか、サーシャ」

「はい、お父様」

「さしあたって、ケーキの準備はもう済んでいるんだろうね？」

　ぴく、と俺の耳が動いた。……ケーキ？

「はい、お父様。『流れ星』のケーキを三百個。ちゃんと揃そろえてありますわ」

　な、『流れ星』だと!?

　ケーキが美味おいしいことで、めちゃくちゃ有名なカフェだ。

　大人気で、いつも行列ができていて、それでもなかなか買えないっていう……。

　俺も、何度も並んだ。だが、食べることができたのはこれまでにたったの一度だけ。

　しかし、その一回だけ食べたケーキの美味うまさは、いまも脳に焼きついている。

　それほど絶品のケーキだぞ。それを三百個なんて！

「さ、サーシャ。『流れ星』のケーキをそんなに、なんのために用意したんだ？」

「それはもちろん、プレオープンのお客様をおもてなしするためですわ」

「空唱室カラオケボツクスが、どうしてケーキを出すんだよ」

「最近のお客様は空唱にも食事を求めるのですよ、アラン様。昔のように、ドリンクとスナックをちょっと用意していればいい時代ではありません。ケーキのような甘味はもちろん、食事も一流の材料を用意し、一流の料理人が作ったものを用意して提供しなくては、お客様に満足していただけません」

「そ、そうなんですか」

「だから『流れ星』のケーキなのですよ、アラン様。あそこのケーキはとても美味しいので、きっとお客様も喜んでくださるはずですわ」

　そりゃそうだ。『流れ星』のケーキだぞ！

　舌の上で、クリームがスーッと溶とけていって、それでいて後味はまろやかで、何日も口の中にスポンジの甘い余よ韻いんが残る、あのケーキ……！

「……ガイさん。サーシャ」

　気が付いたとき、俺は一歩を踏ふみ出していた。

「さっきのプレオープンの話なんだけど──」




「あああ、愛ぃぃ♪　それがぁ、愛ぃ～♪　いまでも～愛して～いるのよぉ[image: ～][image: ～][image: ～]♪」

　五十人は入ることができる、大きめの空唱室の一室にて、厚あつ化げ粧しようのオバさんが、へたくそな歌を熱唱している。

「あの人が終わったら、アタシも歌おうかしら～」

「ねっ、ちょっと奥さん。こちら、勇者様らしいですわ」

「あら、本当!?　勇者様も空唱カラオケをなさるのですね～？」

　オバさま方に囲まれている、俺。

「どうも……」

　と、愛あい想そ笑いを返したりする。

　そして早くも後こう悔かいしていた。

　オバさんたちが話しかけてくるたびに、相あい槌づちを打たなきゃいけないのはしんどい。

　ケーキにつられてプレオープンに参加するなんて、言わなければよかったんだ。

　プレオープンは盛せい況きようだった。たくさんの人が集まってワイワイと騒さわぎつつ、空唱を歌ったり合いの手を入れたり、用意された食事や飲み物をほおばったり。

　食事は豪ごう勢せいだった。さすが、ガイさんが全身全ぜん霊れいを注ぎ込んだ空唱室なだけはある。なるほど、確かに食事は美味だ。それは本当によかったと思うけど。

　もちろん、アレも食べている。

『流れ星』のケーキだ。

　これは涙なみだが出るほどうまかった。

　ほむほむほむとほおばるたびに、甘いクリームの味が口の中に広がっていく。とってもまったり。究極と至高が合体しているような味だよ。

　ケーキについては、本当に満足……。

　ところで、俺がプレオープンに参加した甲か斐いは、いちおうあったらしい。王国直属の勇者がやってくる空唱室ということで、やってきた人々は目を丸くしていた。こういうところから口コミで、話題が広がっていくんだろう。

　もっともその話題で人が来るのは最初だけ。その後、繰くり返してお客様が来るかどうかは店のサービス次し第だいだろうけど。

　ま、しかし料理はうまいし部屋の内装もオシャレだし、はやるんじゃないかなあ、このお店は。そう思った。

「はい、終わりました[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]。拍はく手しゆ、拍手してっ。みんな[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]」

　オバさんが歌い終わったらしい。ボックス内に拍手が巻き起こる。ピーピーと、だれかは指笛まで吹ふいているぞ。だれかは「お見事！」なんて叫さけんでいるし。

　なんかやたら盛り上がっているが、アンタたち、あのオバさんの歌、ろくに聴きいてなかったよな……？

「アラン様っ」

　そのとき、サーシャが俺の隣となりにやってきた。

「頑がん張ばっているな、サーシャ」

「ええ、もちろん。お母様もいませんし、お父様のお手伝いはわたくしがしなくては」

「え。……サーシャのお母さんって、もしかして、もう──」

「あ、いえいえ。いまはちょっと病気で療りよう養ようしているだけですわ。それももちろん、治る病気です。母が休んでいる間、わたくしが頑張らないと、というだけですわ」

「そ、そっか。それならいいんだけど。……ところで」

　彼女はおぼんを持っていた。その上には、

「おおっ、ホールケーキ」

　まんまるで、でっかいケーキがのっかっていたのだ。

　ご丁てい寧ねいにナイフとフォークまでついてきている。

「アラン様が、ケーキがお好きだと聞きましたので。急きゆう遽きよ『流れ星』からまた、新しいケーキを取り寄せたのです」

「え、俺のために？」

「はいっ。プレオープンに参加していただいたお礼ですわ」

「でも悪いよ。道具とか食料だって貰もらったのに」

「いいんですのよ。これもわたくしとお父様の気持ちです。召めし上がってください」

「…………」

「ケーキはもっと届きますわ。いま、お父様がまた『流れ星』に出向いておりますから」

　言われて室内を見回すと、確かにガイさんの姿はなかった。

「ほ、本当にいいの？」

「はい、もちろんです」

　サーシャはにこにこ笑いながら、

「アラン様が喜んでくださるだけで、わたくしはとても幸せなのです」

「…………」

「あ、アラン様、口元にクリームが……」

「え？　あ……」

「いま、ぬぐってさしあげますわ」

　そう言いながら、サーシャはハンカチを使って、俺の口をぬぐってくれる。

「あ、ありがとう……」

　なんだか、ドキドキする雰ふん囲い気きだった。サーシャのハンカチは、ふんわりとした、とてもいい匂においがして──

　むにゅ。

「え」

　……右手に柔やわらかな弾だん力りよくを感じた。

「あンっ……」

　サーシャは短く叫ぶと共に、ビクンと肩を波打たせる。って──

「あうあっ!?」

　変な声が出た！

　いや、だって。……気がつくと俺は、サーシャのおっぱいを鷲わし摑づかみにしていたのだ！

　服の上からでも分かる。豊満で温かで、指が吸い込まれていくような感かん触しよく──

「って、違ちがう違う！　ご、ごめん、サーシャ！」

　味わっている場合じゃねえ！　俺は思わず手を引いた。なんというラッキースケベ。嬉うれしいけどマズい。大きくて柔らかくてほんとすごかったけど、本当にヤバい。これはビンタされてもなにも言えない。俺は覚かく悟ごを決めて歯を食いしば──
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「アラン様。わたくし、初めてはさすがにふたりきりのほうが……♡」

　サーシャはとろんとした眼まな差ざしを送ってきた。って、なにを誤解してるの!?

「いや、違うから。いまのは事故だから。謝罪しますから！」

「まさかこんなところで強ごう引いんにされるなど。ああ、わたくし何度も『そのとき』のために練習をしておりましたが、急にされると心の準備が──」

「なんの練習!?　どんな練習!?」

　ツッコミが追いつかない。ひたすら叫ぶ俺。

　するとまわりにいたオバさんたちが、笑え顔がおで俺たちを見つめてくる。

「あらあら、勇者様。いいわねえ」

「若いって素す晴ばらしいことね。アタクシも今夜、旦だん那なとひさびさに──」

「だから違うんですって！」

　俺は怒ど号ごうをあげた。するとサーシャは何度かまばたきをして「分かりましたわ。お楽しみは次に取っておくのですね」なんて言い出した。なんの楽しみだ。嗚呼ああ。

「……サーシャ。ケーキを食べよう」

「あ、そうそう、そうですわね。せっかくホールケーキがありますものね」

　そう言って、ケーキをナイフで切り分けていくサーシャ。

　やっと空気が元に戻もどった。オバさんたちも落ち着いたらしい。

「可愛かわいい娘むすめさんにケーキを切ってもらえて、幸せね」

「うちの娘もこんなに気立てがよければねえ」

　なんて、サーシャのことを見ながら目を細めたりしている。

　そして。

「はい、アラン様、皆みなさん。ケーキが切れましたわ」

「お、ありがとう、サーシャ」

　俺はオバさんたちと一いつ緒しよに、切られたケーキを受け取り、仲良く頰張ったものである。

　ふう。……やっと穏おだやかになった。

　ボックス内は相変わらずやかましい。だれかが既すでに次の曲を歌っているし、それに対して合いの手が入ったり、だれかがタンバリンを叩たたいたりしている。俺はその光景をぼんやりと眺ながめる。ケーキをぱくぱくと食べながら。もぐもぐと食べながら。うん、うまい。

「このケーキ、美味おいしいわねえ」

「こちらにお紅茶もありましてよ。はい、勇者様。どうぞ」

「いつも平和のために戦ってくださって、ありがとうございます」

「あ、ど、どうも……」

　俺は思わず頭を下げた。──それから、頂いた紅茶をありがたくすする。

「お紅茶、美味しいですわね、アラン様っ」

「……うん」

　うまい。ケーキも紅茶も本当に美味だ。

　……こういうの、悪くないな。

　悪くない、というのはいまのボックス内の空気のことだ。今日の空唱カラオケは妙みように落ち着いた。嫌いやな気分にならなかった。

　そもそも俺は、歌や音楽は嫌きらいじゃない。人前で歌うことが嫌いなのだ。オンチということもあるが、なによりも、さあ歌え、歌わないお前は人間失格と言わんばかりのその空気が、いちばん苦手でウンザリするのだ。

　みんなとノリを共有できないだけで、なんでそこまで冷たい目で見られないといけないのか、といつも思う……。

　けれどもいまのボックス内には、俺に歌を強制する人がいない。

　それだけで、なんだかとても穏やかな気持ちになってきたのだ。

　いつもこうならいいのに。

　と、そう思ったときだった。

「おおっ、なんだよなんだよ。盛り上がってるじゃんか」

　甲かん高だかい男の声が聞こえた。

　見ると、ボックス内にガラの悪い男が入ってきている。

　酒臭くさい息が漂ただよってくる。酔よっているようだった。

「おいおい、こんなところに空唱室カラオケボツクスがあるなんて聞いてねーぞ。よーし、ここはオレが一曲、歌ってやる。魔マジ力ツク拡音杖マイクを貸せっ、へたくそ。ひっく」

　酔すい漢かんの暴言に、室内にいた人々は、眉み間けんにしわを寄せて酔っ払ぱらいをにらむ。

「……あ、あの」

　サーシャがすっくと立ちあがって、酔っ払いに話しかけた。

　父親不在のいま、責任者として男に対応しようというのだろう。

「お客様は、招待状をお持ちですか？」

「招待状？　ンなもん、ねえよ」

「でしたら申し訳ありませんが、お引き取りいただけますか。今日は限られたお客様にだけお楽しみいただいているプレオープンの日でして」

「うるせえっ！」

　男は激しい声を出した。

「オレが歌ってやろうって言ってんだぞ。生意気なこと言うんじゃねえっ！」

「ひっ……」

　サーシャは涙なみだ目めになって後ずさる。その様子を見た酔っ払いは、へらへら笑った。

「なんだよ、だらしねえ嬢じようちゃんだ。よーし、オレが歌ってやるぞ、てめえら──」

「そこまでにしておけ」

　俺は席から立ち上がって、酔っ払いと向き合った。

「なんだ、てめえ」

「俺は勇者アランだ」

「ゆ、ゆうしゃ？　勇者がなんで空唱に……」

　酔っ払いは、勇者の俺が登場したことで、さすがに少し驚おどろいたようだ。

　しかしすぐに、へらっと笑って、

「なにが勇者だ、気に入らねえ。高い給料貰っておいて、昼間から空唱とはいいご身分じゃねえか。こっちはろくに仕事もねえのに」

　その言葉でこいつの立場が分かった。

　仕事を求めてこの街に来たが、就職できず、やさぐれてしまった類たぐいの人間らしい。

　気の毒ではある。だが、だからって、

「仕事がないのは暴れていい理由にならないぜ」

「うるせえ！　人前だからってかっこつけやがって。……勇者様よ。見たところ、あんた、帯たい剣けんしてねえようだが」

　事実だった。

　華はなやかなプレオープンの場にはふさわしくなかろうと、俺はいつも装備しているはがねの剣けんを、この場に持ってきていない。

「いくら勇者でも素す手でじゃ怖こわくねえ。魔ま法ほうだって使えねえよな。こんな建物の中じゃ」

　それも事実だろう。

　屋内で魔法を使えば、室内にいる人たちを巻き込む可能性大だ。それにオープンしたばかりの空唱室に傷をつけてしまう。

「…………」

「どうした、黙だまりこくって。図星で声も出ないってか」

　酔っ払いはニヤリと笑うと、こちらへ近づいてきた。

「へへっ、こいつぁいいや。王国に認められた勇者様をボコボコにできるチャンスなんてそうそうねえもんな」

「…………」

「それじゃ、まずは一発」

　男が大きく振ふりかぶって、俺に向かって拳こぶしを繰くり出そうとしてくる。その刹せつ那な──

　ひゅんっ──風を切り裂さくような音。

　と同時に、すぱ、と、男のベルトが綺き麗れいに切れた。

「……へ？」

　間の抜ぬけた声をあげる、酔っ払い。

　ベルトが切れたせいで、ずるり。

　ズボンが下に落っこちて、男の下半身はパンツだけになる。

　背後で、サーシャとオバさま方が高い声こわ音ねを上げた。……心なしか後者は嬉しそうにも聞こえたが、気のせいだと思いたい。

　ともあれ。俺は右手に持っていた得物──

　ケーキ用の小さなナイフを、相手に向かってチラリと見せた。

「相手が本当に素手かどうか、よく確かめるべきだったな」

「あ……」

「もっとも、素手でもあんたをブチのめすくらい、わけはないが」

　ニッと笑うと、男は顔を蒼そう白はくにした。

「帰れ。次はベルトだけじゃ済まないぞ」

「ひ、ひぃっ……！」

　男は両りよう脚あしを慌あわただしく動かして、部屋から出ていき──途と中ちゆう、ズボンがひざまでずり落ちて、転びそうになったりしながら、なんとか室外へと飛び出していった。

「やれやれ。……まさかこんなことになるとはな」

　偶ぐう然ぜんだが、俺がプレオープンに参加していてよかった。

「もう大だい丈じよう夫ぶだよ、サーシャ」

「……アラン様」

「よく頑がん張ばって、酔っ払いに応対したよな。偉えらかったぜ」

「……アラン様。アラン様ぁ！　怖かったです……！」

　サーシャは、わんわんと泣きながら、俺の胸に顔を埋うずめてきた。

「うん……よしよし」

　そのとき、わっとボックス内が沸き、拍はく手しゆが始まった。

「すごいぜ、勇者様！」「勝負になってなかったわ！」「さすが勇者様だ！」

　勇者万ばん歳ざい、アラン様万歳、と沸わき立つ室内。俺はなんとなく恥はずかしかったが、しかし逃にげることはせず、サーシャの涙をみずからの胸で受け止め続けた。

「これは、どうしたことだ……？」

　そのとき、ガイさんがキョトンとした顔で入室してきた。

　俺は、困ったように笑うことしかできなかった。

　だが、悪い気分じゃない。

「それじゃ、ガイさんも帰ってきたことだし、改めてまたみんなで歌いましょう！」

「「「おー!!」」」

「サーシャちゃん、あなたから歌いなさい！　なにを歌う!?」

「そうですわね。わたくしラブソングが好きなので、ヒガシ・ノカナなどを──ご存知ですか？　恋れん愛あいの歌ならヒガシさんの右に出る者はいなくて──」

　明るくも、平和なムードが漂う室内。サーシャは涙を両手でぬぐいながら、空唱を始めようとする。俺はそんな彼女の涙を見つめつつ、ガイさんの持ってきたケーキを受け取りながら、幸せな気分に浸ひたったものだ。

　今日の空唱は、本当に悪くない。

　いよいよ俺も、空唱へのトラウマを克こく服ふくできそうだ。




　と、思っていたが。

「東の駅は～雪のぉ中ぁ～♪」

「いいぞ、サーシャちゃん！」

「もっとよ、もっとおっきな声で歌いなさい！」

　前言撤てつ回かいしよう。

　……八時間。なんと酔っ払い事件から八時間経たっても、空唱はまだ続いている。

　あれからずっとずっと、俺はサーシャの歌を聴きかされているのだ。しかもいま、彼女が歌っているのはエン歌。東の島国から伝わってきた民族歌だ。『東方海かい峡きよう冬景色』とかいう、女性の恋愛心理を歌った曲らしい。

　サーシャも最初は普ふ通つうに、国内で流行はやったラブソングを歌っていたのだ。

　だがやがて彼女は、外国の曲まで歌い始めた。いずれも恋愛がテーマの歌だったので、そこだけは共通しているが。……恋愛関係の曲ならばなんでもいいんだろうか。外国の民族歌にまで精通しているのはさすが空唱室の娘むすめだといえるが。

　だけどさ、だからってさ。……八時間も歌うなよ。

「東方海峡おおおぉ～♪　冬景色いいぃぃィ～♪」

　サーシャ……いつまで歌うんだ、君は……。

　帰ろうと何度も思ったけど、考えたら宿とってなかったし。

　そんなわけで、俺は空唱室で徹夜オールをする羽目になってしまった。辛つらい。辛すぎる。

　……やっぱり空唱は、大だい嫌きらいだ！
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　どうも近ちか頃ごろ、本分を忘れている気がする。

　空唱から逃げまくったり、女の子と話してドギマギしたりしているが、本来、俺は勇者として魔王軍と戦うべき男なのだ。

　だから、遅おくれを取り戻もどすってわけでもないが──

　とある森の中で、俺は戦っていた。

「グオオオオォォォッ！」

　目の前で、巨きよ大だいなドラゴンが吼ほえている。

　血走った眼めに、灼しやく熱ねつのよだれを垂らしている口元。いかにも強そうだ。

　だが、その強そうなドラゴンといま戦っているのが俺なのだ。

　──まともに戦ったらさすがに手こずるな。

　そう判断した俺は、左手を突つき出して、

「ダウン！」

　と、声に出して魔法を発動させた。敵の攻こう撃げき力、守備力、素す早ばやさを下げる魔法だ。

　ついでに言うと、別に魔法名を叫さけぶ必要はないのだが（ヒットポイ村で、サンダーを使ったときみたいに、心の中で魔法名を叫べばその魔法は発動する）、そこはそれ、ノリというやつだ。俺だけでなく、普通の僧そう侶りよや魔ま法ほう使つかいも魔法名を口にしていることが多い。

　ところで魔法は確実に命中した。ドラゴンの動きが遅おそくなる。

「よし！」

　俺は一気にドラゴンとの距きよ離りを縮めると、地を蹴けってジャンプ。

　そしてそのまま、はがねの剣を、ブスッ！　と、ドラゴンの背中に突き刺さした。

「グオオオオオォッ！」

　咆ほう哮こうと共に、ズズン、と音を立て、ドラゴンは、その大きな体を横にした。

　ふう。ドラゴン退治完かん了りようだ。剣を死体から引き抜く。

　剣身には、ドラゴンの血液がべっとりとこびりついていた。つん、と、鉄の香かおりが鼻び腔こうをくすぐる。何度嗅かいでも慣れない臭においだ。

「アラン様！」

　声がした。

　振り返るとそこには、この森の近くにある村、ナンモナイ村の村人たちが立っている。

「アラン様。ドラゴンは死んだのですか？」

「ええ、もう大丈夫ですよ。確実に倒たおしましたから」

　俺はこの人たちの依い頼らいで、森の樹木を喰くい荒あらすドラゴンと戦うことになったのだ。

　モンスターはなるべく追い払はらう主義の俺だが、度を過ぎて暴れるやつは倒すことにしている。

　ドラゴンが死んだと聞いて、村人たちは一様にほっとした顔を見せた。

「ありがとうございます！　さすがは勇者様だ」

「剣けんも魔法も使いこなせる。お見事ですね」

「勇者様は、どなたに剣や魔法を教わったのですか？」

　村人たちが笑え顔がおで話しかけてくる。

　俺はちょっとだけ顔を引きつらせた。

　剣も魔法も、俺は独学で修しゆ行ぎようを積んだので、先生とか師し匠しようとかその類たぐいの存在はいない。それで剣を使えるようになり、ほとんどの魔法を使いこなせるようになったのは、我ながらちょっと変態的だと思う。

　すべては空唱から逃げるためだ。仕方がなかったんだ……！

　──と、そのとき女の声がした。

「一足遅かったようね」

　顔を上げると、そこにいたのはひとりの女騎き士し。

　腰こしまで届いた黒くろ髪かみが美しい、気の強そうな顔立ちをした美少女だ。

　凛りんとした佇たたずまいに細身の肉体。しかも足はすらりと長く、その体たい軀くは、思わず見み惚とれてしまいそうなほど麗うるわしい。腰には銀の細工が施ほどこされた剣を差していたが、その持ち主は銀どころか黄金と比べても見み劣おとりしないほどの美形であった。

「マリカ・エスボード……」

　そう、俺は彼女を知っている。

　マリカ・エスボード。アイザイル王国に仕える女騎士で、俺と同じ十六歳だ。

「久しぶりね。アラン──アラン・ディアック君？」

「ああ。一か月ぶりかな？」

「そんなところかしら。……ふふ、この村にドラゴンが現れたというから、退治に来たのだけど。先を越こされちゃったわね」

　マリカはくすくすと笑った。

　そんな彼女を見て、村人たちが声をあげる。

「マリカ様！」

「マリカ様がいらしてくれたぞ」

「来てくださっただけで我々は感激ですよ」

　そう、この女騎士マリカは国民にえらく人気があるのだ。

　理由は分かる。卓たく越えつした剣けん技ぎ、目を引く美び貌ぼう、気品のある物もの腰ごし……。

　俺だって、もし普通の村人だったら、彼女を崇すう拝はいしていたかもしれない。

　もっとも俺は、彼女のことが少しだけ苦手なのだが。

　なぜかって？　まあ、すぐに分かるよ。

　──さて。突とつ然ぜんだがここで問題です。

　人気のある美少女騎士が目の前に現れた場合、この国の村人たちはどんな行動に出るでしょうか？

「マリカ様。せっかくですから、村でゆっくりしていってください」

「山菜料理をご用意しますよ」

「空唱もありますから！」

　……お分かりいただけただろうか。

　最後のやつが、やっぱり出てくるんですよ。この国では。

　村人たちの申し出に、マリカは柔にゆう和わな笑みを浮うかべつつ、ちらちらと俺のほうを見つめながら唇くちびるを開く。

「……みんなの言葉は嬉うれしいけど、今日の主役は私じゃないでしょ？　アラン君よ。ドラゴンを倒したのは彼だもの」

　マリカがそう言うと、村人たちは、もちろんとばかりにうなずいた。

「アラン様にも、深く感謝しております！」

　ついでみたいな扱あつかいだな。

「ですから、ぜひおふたり揃そろって、我が村で空唱を楽しんで──」

「いいんですよ！　俺のことなんて!!」

　俺は気持ち強めに声を出す。

　声の大きさに、村人たちが一いつ瞬しゆん身を引いた。

「山菜料理も空唱もいきたいけれど、お礼が目当てでドラゴンを倒したわけじゃありませんから。俺はけっこうです。マリカだけ誘さそってやってください。……それでは！」

　一気にしゃべりまくってから、俺は身を翻ひるがえして森を出た。

　このまま村人たちと一いつ緒しよにいたら、空唱に参加させられる。絶対にそうなる。

　だから逃にげ出すに限る！

「ちょ、ちょっと、アラン君」

　森を出て、人ひと気けのない獣けもの道みちを歩いていると、後ろからマリカがやってきた。

「どうして村人の申し出を受けないのよ。あれじゃ失礼よ。私が謝っておいたけど」

「マリカが受ければよかったじゃないか。料理も空唱カラオケも楽しんでこいよ」

「ドラゴンを倒したあなたがいないのに、私だけ宴うたげに参加しても仕方がないでしょ」

　マリカは困り顔で言った。──かと思うと彼女は、ちょっとニコッと笑ってから、

「ね、アラン君。いまからでも遅くないわ。ナンモナイ村で空唱を歌いましょ。私と一緒に歌ったら、きっと楽しい──」

「いらん」

　一刀両断に切り捨てて、俺はいっそう早足で歩く。

　するとマリカは、じわっと瞳ひとみを潤うるませて、

「なんであなたはいつもそうなのよ─────!!」

　激しい声こわ音ねでおたけびをあげた。

「この私と勝負するのが、そんなに嫌いやなわけ────!?　そんなに、そんなに勝ち逃げでいたいわけ─────────!?」

　先ほど、村人の前で気品ある態度をとっていたのが噓うそのような発はつ狂きようぶりだ。

　これだ。これが素すのマリカ・エスボードなのだ。

　と、いうわけで。……俺がマリカを苦手としている理由がここにある。

　つまり。……本来の彼女はとても負けず嫌ぎらい。で、俺をライバル視しているのだ。なにかひとつでもいいから俺に勝ちたいと思っているのだ。

　で、いま彼女は、空唱を用いて俺に勝利しようとしているのだ。

　わけが分からんだろ？　俺も分からん。

　だが、ひとつだけ分かっていることがある。

　それはすべての始まりが三か月前、勇者試験の日ということだけだ。




　……じつは俺とマリカは、勇者試験の決勝戦で戦った関係だ。

　剣の腕うででは互ご角かく。しかし魔法では俺のほうが上だった。俺はマリカに勝利した。

　その結果、俺は勇者に。マリカは剣技を買われて王国の騎士になった。

　俺と彼女は、共に王国に仕える仲間となったわけだが──

　しかし彼女にとって、試験の決勝で俺に負けたことは、とにかく屈くつ辱じよくだったらしい。

『この私が……故郷の村で一番の美貌、一番の剣の腕前、一番の頭脳だったこの私が負けるなんて！　負けるなんて！　認めないわ！　この私が!!』

　王国に仕えた最初の日、彼女は俺に向かってそう言った。

『見てなさい、アラン君。私はいつか必ずあなたを追い抜ぬいてみせる。世界で一番強く、美しく、気高いのは、このマリカ・エスボードなんだから！』

　自分が大好きなんだよな、この人。だから他人オレに負けるのが嫌きらいなんだ。

　で、そのライバル宣言の後、彼女はなにかにつけて俺に挑いどんでくるようになった。剣の練習試合で戦いを求めてくる、のはまだいいが、王宮の食堂でメシを食っていたらいきなり隣となりにやってきて俺より量を食べようとしたり、故郷の両親へ送る手紙を書いていたら、俺より長文の手紙を書こうとしてきたりするのは、さすがに意味が分からない。

　ちなみにメシは俺のほうがたくさん食ったし、手紙でさえ俺のほうが長い文章を書けた。手紙に勝ち負けもクソもないと思うが、マリカは地団太を踏ふんで悔くやしがっていた。

　で、そんなマリカさん。ある時期から、やたらと俺を空唱に誘うようになってきた。

『アラン君。私は故郷にいるころから空唱が大好きだったのよ。歌っているとき、鏡に映った私の美貌。そして私の美声。空唱ほど私の素す晴ばらしさを表現できるものはないわ』

　どれだけ自ナ分ル大シ好スきトやねん。

『それでね、アラン君。私、先日、最新のカラオケシステムを使って歌ってみたんだけど、驚おどろいたわ。なんと最近の空唱は採点システムが搭とう載さいされているのよ！』

　それがどうした。

『と、いうわけで。……アラン君、勝負よ！　私と空唱で戦いなさい！』

　どういうわけだよ。アホか君は。

　冗じよう談だんじゃない。俺は空唱が苦手だし、勝負なんてゴメンだ。

　マリカの勝ちってことでいいよ。はい、この話おしまい。

　俺はそう言った。だが。

『噓、噓よ！　あなたは私と本気で勝負をして負けたくないんでしょ!?　そんなに勝ち逃げでいたいわけ!?　逃がさない。私、絶対にあなたを空唱で負かしてみせるんだから！』

　──まあ、そういう感じになった。

　と、いうわけで。俺がマリカを苦手にしている理由がお分かりいただけただろうか。この自分大好き女騎士は、俺をなんとか空唱に誘って、勝利しようとしてくるのだ。

　正直、ウザい。いやもうほんと、めんどい。めんどみ。




　というわけで現在。

「アラン君、そんなに急いでどこにいくのよ」

　と、声をかけてきたのはいま俺の隣にいるマリカ。

「首都。まだ王様から今月の給料貰もらってないから、いただきにいく」

　本音はさっさとナンモナイ村から離はなれて、間ま違ちがっても空唱に参加しないためだが、まあこの理由も噓ではない。

「ふうん。……王様、機き嫌げんがいいわよ。あなた、最近活かつ躍やくしているらしいから」

「そうか」

「もう！　なんであなたは、いつも私にそっけないのよ」

「別に。普ふ通つうだよ」

「普通じゃないわよ。普通の人は、マリカ様マリカ様って私にすりよってくるもの。昔からずっとそうだったのに……私がだれよりも上で、だれよりも注目を浴びていたのに……あなたって人は……アラン君って人は……！　ぶつぶつ、ぶつぶつ……」

　世界中の人間が自分に寄ってこなきゃ気が済まないのか、この子は。

　まあいい。とにかくさっさと首都にいって、給料を貰おう。そうしよう。




　──アランは気がつかなかった。

　隣のマリカが「ここまでやってもダメなら、最後の手段ね」なんて、意味深な独り言をつぶやいていたことに。




　翌日。俺はアイザイル王国の王宮にやってきていた。

「勇者アランよ、よくぞ戻もどった！」

　王様と一か月ぶりに面会する。

「その功績は聞き及およんでいるぞ。商人ガイの娘むすめサーシャを救ったこと、ヒットポイ村のスライム退治。さらにナンモナイ村のドラゴン退治。見事である。これからも励はげむがいい」

　そんなお褒ほめの言葉と一緒に、給料として金貨袋ぶくろをいただく。

「ありがとうございます。これからも頑がん張ばります」

「うむ。商人ガイは、そなたにぜひ空唱に来てほしいと言っていたぞ。ワシも含ふくめてな。ふふふ、そなた、よほどガイに気に入られたようじゃの。今度、ワシと一緒に空唱にいこう。一緒に歌おうではないか、勇者よ」

　来月から、給料は俺の家に直接届ける方式にできないだろうか。

　もう二度と、ここには来たくない。なんで王様と空唱にいかなきゃいかんのだ。

　──などと考えていると、王様は、ふと表情を曇くもらせた。

「ところで勇者アランよ。そなたにやってほしいことがある」

「はい、なんでしょう」

「実はのう、この王国の首都にモンスターがまぎれこんでいるとの情報を耳にしたのだ」

「なんですって？」

　俺はふと、首を横に向けて窓外を眺ながめた。

　人口一万人を誇ほこるアイザイル王国の中心。すなわち首都の街並みが見える。

　たくさんの人たちが、石いし畳だたみの道の上を忙いそがしそうに行き交かっている。立ち並んでいる色いろ煉れん瓦がの建物は、いずれも五階建て以上の高さだ。それだけ多くの人が住み、またいろんな店や施し設せつが揃っているということだ。街の隅すみ々ずみに街がい頭とう電視テレビが備えられ、電視番組を放映しているそのさまからも、この街が繁はん栄えいしていることが分かる。

　なるほど、これだけの都会ならばモンスターの何匹ひきか、交ざっていても無理はない。魔ま法ほうで人間に化けられたら、ちょっと見分けがつかないだろう。

「あくまで情報にすぎぬが、聞き流すこともできぬ。そこでアランよ。そなたにその情報の真しん偽ぎを確かめてほしい」

「分かりました。しかし首都はなにぶん広い。俺ひとりでは調べきれません」

「それはもちろんじゃ。だが安心せい。そなたにはちゃんと相棒を用意している。これ、入ってまいれ！」

　相棒……？

　怪け訝げん顔を作って、その人物の登場を待つと──げっ！

　なんと、登場したのはマリカだった。

「こんにちは、アラン君」

「ま、マリカ。……王様、まさか相棒というのは」

「もちろんマリカじゃ。彼女は我が国きっての優ゆう秀しゆうな騎き士し。それにふたりは既すでに知り合いじゃし、適任じゃろ」

「え、ええ。まあ……」

「それにモンスターがまぎれこんでいる場所も分かっておる。繁はん華か街がいの中にある空唱室カラオケボツクスのどこかだという情報じゃ」

「は……？」

　なんでモンスターが空唱室にまぎれこむんだよ。

　だが王様は、俺の心中など知る由よしもない。

「アランよ。繁華街にある空唱室を、すべて捜そう査させよ」

　しっかりと命令してきた。

「…………」

　俺は呆ぼう然ぜんとしながら、マリカの顔をチラリと見た。

　──ふふん。

　と、ドヤ顔を俺に向けるマリカ。

　その瞬しゆん間かん、俺は悟さとった。──ハメられた！

　おそらくこの、モンスターが首都にまぎれこんだという情報はウソっぱちだ。空唱室というのもデタラメだ。すべてマリカが王様に吹ふき込んだのだ。

　なぜそんなことをしたのか。理由は分かりきっている。俺と空唱カラオケにいくためだ。

　王様の命令、しかも勇者の仕事って形にすれば断れないからな。

「さぁ、アラン君。一いつ緒しよに空唱に行きましょう。ボックスの中を調べるんだから、空唱客に扮ふんするくらいはしてもらわないと困るわよ？」

　マリカはニタリと口角を上げて言ったが──ちくしょう！

　お前はそこまでして、俺を空唱に連れていきたいのか……!?




　そんなわけで、俺はついにマリカとふたりで、繁華街にある空唱室に来てしまった。

　仕方がないのだ。マリカの罠わなであることは九割九分明らかなのだが、証しよう拠こはないから。

　ふたりで調査しろと王様に言われたら、客のふりをして調べなければいけないのだ。

　空唱室の入り口で、店員が俺たちに笑え顔がおを向けてくる。

「ご利用時間は何時間になさいますか？　いまならフリータイムがお得ですよ」

「そうねえ。やっぱりたっぷり歌いたいし、フリータ──」

「一時間で」

　俺はぴしゃりと言った。

「あ、アラン君？　空唱室内をとことん調べるんだから、時間はたくさんあったほうが」

「一時間で」

　俺はまたもぴしゃりと言った。

　フリータイムなんて冗談じゃない。

　そんなに長時間、空唱室にいるなんて地じ獄ごくだし。

　それにフリータイムには悲しい思い出があるんだ。

　十四歳のときだ。無理やり空唱に連れていかれた経験がある。

　学校の先せん輩ぱいたちから「ついてこいや」と言われたので、逆らえなかったのだ。

　そのときの空唱がフリータイムだったわけだが。……最悪だった。

　先輩たちから歌え歌えと言われた結果、涙なみだをこらえて歌った俺。

　だが結果はひどいもんだった。オンチっぷりを嘲ちよう笑しようされ、さらに歌い出すタイミングを間違え、「アウ！」とシャウトする部分で声が裏返ってしまいまた笑われ、しまいには「アラン君もういいよー（笑）」とかチャラい先輩に言われて歌の途と中ちゆうで『演奏中止』処理をなされる始末。

　俺は泣きたくなった。一刻も早く家に帰って咽むせび泣きたかった。

　しかしフリータイムだったせいで逃にげ出せず、その後も俺は何度も無理やり歌わされ、そのたびにげらげら笑われて、いつも途中で『演奏中止』……。

　俺が帰宅したのは、なんと空唱開始から半日後であった。

　あれ以来、ただでさえ苦手な印象をもっていた空唱が、ますます嫌きらいになってしまった俺であった。

「フリータイムでとことんあなたと勝負をしたかったけれど、仕方がないわね」

「いちおう俺たちの仕事は、モンスターがいるかどうかの調査だぞ」

「分かっているわよ。……でも、少しは歌わないと損じゃない？」

「俺はそうは思わないが」

「いつも通りそっけないわね。まあいいわ、この空唱室を出るころには、あなたは私の下になっているんだから。ふふっ」

　そう言ってマリカは、俺の前を楽しげに歩いていく。

　彼女の長い黒くろ髪かみと背中を見つめながら俺は、わりと本気で、この女騎士を亡なき者にできないかと考え始めていた。




　まあ、実際には殺人なんてできるはずもなく。

　俺は普通に空唱ルームまでやってきた。

「さ、マリカ。とりあえず一時間、適当に歌えよ──あれ？」

　マリカがいないぞ。どこにいった？

「アラン君」

　と思ったら、背後からマリカの声がしたので振ふり返る──

「……な!?」

　そこにいたのは、なんとビキニアーマーを着たマリカだった。

　サーシャみたいに巨きよ乳にゆうではなく、フィルみたいに子供っぽいナマ太ももでもないが、しかし腰こしは高く足は長く、特にへそ回りから下半身にかけてのあたりは妖よう艶えんともいえる曲線美である。

　スレンダー美人の代表といっても過言ではない彼女のスタイルの良さに、思わず目を見張りながら俺は、それでもツッコまずにはいられなかった。

「な、なんでそんなの着てるんだよ！　ってか、いつ用意した!?」

「最近の空唱はね、コスプレ衣い装しようを無料で貸し出してくれるのよ。あなたがこの部屋に向かっている間に、店から衣装を借りて、大急ぎで着き替がえちゃった」

「は、はあ……」

「ビキニアーマー。悪くないわね。女騎士になった気分だわ」

　気分って、お前、本職じゃん。

「だ、だけどなんのためにお前、そんな、コスプレなんか……」

「アラン君、知らないの？　最近の空唱の採点システムはね、歌うときの服装や動きまで採点の対象になっていたりするのよ。ふふふ、手段は選ばないわ。空唱勝負で、絶対にあなたに勝つ！　勝ちたい……！」

　空唱で勝ちたいって言っちゃったよこの人。いちおうモンスター調査って名目なのに。

「勝つ私。負けるアラン君。あなたはビキニアーマーを着た私に足あし蹴げにされながら、マリカ様、もっと踏ふんでください、もっと歌ってください、もっと罵ののしってくださいと叫さけぶことになるのよ。ふ、ふふ、ふふふふふ。想像するだけで、ぞくぞくしちゃう……！」

　うっとり、という擬ぎ音おんがぴったりの表情でおのれに酔よいしれるマリカ。

　ここまで変人だったとは。こっちは悪お寒かんでぞわぞわしちゃう。

「それじゃそろそろ歌いましょうか。採点システムのボタンを押してちょうだい」

「なあ、俺たちはそもそも、モンスターの件を捜査するために来たはずだぞ？」

　確実にマリカの噓うそだと分かってはいるが、そういう名目になっている。

　しかし俺はあくまで、その名目を貫つらぬくつもりだ。空唱を歌わないために。

「それでも、とりあえず一曲歌ってからにしましょう。歌いもせずにボックス内をうろうろしはじめたら、モンスターに怪あやしまれるわよ」

　そういう理り屈くつで来たか。いろいろ考えつくなあ。

「さあ、採点ボタンを押して。勝負よ！」

「……はいはい」

　いよいよ面めん倒どう臭くさくなってきた俺は適当に返事しつつ、空唱機カラオケシステムの前へいく。

　ボタンがいくつも並んでいる。どれが採点システムのボタンだ？　最新型の空唱機だからよく分からん。……これかな？

　ぽちっ。──しゅるしゅるしゅるっ！

「え？」

「ちょ──きゃあっ!!」

　背後のマリカが悲鳴をあげた。慌あわてて振り向く、俺。

　すると──うえええっ!?

　部屋中からグネグネとした触しよく手しゆが出てきて、マリカの全身にまとわりついていた。

「アラン君、それは触手ボタンよっ！」

「なにそのボタン!?」

「歌い手を触手で責めるためのボタンなのよ──あ、あンッ！　やっ、らめぇ……！」

　マリカは甲かん高だかい嬌きよう声せいをあげ、黒髪を乱し、両りよう腕うでと両ももを激しくよじる。ビキニアーマーに包まれた細い身体からだが、躍おどるように蠢うごめいている。鎧よろいの下の小こ振ぶりな乳ち房ぶさも、マリカが「ああン」と叫ぶたびに、悩なやましくふるふると上下に動く。

　それでも触手は容よう赦しやをしない。うねうね、ぐねぐね、しゅるんしゅるんと伸しん縮しゆくし、跳はね回り、マリカの着ている鎧の中へとその切っ先が侵しん入にゆうしていく。

「ああンン、はァッ、はァッ、はァッ──あ、ああァァァ──」

　悩ましげな声こわ音ねと共に、マリカは眉み間けんにしわを寄せ、陶とう酔すいしたように身体を反らせ──

「って、ストップ、ストップ！」

　俺は空唱機のボタンをあちこち押した。ヤバい、見入っている場合じゃなかった。

　ボタンのどれかが作動したのだろう。触手はしゅるしゅると引っ込んでいった。

「はぁっ、はぁっ！　な、な、なにをしてくれるのよアラン君!?」

　触手がなくなると同時に、いきなり叫ぶマリカ。ちょっと涙目になっている。

「いや、知らなかったんだよ。採点ボタンがどれか分からなくて、適当に押したら……」

「だったら私に聞けばいいでしょ!?　もう、おかげであとちょっとで──」

「あとちょっとで？　なにがあとちょっと？」
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　マリカは顔を真っ赤にして、かつてないほどの声で叫んだ。

　な、なんなんだよ。……いや俺が間ま違ちがえたのが悪いから、なにも言わないけどさ。

「っていうか、なんでこんなボタンが空唱にあるんだ……」

「責められながら歌うのが好きな人がいるらしいわ。私は違うけど」

　違うのかな。なんか違わない気もするが、まあいい。

　それにしても、すげえシステムがあるもんだ、最近の空唱。

「アラン君、どいて。もうあなたに任せていられないわ。私が空唱機を操作する」

　マリカはそう言って俺を押しのけ、空唱機を操作する。

　ややあって。──イントロが室内に流れ始めた。

　選曲は『ＭＯＭＩＪＩドロップス』。ヒカリ・ムタダっていう女性歌手の曲だ。失しつ恋れんした女性の切ない心理を歌った名曲で、人気もある。だけどヒカリ・ムタダってめちゃくちゃ高い声で歌うんだよな。それを空唱で歌うってけっこうチャレンジャーだぞ。

　そう思って俺はマリカの顔を見る。──するとドヤ顔が返ってきた。

「ヒカリの曲なんか歌えるのかって顔をしているわね。心配御ご無む用ようよ。私、歌はとっても上手なの。完かん璧ぺきに歌いこなしてみせるから、まあ黙だまって聴きいてなさい。ふふふ」

　この女、ヒカリの曲を歌うことに酔ってやがるな。

　難しい曲を歌うことに、酔いしれるタイプなんだろうか。ありえる。ありそう。

　やがて曲がスタートし、マリカは拡音杖マイクを構えた。




　で、その後。マリカの歌は終わったのだが。

　点数はなんと──【１００点】！

【歌う姿も振りつけも完璧！　曲も完全に歌いこなせていました】

　魔マジ力ツク晶板クリスタルプレートに、空唱機からの評価が表示される。

　なるほど、確かに歌そのものはうまかった。別に見み惚とれも聞き惚ほれもしなかったけど。

「ふっ……当然よね。この私が歌ったのだから！」

　マリカはニヤリと笑うと、拡音杖を俺に手て渡わたそうとしてきた。

「さぁ、アラン君。次はあなたの番よ。歌いなさい」

「……それは」

「ほら、早く」

「モンスターの調査を」

「それはあなたが一曲歌ったらおこなうわ。さあ、早く！　さあさあさあ!!」

　マリカは美少女らしからぬ形相で俺に拡音杖を突つき付けてくる。

「空唱カラオケが終わるまであと五十五分。ずっとそうしてる気!?」

　空唱の時間は一時間。触手の時間と、いまマリカが歌った時間を合わせると約五分。

　確かに、あと五十五分残っている。その間ずっと、歌わないってわけにはいかないな。

　──本当に、残り時間が五十五分ならな！

「お客様」

　そのとき部屋のドアが開き、店員が入ってきた。

「間もなく一時間になります。次のお客様もいらっしゃいますので、ちょっと延長はご遠えん慮りよいただきたいのですがー」

「………………は!?」

　店員の言葉に、マリカは驚きよう愕がくした。

「なんで？　私たち、まだ一曲歌っただけよ？　それでもう一時間経たったっていうの!?」

「え？　は、はあ。間違いなく一時間経っていますが」

「…………」

　店員はキョトンとし、マリカは声を失っていた。

　俺は……内心、ひとりで笑っていた。

　カラクリは簡単だ。──俺は室内に入った瞬しゆん間かん、マリカと、部屋の空唱機そのものに、ダウンの魔ま法ほうを全力でかけたのだ。

　ダウンの魔法は素す早ばやさを下げる。マリカは五分の歌を歌ったつもりだろうが、実際には彼女も空唱の採点システムも、スピードが下がっていた。

　その結果、五分の歌は一時間かけて歌われたのだ。

　そしてたったいま、店員が室内に入ってきた瞬間、ダウンの魔法を解除したのだ。

　一時間。はっきり言って俺は退たい屈くつだった。

　当然だろ？　マリカが「も[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]み[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]じ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]を[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]」なんて間延びして歌っているのを、じっと聴いてただけなんだから。そんな状態でも彼女の声音が綺き麗れいなのは、なんとなく分かったけれど。

　ついでにこの一時間の間に、空唱室カラオケボツクス内、そしてこの繁はん華か街がいのどこかにモンスターがいるかどうか調べておいた。

　俺は勇者だ。モンスターが近くにいるかどうかは、精神さえ集中させれば気配で分かる。マリカが間延びした声で歌っている間、繁華街のどこかにモンスターの気配がないかどうかをずっと調べていたのだ。

　そしてその結果、この近くにはモンスターがまったくいなかったことが分かった。やっぱりマリカの噓情報だったのだ。

　やれやれ、とんだ取り越こし苦ぐ労ろうだったが……それでもいいか。

　俺が空唱を歌うという悲劇だけは、回かい避ひされたのだから！




「ありがとうございましたー」

　俺とマリカは並んで空唱室を出た。

　いつの間にか、陽ひはすっかり暮れていた。

　繁華街の大通り沿いにランプが灯ともり、道には国民が溢あふれている。酒場の前では早くも酔っ払ぱらいが安物のエールをかっ食くらいつつ声を荒あらげ、川沿いの歩道には屋台が並んで焼きパンや腸詰めソーセージを売っていた。

　そして街がい頭とう電視テレビの歌番組には、最近人気の女性アイドルグループが出演していて、明るい歌声を披ひ露ろうしている。

　そんな賑にぎやかな街の中。マリカはひとり、げっそりとしていた。

「おかしいわ、こんなの……なんで一曲しか歌ってないのに一時間経ってるのよ……」

「経ってるんだから仕方ないな。……ところでモンスターの調査はどうする？」

　嫌いや味みっぽく尋たずねてみる。調査はとっくに終わっているのにね。

「…………後日にしましょ。今日はなんだか、疲つかれたから……」

　マリカはため息をつきながらかぶりを振ふった。

「どうして……どうしてかしら……。時間の進み方、あまりにおかしかった……」

　その疑問に対する答えは、たぶん永久に出ないだろうなぁ。ふふふ。

　などと、内心ほくそ笑えんでいた、そのときだ。

　俺たちのすぐ横を、ふたりの女の子が歩いていた。

　女の子たちは、なにやら楽しげに話しているのだが──

「それでね、カレと一いつ緒しよにいると、時間の進み方がすごく速いの」

「ほんと？　時間の進み方が速いって、それ、たぶん恋こいだよ！　好きな人とだったら、一緒にいるだけであっという間に時が過ぎるんだから！」

　ぴたり。

　ふたりの女の子の話を聞いて、マリカが歩みを止める。

「そういえば、カレとふたりで空唱にいったときも、時間がすぐに流れた！」

「でしょー？　もう完全に恋だって、それ！」

　少女ふたりのうち、ひとりは顔を赤くして、もうひとりはキャイキャイ騒さわぐ。

　よくあるガールズトーク。女の子たちの恋れん愛あい話。

　が、その話を聞いていたマリカは、

「私が……恋を……？」

　顔を、耳まで真っ赤にして……って……。…………え？

「まさか、そんな、私。でも、そうなると……私がアラン君を空唱に誘さそいたがっていたのも、もしかして……ああ、すべて説明がついてっ……！」

　…………え、え、え？

「……アラン君。私……私……」

「いや、ちょっと待て。マリカ、なんかお前、目付きがおかしい──」

「……初めてだわ。男の人にこんな気持ちを抱いだくなんて。でも、分かってしまったら止められない。ねえ、アラン君。あのね──」

　マリカは、ちょっと顔を伏ふせてから、かと思うと上うわ目め遣づかいに、瞳ひとみをうるうるさせながら尋ねてきた。

「アラン君。いま、彼女……いる……？」

　おっほ!?

　い、いやいや。ヤバいぞ、これは。彼女いる？　なんて質問が意味するところは、さすがに俺でも分かる。冗じよう談だんじゃない。マリカ・エスボードと付き合う気なんてまったくないぞ。いくら美人でも、こんな空唱好きの女と交際なんてできるもんか！

　俺は脂あぶら汗あせをだらだらとかきながら──

「え？　なんだって？」

　いつかと同じ、聞こえないふりをした。そして。

「ごめん、急用を思い出した！　じゃあな、マリカ！」

「ちょ、ちょっと、アラン君!?」

　マリカの悲痛な叫さけびもなんのその。回れ右して一気に駆かけ出す。

　くそっ、空唱にいってしまったばかりにこれだ。なんてことだ。

　やっぱり空唱なんて、大だい嫌きらいだ！




　翌日、俺は王宮にやってきて、王様に報告していた。

「空唱室にモンスターがいるという情報は間違いです」

　この件だけは、ちゃんと王様に伝えておかないといけないだろう。
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　王様は深々とうなずいて、笑みを浮うかべた。

「それならばよかった。この情報はマリカからもたらされたものだったが、あやつも心配性しようじゃからのう」

「やっぱりマリカからの情報でしたか」

「うむ。空唱室を調べたいから、勇者を相棒にしてくれと、あやつが言ってきたのじゃ」

　俺の予感は正しかった。ったく、空唱に誘うためだけに、王様まで使うかね。

　しかし昨日の出来事はヤバかったな。思わず逃にげてしまった。

　だが今後、マリカから永遠に逃げ続けるわけにもいかない。

　よし。勇気が要いるけど、マリカに向かってはっきり言おう。

　俺は君と付き合う気はない。そして二度と俺を空唱に誘うな。……ってね。

「王様、そのマリカは、いまどこにいますか？　話があるのですが」

「マリカならばいま、客人の応対をしているところじゃ」

「客人、ですか」

「うむ。ワシの大切な客人ふたりじゃ。そろそろここに連れてくるはずじゃが──おお、うわさをすれば。アランよ、マリカが来おったぞ」

「え……」

　俺はくるりと振り返った。

　するとそこには、確かにマリカがいて、

「王様、お客様をお連れしました」

　と、小さな会え釈しやくをしながら言葉を発していたのだが──

　同時に俺は、めちゃくちゃ驚おどろいていた。

　なぜなら。

「お兄ちゃん!?」

「アラン様！」

　フィルとサーシャも、そこにいたからである。

　え、まさか、王様の客人ふたりって、フィルとサーシャ!?




「うちのおじいちゃんが村長なのは、お兄ちゃんも知ってるよね。村長ってね、毎年一回、必ず王様に会ってあいさつをしないといけないんだけど、おじいちゃん、腰こしを痛めちゃって。だから今回は、孫のあたしが代理で来たんだよ！」

「お父様の空唱室が、ついに首都に進出ですの。そのためにまず王様にごあいさつをしにきたのですが、あいにくと父が風邪かぜを引きまして。その代わりにわたくしが、ごあいさつに伺うかがったのですわ」

「でねでね、お兄ちゃん。あたし、このまま首都に残るつもりだよ。あたし、僧そう侶りよになるために本格的に修しゆ行ぎようしたいんだけど、やっぱり勉強のレベルは首都のほうが高いから」

「わたくしも、しばらく首都に残りますわ。今度、父が開いた『歌うた姫ひめ』の首都店は大きな店ですので。わたくしも気合を入れて、父のお手伝いをするつもりです」

　──と、いうわけで、フィルとサーシャは家族の代理で王様のところへやってきた。

　で、そのまま首都に残るつもりらしい。

　アラン様オレのことＬＯＶＥな空唱室の娘むすめ。巨きよ乳にゆうお嬢じよう様さまのサーシャ。

　田舎いなか育ちの無む邪じや気きっ娘こ。妹キャラのフィル。

　自分大好き女騎き士し。俺をライバル視しているマリカ。

　俺に縁えんのある女の子たちが三人、首都に全員集合してしまった。

　三人揃そろうと、どうなるのか。なんだか嫌いやな予感がした。

　その予想は当たった。

　俺が三人を引き連れて（別に引き連れたかったわけじゃない。彼女たちが勝手についてきたのだ）王宮を出た瞬しゆん間かんのことだ。

　彼女たちは、はああああ、と、大きくため息をついた。

「まさかお兄ちゃんに女の子の友達がいたなんて……ふたりともすごい綺き麗れいだし……どうしよう。お兄ちゃん、実はロリコンだったりしないかなぁ……」

「アラン様の周りに、こんなに女性がいたなんて……。でもアラン様、わたくし、アラン様の二号でも三号でも構わないので、お側そばにいとうございますわ……」

「まさかいきなりライバルが増えるなんて……ううん、私は世界一の美少女、マリカ・エスボードよ。相手がだれだろうと負けるはずがないわ……絶対に……！」

　三人はそれぞれ、あさっての方向を見つめつつ、ぶつぶつと独り言を言っている。

　客観的に見てけっこう不気味だ。通行人もじろじろこっちを見てくる。視線が痛い。

　と、とにかくこの状じよう況きようをなんとかしたい。空気が悪すぎる。

「な、なあ、みんな。せっかく知り合ったんだから、仲良くやろうぜ。な？」

「「「仲良く……？」」」

　三人娘は、まさに仲良くハモってくる。

「そう、仲良くだよ。その、例えば四人で遊ぶとか」

「あたし、お兄ちゃんとふたりきりで遊びたいなあ。ねえねえ、お姉ちゃんたち。ちょっと死の魔ま法ほうで息絶えてみない？　心配しなくていいよ、ちゃんとあとで生き返らせてあげるから」

「さわやかな笑え顔がおでとんでもないことを言いますのね、フィルさん。わたくしこそアラン様とふたりきりになりたいですわ。それが叶かなわぬというのなら……お二方の故郷に、食料も物資も届かないよう、経済封ふう鎖さをするまでですわ」

「フィルちゃんも、サーシャさんも、そういうことを言っちゃダメよ。バチが当たるわ。そう、例えば──ヒットポイ村やガレオスの街の近くにいる騎士団が、なにかの拍ひよう子しで人々を守らなくなるかもしれないわよ？　ふふふっ……」

「やめろよ、物ぶつ騒そうな話は!!」

　三人の女の子が、にこにこ笑いながら、しかし暗黒のオーラを放ちまくりつつお互たがいを牽けん制せいしあっている。俺は半泣きになってツッコんだものだ。

「な、とにかく四人で遊ぼう。そうだ、マリカはともかく、フィルとサーシャはせっかく首都まで来たんだし、なにかやりたいこともあるだろ？　……フィルはどうだ。首都で行きたいところとかないのか？」

「そう言われても……王様へのあいさつと、僧侶の勉強と、あとはお兄ちゃんと再会することしか考えてなかったから、行きたいところって言われても思いつかないよ」

「そう言わずに。なんかあるだろ」

「……あ、そういえば今日、王宮にいく途と中ちゆうに変わった建物を発見したんだよね」

「へえ、どんな建物だ？」

「なんかランプがたくさんついてて、すごく派手な建物だったんだけど。あたし、そこならちょっといってみたいかな」

「ランプがついてる？　どこだろう？」

「あ、あった。あれだよ、お兄ちゃん！　すっごい偶ぐう然ぜん。こんなところにあるなんて！」

　フィルが、その建物を指さす。

　なんだ、この近くにあったのか。どれどれ──

『癒いやし処どころ　人妻専科　銀貨十枚ポッキリ！　若妻が貴方あなたとの出会いを待ってます★』

「十年はええよ！」

　俺はフィルの両目をふさぐと、その建物に背を向けた。

「な、なにするのお兄ちゃん。あたし、行きたいから行きたいって言っただけで──あそこ、子供がいったらダメな場所なの？」

「ダメな場所ですわよ、フィルさん。そもそも女の子がいくところではありません。あそこは大人の男性がこっそりと向かう場所でして──」

「サーシャも解説しなくていいから！　この子は田舎の純じゆん朴ぼくな少女なんだから、あまり変なことを教えないで──」

「派手な外観だと子供が興味を持つわけね。規制するように王様に進言しようかしら」

「お前もお前で、変なタイミングで騎士の仕事をしようとするなよ！」

　叫びまくる俺であった。

「とにかくフィル、あそこはダメだ」

「ちえ。じゃあ、あたしの意見は却きやつ下かとして……。これから、どこにいくの？」

「そうだな……よし、サーシャの意見を採用しよう。どこか行きたいところはないか？」

「急に言われましても……。わたくし、アラン様とならどこにいっても楽し──」

　言いながら、ぴたり。サーシャの動きが止まった。

　なにか、建物を見ているらしい。俺はそちらへ目を向けた。

『宿屋　ベロチュー　　ご休きゆう憩けい　銅貨三枚　　ご宿しゆく泊はく　銅貨八枚』

「ちょっと待ってくれ。なにをまじまじと見つめて──」

「アラン様、わたくし、いつでも覚かく悟ごはできております。……ふふっ、男の子だったらサラン、女の子だったらアイシャと名づけたいですわね♡」

「子供の名前にまで話が飛んでる!?」

「わー、すごーい、お城みたい！　お兄ちゃん、あたしもここに入ってみたーい！」

「だから十年早いってばよ！　フィルだけじゃなくて俺とサーシャもよ！」

「アラン君……みんなで入るなんて……あなたまさか、そんなアブノーマルな嗜し好こうが」

「だから違ちがうって。おい、そんなけだものを見るような目はやめろ」

「わ、私も巻き込まれてしまうのかしら。このマリカ・エスボードがジゴロのものになってしまうなんて……ああ、どうして私はこんな獣けもののような男に恋こいを──」

「だから違うって！」

「ち、違う？　ま、まさかもっと過激なことをしようとしているの？　この変態！」

「頼たのむから聞いてくれ、人の話を！」

　どんどんツッコミが激しくなる。俺はマリカに、食くらいつくようにして近づいたのだ。

　だがそのときである。俺はふいに、つまずいてしまった。

「おっと」

　すぐそばにあった、木の壁かべに手を突つく。──それがいけなかった。

　塀へいの上には、だれが置いたのだろう。古ぼけた花か瓶びんが置かれてあった。

　そしてその瓶は、俺が手を突いた衝しよう撃げきのせいか、塀の上でバランスを崩くずし──

　ばっしゃーん！

「「「「あ」」」」

　俺たち四人。異口同音に声を出す。

　瓶びんの中には、花は入っていなかったものの、水が入っていたのである。

　その水が、たまたまその場を通りかかった人に、かかってしまったのだ。

「…………」

　花瓶の真下にいたのは、見知らぬ女の子。瞳ひとみの大きなツインテールの少女であった。

　フィルよりもさらに年下だ。たぶん、十二歳くらいだろう。薄うす手での真っ白なワンピースを着ている。ぼんやりとした表情のその子は、宙を見つめたまま、微び動どうだにしない。

　少女は悲鳴ひとつあげないまま、水をかぶったおのれの肉体をじっと眺ながめている。

「ご、ごめん！　大だい丈じよう夫ぶか!?」

　俺は慌あわてて女の子に駆かけ寄った。

「花瓶、ぶつかったよな？　怪け我がはないか？」

「怪我してるなら、あたしが回復魔法をかけてあげるけど」

　フィルが、優やさしげな声を発する。

　だが、少女は小さくかぶりを振ふった。

「怪我はしていない。そもそも花瓶は当たっていない。水がかかっただけ」

　抑よく揚ようのない声こわ音ねで、告げてくる。

「そうか、よかった。いや、よくはないけど、とりあえず怪我がないのだけはよかった」

　俺は少女の足あし下もとに転がっている花瓶を見る。こちらも壊こわれていないようだ。とりあえず、その花瓶をそっと手に取って──塀の上に置いたら、また落ちて危ないので、道の隅すみにそっと安置した。花瓶はこれでよし。

　だが、女の子がよくない。

　ワンピースが、水で濡ぬれきってしまっている。……この子、なぜか下着もつけていない。その上、濡れきったワンピースが、ぴったりと肢し体たいに貼はりついていて、少女のボディラインを浮うきだたせてしまっているから、非常にヤバい。

　子供とはいえ、女の子にこういうかっこうをさせるのはちょっと、よろしくないな。

「あなた、家はこの近くなの？　送っていくわ」

「ああ、服を濡らしたことを謝らないとな」

　マリカのセリフに、大きく首しゆ肯こうする俺。

　だが、少女は大きな瞳をじっとこちらに向けたまま、

「家は、ない」

　と、淡たん々たんとした声で告げてきた。

「ミドラは旅人。パパと一いつ緒しよに、この街に来た」

「ミドラ。それが君の名前か。……えっと、それじゃ、ミドラ。お父さんはどこかな。この近くにいるのかな？」

　きょろきょろとあたりを見回す。

　繁はん華か街がいの中だ。忙いそがしく人が行き交かっているが、それらしい人はいないようだ。

「……はぐれた」

「え」

「気が付いたら、パパは、ミドラの隣となりにいなかった」

「迷子、ということですの？」

「そのようね」

　サーシャの言葉に、マリカがうなずく。

　なんてこった。偶然にも迷子と出くわしてしまった。

「お兄ちゃん、どうする？」

「どうって、とりあえずミドラを俺たちで保護して……それからこの子のお父さんを捜さがすしかないだろう」

「さすがアラン様、お優しいですわね。たぶんミドラさんのお父様も、この子がいなくなったことには気付いているでしょうし、捜していると思いますわ」

「そういうことなら、こっちから、その子のお父さんを捜しましょうか」

[image: ]

「でも見つかるかな？　この街は広いぞ」

「……そうね。ある程度、的を絞しぼって捜そう索さくしたほうがいいわ」

　マリカはそう言うと、振り返って、ミドラに尋たずねた。

「ねえ、ミドラちゃん。パパはこの旅で、首都のどこに行きたいとか、これをやってみたいとか、そういうことをなにか言ってたかしら？」

　なるほど、ミドラパパの向かいそうな先を調べるわけか。

　そうだな、なんのヒントもなく、捜し回るよりはマシだろう。

　ミドラは、わずかに目を伏ふせると、考える仕草を見せてから、

「そういえば、パパが行きたいと言っていた場所がある」

「え？　どこ？」

　目を見開いたマリカに、ミドラはさらりと答えた。

「空唱室カラオケボツクス」

　なんでやねん。




　そんなわけで、また空唱カラオケに来てしまった。

「……はあ」

　俺は大きくため息をついた。

　現在地は、空唱室『歌うた姫ひめ』首都店である。

　そう、サーシャとガイさんが、今度オープンさせた空唱室の中。その従業員室に俺はいるのだ。

　正直、空唱室には行きたくなかった。

　しかし来てしまったのには、わけがある。

　ミドラパパは空唱室に行きたがっていたという。だから、ここにいたらいずれミドラの父親と再会できるかもしれない、というのがここに来た理由のひとつ。

　ミドラ本人が水を浴びて濡れていたため、とにかく身体からだを拭ふいて着き替がえさせるべきだ、と女性陣じんが主張したのもここに来た理由のひとつだ。

　ちなみに従業員室にいるのは俺ひとりである。

　サーシャは、この件を父親に報告するために、ガイさんが泊とまっている宿屋に向かってしまったし、フィルはミドラの着ていた服を洗せん濯たくして、乾かん燥そうさせるために近所にある魔ま法ほう洗濯屋に向かっている（ここに頼めば、魔法の力ですぐに服を綺き麗れいにして、その上、乾燥までさせてくれるのだ）。マリカは迷子届が出されていないかどうか、騎き士し団の事務所に向かったし、ミドラ本人はいま、ボックス内で客が使っていない部屋を借りて、服を着替えている。

　そんなわけで、俺はひとり。することもなく、ここでボーッとしているのだ。

「しかしあれだな、空唱室の中はどうも落ち着かないな」

　俺は室内を意味もなくうろうろしていたが、

「そろそろミドラも、着替え終わったんじゃないかな」

　やがて十分も経たつと、待ちくたびれて、従業員室を出る。

　そして４０６と書かれた部屋の前に立つと、コンコンとドアをノックした。

「ミドラ。俺だ、アランだ。入っていいか？」

「どうぞ」

　落ち着いた声が返ってきた。出会ったときからそうだったが、ミドラはやたらクールだと思う。年ねん齢れいは俺の想像した通り、十二歳ということだったが、とてもそうは思えない。迷子になっても別に取り乱していなかったしね。

　そういう教育を施ほどこされていたのかね。……なんて思いながらドアを開けると、

「……な」

　俺は思わず、絶句した。

　なぜならそこにいたミドラは、一糸まとわぬ全ぜん裸らだったからである。

「……な、な、な……!?」

　思わず、パニクってしまう。

　そりゃそうだろう。目の前には、子供とはいえ、まっさらな肌はだを惜おしげもなく晒さらしている少女のヌードがあるのだから。

　ツンと上向きになった小さなバストと、ほっそりとしたウエスト、小さなおへそ、さらには小こ振ぶりながら果か汁じゆうを含ふくんだかのような、瑞みず々みずしく可愛かわいらしいヒップ。その肉体すべてが妙みように清せい楚そで、可愛らしく、それでいてどこか扇せん情じよう的だった。

　だ、だけどこれは、いわゆるラッキースケベ……？

　い、いやいや。違ちがう違う。相手は子供だし！

　それに俺、ちゃんとノックしたよ!?　入っていいかって尋ねたよ!?

「み、ミドラ。まだ着替えてないじゃんか！」

「着替え、できなかった」

「な、なんで？」

「分からない。服の着方が」

「は!?　いや、普ふ通つうの服でしょ、それ。フィルが外で買ってきてくれた、女の子用の布の服でしょ」

　上のシャツを羽織って、ボタンを留める。次に布製のスカートを穿いて、ホックを留める。それだけだよ？

「ボタンもホックも知らない」

「マジかよ。ミドラはいつも、どんな服を着ているのさ」

「さっきまで着ていたような服。上からスポッと、首と両手を通すだけのやつ」

　あの薄うす手でのワンピースみたいなのか。あれは確かに、上着とスカートが分かれていなかったから、子供には着やすいかもしれないけど。

　そういえばこの子、下着もつけてなかったな。

　さっきも思ったけど、どういう教育を施してきたんだよ。親の顔が見てみたいわ。

　くそ、いろんな意味で父親を早く見つけてほしいぜ……。

「と、とにかく服を着てくれ。そのままじゃその、いくらなんでもマズい」

「マズい。……アラン、なにがマズい？」

「そうやって裸はだかで近付いてくるところだよ！　嫌いやだろ、男に裸を見られたら！」

「ミドラは別に構わない」

「いや、俺が構うよ。……な、頼たのむから服を着てくれ。ほんとに」

「分かった。それなら、着方を教えてほしい。ボタンとかいうのはどうしたらいい？」

「それは……どう言ったらいいのか……」

　ボタンをかける、ということを教えるには、どうしたらいいんだろう。

　手取り足取り教えてやれたらいいんだけど、なにせミドラが全裸なので俺はいまいち直視できないし、その上、裸の女の子の手をつかんで教えるのも抵てい抗こうがある。

「て、適当でいいよ。適当で……」

　けっきょく俺は、彼女から顔をそらして、壁かべのほうを見つめながらそう言った。

「分かった。じゃあ、適当に着てみる」

「ああ、それでいい」

「………………。……できた」

「お、早いな」

　俺はさっと振ふり返る。

　ミドラは、確かに布の服を着ていた。

　ただし、服はあちこちが破れていた。

　胸の部分だけ丁てい寧ねいに引き裂さかれていて、やっぱりバストが露ろ出しゆつしているし、スカートもホックの部分だけが外れかけているし、ボタンなんかみっつも外れてしまっていて、

「どうしてそうなった!?」

「適当に着てみた結果。うまく着られないので、強ごう引いんに着てみた」

「だからってなんでそんなことに……それじゃまるで、まるで……」

　事後──その単語が俺の脳のう裏りをちらついた。

　もしもいまの状じよう況きようをだれかに発見されたら、明日あしたの朝刊の一面はきっとこうなる。





【勇者アラン、いたいけな少女に淫いん行こう！】

　アイザイル王国公こう認にんの勇者、アラン・ディアック容疑者が昨日、少女に対してみだらな行いをした容疑で逮たい捕ほされた。本人は容疑を否認しているが、現場の状況から見て当局は容疑者の犯行を確実視している。

　迷子の少女に手を出すという人間とは思えぬ畜ちく生しようぶりに、世論は厳しい怒いかりの声をあげている。国王はこの件に対して「ノーコメント」と無言を貫つらぬいているが、容疑者の勇者職は即そく日じつ解任が決定された。また容疑者と交流のあった騎士団のマリカ・エスボード氏は「いつかはやると思っていた」とコメントしている。






「うひいいいいっ！」

「アラン、なぜひとりで叫さけんでいる？」

「あ。い、いや……」

　キョトンとした顔のミドラに、俺は目を向けて──ぷるん。服の破れ目から見えている、小さなおっぱいが可愛く揺ゆれた──また目をそむけつつ、

「と、とりあえずこれを着てくれ。な、頼むから」

　と言いつつ、自分の上着を脱ぬいで、彼女にそっとかけてやった。

　ミドラはまだ「？」という顔をしていたが、俺の様子がただごとでないことを察知したのか、もはや異論は挟はさまずに、俺の上着を羽織ってくれた。

　ああ、いろんな意味で死にそう。早くこの事件、解決しないかな。

「ところでアラン。最初から気になっていたのだけれど」

「ん？」

「これはなに」

　ミドラが、ボックス内の空唱機カラオケシステムを指さした。

「それは空唱だよ。ミドラのお父さんがやりたがっていたやつだ」

「空唱。……歌を歌う機械だと聞いている」

「そうだよ。悪魔の道具だ。まっとうな人間の使う機械じゃない」

「…………」

　ミドラは、じっと空唱カラオケを見つめていたが、やがて振り向いてから口を開いた。

「アラン。ミドラは、だれかが空唱をやっているところを見てみたい」

「……は？」

「アラン。歌ってみてほしい」

「い。……いやいや。ダメだって。それは……ダメだ」

　そうだよ、ここは空唱なんだよ。

　だから、こういう流れになるのも予想できていたはずなのに。

　油断していた。……また空唱が俺に迫せまり寄ってくるとは。

「アラン。どうして歌うのがダメなのか」

「それは……言っただろ、これは悪魔の機械なんだ。歌ったら死ぬんだ。だからダメだ」

「噓うそ。アイザイル王国の人間はみんな、空唱を歌っているという。それならば王国民がみんな死んでいないとおかしい」

「う」

　子供だと思って、適当な噓をついたのがバレてしまった。

「アラン。……歌ってみてほしい」

「い、いや。……あのね、ミドラ。俺さ、実はその。……空唱は苦手なんだ」

　こうなった以上、本当のことを言おう。

「だから、俺は歌えない。ごめんな。歌えない──」

「…………どうしても？」

「どうしても」

「…………」

　ミドラは、そっと顔を伏ふせた。

「悲しい」

　そう言って、こともあろうに。……じわり。

　って、おい。なにも泣くことないだろう！

「悲しい……」

　ミドラは表情こそクールを保ったまま、しかし大きな瞳ひとみから、確かに一筋の涙なみだを流す。

　さらにそのとき、ちょうど彼女が羽織っていた俺の上着がばさりと落ちて、再び──ぷるん。小さなおっぱいが揺れるのが見える。

「だから服を着てくれって！」

　布の服の破れ目から、小さな膨ふくらみと桜色の突とつ起きがチラリと見えて、非常にヤバい。

　俺は慌あわてて、ミドラに服を着せてやるのだが──しかしこれ、冷静に考えると相当恐おそろしいシチュエーションだ。服がボロボロの少女が泣いていて、そこへ男が、自分の上着を着せてやっている。これは誤解するなと言うほうが無理だ──

　コツ、コツ、コツ。

「ひいっ！」

　部屋の外から足音がして、俺は思わず叫んでしまった。

　廊ろう下かを、だれかが歩いていたようだ。おそらく空唱室カラオケボツクスのお客さんだろう。

　だけどもし、お客さんがこの部屋に間違って入ってきたりしていたら──


【勇者アラン、いたいけな少女に淫行！】



「うひいっ！」

　またしても、新聞の見出しが頭をよぎった。

「悲しい……」

　ミドラはまだ泣いている。悲しいのはこっちだ。なんで俺がこんな目に！

　とにかくミドラは、俺が歌わない限り泣きやみそうにない。

　こうなったら、もう歌うしかなさそうだけど……。

　だけど空唱は……ああ、学生時代のトラウマが……！

「あのさ、ミドラ。俺は歌がヘタクソなんだ」

「ヘタ？」

「ああ。だから空唱に苦手意識をもっていて、それでも学生のころに無理やり歌わされてさ、そこを当時の知り合いたちから笑われて。それで空唱が嫌きらいになったんだ」

「アラン、歌がヘタそうには見えない」

「いや、本当にヘタなんだって」

「ヘタだと思い込んでいるだけかも。そして昔の知人の耳が悪かっただけかも」

「まさか、そんな」

「……アラン。まずは鼻歌でいいから、歌ってみて」

「え」

「鼻歌なら空唱じゃない。歌えるはず。歌って」

　ミドラは、じっと俺を見てくれている。

　……なんだか、歌わないといけない感じだ。

　むう。まあ、鼻歌くらいなら。空唱じゃないし。

「……ふふふふふん、ふふふふふん、ふふふふふん……ふふふふーんふーん……♪」

　歌ってみた。

　これはいま国内で流行はやっている歌、『雄お々おしくて』の鼻歌だ。シルバーボムボムというバンドが歌っている曲で、片かた想おもいの相手に、猪ちよ突とつ猛もう進しんして告白しまくっては玉ぎよく砕さいしていく、悲しい男をテーマにした歌である。

　曲自体のテンポの良さ、歌詞の共感性、さらにはシルバーボムボムのメンバーの明るいキャラクターなど、いろんな要素が相まって、ヒット曲となった。

　で、その『雄々しくて』の鼻歌を歌いながら、なにやってんだ俺は、と思った。子供の前で鼻歌なんて。なんだかなあ。

　ところが──

「ぱちぱちぱち！」

　ミドラはいきなり、拍はく手しゆを始めたのだ。

「アラン、うまい。ヘタクソじゃない。すごい」

「え？　そ、そうか？」

「すごいすごい。アランはヘタじゃなかった。ヘタだと言うのなら、ヘタだと言う人が間ま違ちがっている」

　ミドラは少しだけ、目を見開いてから褒ほめてくれている。

　きらきらとした眼まな差ざしがまぶしい。

　……マジで？　俺、歌、うまいの？

　いいスライムに笑われたほどの声なのに？

「アラン。空唱も歌ってみてほしい！」

「……そ、そうか。そ、それなら……」

　俺の心が、少しずつ動き始めていた。

　気がつくと、俺は空唱機を操作していたのだ。

　ほどなくして、歌のイントロが始まる。選曲はやはり『雄々しくて』だ。

　一秒、二秒、三秒と時間が流れ──

　やがて歌うところが始まる！

　いよいよ俺、二年ぶりの空唱開始だ……！

「おぅおっ……おおお──雄々しくて……」

　はーい、いきなり歌い出しを失敗しくった。テンポがズレた。

　そう、だよね。普ふ段だん空唱に行かない人が歌ったら、こうなるよねー……。

　ああ、やっぱり空唱なんてやめておけば……いや、もはやあとには退ひけない。

「雄々しっくて、雄々しくてっェ、辛つらァい、よ──ォゥヲヲ──!?」

　うああああ、ヤバい！　我ながらなんてオンチだ。テンポだけじゃなくて音程が露ろ骨こつにズレている。二回目の『雄々しくて』と三回目の『雄々しくて』で発音が違って奇き妙みようだ。やっぱりこれ、ヘタだって！　全身から変な汗あせが噴ふき出している！

　自分の歌声が自分でヘタだと分かるのは、そうとうの酷ひどさだと思う。ふつう、自分のオンチってなかなか気がつかないものらしいし。

　恥はずかしい。顔から火が出る。泣きそうになる。ああ、もうやめたい。

「雄々ヲしくって、雄々しくてッッ、雄々しくてヘヘェっ……」

　俺は歌う。歌いまくる。ヘタクソな歌を。

　笑わば笑え。これが俺だ。オンチのアランだ。さあ笑え、ミドラ！

　俺はもはやヤケクソだった。どうなろうともう、知ったことか。そう思って歌いつつ、ミドラのほうに目を向ける。すると。

　……ぱん。……ぱん。……ぱん。ぱん。ぱん。

　ミドラが、手て拍びよう子しを叩たたいてくれていた。

　だれかが歌っているときに手拍子を取る。ごく当たり前のことだろう。ミドラは初空唱のはずだが──まあ、歌や音楽を聴きいているとき手拍子をするのは空唱じゃなくてもよくあることだ。それはいい。

　問題は、ミドラが俺の歌に手拍子をしてくれているという現実。

　──高こう揚よう感かんすっげえ！　なんだこの満足度!!

　嬉うれしい！　めっちゃ嬉しい！

　十四歳のときのトラウマ空唱を思い出す。あのときは俺が歌うたびに先せん輩ぱいがチャチャを入れてきて最悪だったが、そこからさらに落ち込む出来事があった。俺がある歌を歌っている最中、だれ一人、俺の相手をしてくれなかったことだ。

　お分かりだろうか。俺が歌っている間、他ほかの人たちはみんな、次に自分の歌う歌を探していたり、他のやつら同士でくっちゃべっていたり、しまいには「あ、オレ、トイレ」「オレもいくわ」「オレもオレも」と、みんなトイレにいってしまった。

　俺はひとり、空唱ルームの中で歌い続ける羽目になったのだ。

　ひとりになって、プレッシャーを感じなくなったのはいいが、しかしそれはそれとして正直、あまりにも悲しかった。ぼっちの辛つらさを心から味わった。

　そのとき歌った曲がマイナーだったのもあるかもしれないが、それにしても。

　ああ、もう、一生空唱なんかいくもんか。当時、そう思ったのに。それなのに！

「雄々ッしくて、みょおしくて、雄々チックてっ……」

　ぱん。ぱん。ぱん。ぱん。

　ミドラの手拍子！　ああ、ああ……！

　俺、嬉しいよ！　合いの手を入れてくれるなんて！　最高の気分だ！

　ありがとう、ありがとう。俺の空唱カラオケに構ってくれてありがとう……！

　──やがて『雄々しくて』が終わる。

「ぱちぱちぱちぱち！」

　ミドラは、激しい拍手をしてくれた。

「アラン、うまかった。ブラボーだった」

「み、ミドラ。それは本当か……？」

「噓うそを言っても意味がない。アラン、空唱、上手」

「み、ミドラ……！」

　俺は感かん涙るいして、思わずミドラの手を取った。

「ありがとう、ミドラ！　俺、今日、空唱が初めて楽しかったよ！」

「それはよかった。ミドラも、空唱を初体験できて楽しかった」

「うん、よかったな。よかった、よかった……！」

　俺は、彼女の細い手のひらを、両手でぎゅっとつかみながら、

「ミドラもなにか歌えよ。ふたりで空唱を楽しもうぜ──」

　と、極きわめて明朗な声で言ったのだ。

　……そのときであった。

「アラン君、ミドラちゃんのお父さんと連れん絡らくがついたわよ」

「アラン様、お菓か子しを持ってまいりました。みんなで食べましょう」

「お兄ちゃん、ミドラちゃんの服、やっと乾かわいたから持ってきたよ」

　マリカ、サーシャ、フィル。三人が、部屋に入ってきて──

「「「…………」」」

　場が、凍こおり付いた。

　そりゃそうだ。ミドラは上に俺の上着を羽織っていて、その下をよく見ると胸の部分とか腰こし回まわりとか、際きわどいところだけが破けている服装だ。そして、そんなかっこうになっている少女の両手を、俺がつかんでいる。

「──いや違うぞ、みんな」

　俺は弁解を始める。

「俺はミドラに、変なことなんてしてないからな」

　するとミドラも、小さくうなずいてから口を開いた。

「そう。ミドラはアランと、初体験をしていただけ」




「いやぁ、娘むすめがお世話になりました」

『歌姫』首都店の入り口にて、四十歳くらいの、やたらガタイのいいオッサンが、俺たちに向かって頭を下げる。

　ミドラの父親、オルタンスさんだった。

　オルタンスさんは、当然ながらはぐれた娘のことを捜さがしていた。だが見つからないので騎き士し団に捜そう索さくを依い頼らいする。そこへマリカがやってきて、事件は無事解決という筋書きだ。

「本当に心配で心配で、捜していたんですよ」

「それはよかった。ははは……」

　俺は力なく笑った。

　あれから、サーシャたち三人の誤解を解くのは大変だった。サーシャは「申し訳ありません、わたくしの魅み力りよくが足りないせいで、アラン様が悪の道に」なんて泣き出すし、マリカは「そう、私の美び貌ぼうに屈くつしなかったのはそういうわけだったのね、このロリコン勇者」と汚お物ぶつを見るようなまなざしで俺を見るし、フィルに至っては「どうしよう、お兄ちゃんとミドラちゃんを一度殺してから復活させようか。そしてすべては夢だったって言えば、なにもかもなかったことになるんじゃ」なんて、恐おそろしすぎる提案をする始末だった。

　とりあえず、すべてが勘かん違ちがいだったことを三人が分かってくれたのはよかった。

　ミドラはいま、元から着ていたワンピースに着き替がえて、オルタンスさんのそばにいる。

「パパ。ミドラはアランと、もうちょっと一いつ緒しよにいたい」

「ダメだよ。アランさんたちとは、ここでお別れだ」

「…………」

　ミドラは、ちょっと寂さびしそうだ。

　なんだかんだで、可愛かわいい子だよな。こんなになついてくれるなんて。

「ミドラ、お父さんに、首都まで連れてきてもらえ。また一緒に遊ぼう」

「……うん」

　ミドラは、こくりとうなずいた。

「よし。……それと、あれだ。……パンツもちゃんとお父さんに買ってもらえ。な？」

　オルタンスさんに聞こえないように、そっと耳打ちする。

　ワンピースの下が全ぜん裸らって、あんまりだし。

　ミドラは「分かった」と小さくうなずいた。

　ほんとうに分かってくれたんだろうか。どうも不安だが……。

「さて、それじゃ我々はこれで。ほらミドラ、アランさんたちにサヨナラは？」

「……さようなら」

「はい、ばいばーい」

　ミドラに向かって、俺は手を振ふった。フィルたちも手を振る。

　かくして夕ゆう陽ひの中、ミドラと父親が立ち去っていく。

　ま、いろいろあったけど、ミドラはお父さんを見つけたし、一件落着かな。

　俺もトラウマを少しだけ、乗り越こえることができた。ミドラの手拍子の中、歌うのは楽しかった。これからはもう少し、空唱に対して前向きになれる気がする──

「「「さて」」」

「……え？」

　女性陣じんが声をハモらせたことで、ぎょっとする俺。

「……ど、どうした、みんな」

「どうした、ではありません」

「今回のアラン君の所業について、話し合う必要があるわ」

「お兄ちゃん。……ひどいと思う」

「ちょっと待ってくれ！　誤解は解けたはずだろ？　ミドラにはなにもしてないよ！」

「……そう、アラン様は、ミドラさんを襲おそったりはしなかった」

「卑ひ猥わいなことはしていないようね」

「でもね、お兄ちゃん。手は握にぎっていたよね？　それはあたしたちも見たもん」

「手……？」

　そこで俺は思い出す。……確かに、ミドラの手は握っていたけれど。

　でも、それがどういう──

「ひどいですわ、アラン様！」

「え……」

「そうだよ、まだあたしたちの手なんか一度も握ってくれていないのに！」

「ええ!?」

「よりにもよって、あんな子供の手を握ってデレデレするなんて」

「え、え、え!?　そ、そこなの？　みんなが怒おこっているところ、そこ!?」

「当たり前ですわ！　わたくしなど、アラン様に一度告白までしているのに。それなのに、まだ手も握ってもらえていなくて──」

「あたしだって、お兄ちゃんが好きだよ。頭とか撫なでてほしいのに！」

「わ、私は……私だって、アラン君に、か、髪かみとか撫でてほしいけど……」

　ガンガンに言い立ててくる三人。どさくさにまぎれて、フィルはなんか告白までしているぞ、おい。マリカも、ちょっと小声だけどなんかすごいこと言ってるし！

　それにしても、なんだこの状じよう況きようは。サーシャたちはミドラみたいな子供にまでヤキモチを焼いているのか!?

「アラン様！」「お兄ちゃん！」「アラン君！」

　な、なんでだ。どうしてこんな、ハーレム系勇者みたいな状況になっているんだ？

　おかしい。ちょっと前まで、俺は勇者としての本分を守り、ドラゴンを退治していたはずなのに。それなのに気がつけば、また空唱と女の子が俺について回っている……！

　こんちくしょうと思いながら、俺にできる行動は、もはやたったひとつであった。

「え？　なんだって？」

　──その後、俺は、数時間に渡わたって三人から延々と「手を握って」「頭を撫でて」「髪を撫でて」「足を触さわって」「おっぱいを触って」などなど、ずっと責められ続けたのである。俺はその間、ひたすら「え？　なんだって？」を連発していたのだが──

　ちょっと空唱で調子に乗ったせいで、この始末である。なんてことだ。

　やっぱり空唱は悪あく魔まの道具だ。近づかないのが正解なんだ。

　空唱なんか、大だい嫌きらいだ！




　人ひと気けのない道みちを、ミドラとその父親オルタンスがゆく。

　父親は腕うで組ぐみをしたまま、険しい顔つきでミドラのことをチラリと見た。

　父親は──はぐれた娘のことを、さほど心配していなかった。

　先ほど、少年少女たちの前で見せた姿は演技である。

　なぜなら、

「ミドラ」

「なに、パパ？」

「お前の目から見て、人間はどうだった？」

「え……」

「ワガハイはな。……やはり、実にくだらん生き物だと思ったぞ！」

　ミドラの父親、オルタンス。

　その正体は──魔王だったのである。

　中年男の顔は、突とつ如じよくしゃりと崩くずれ、たちまちドス黒い肌はだと醜しゆう悪あくな面つら構がまえが登場する。

　そしてミドラも、顔は変わらないが、頭のてっぺんからニュッとツノが生えたのだ。

　魔王オルタンスは、今日、人間界を調べるためにこの街にやってきた。

　現在、魔王軍とアイザイル王国の攻こう防ぼうは一進一退だ。

　だが魔王は現状に疲つかれていた。アイザイル王国の一部を領土にしようともくろんで攻せめたはいいが、なかなか領土はものにならない（モンスターたちは、畑の作物を食べたり、人間の服をかじったりと、嫌いやがらせくらいの行動しかしていないので当然なのだが）。

　頃ころ合あいを見て、和わ睦ぼくするべきかもしれん……。

　そう考えるようになっていた。

　しかしその前に、いまのアイザイル王国がどういう状況か、自分自身の目で確かめたいと思った。特に王国で大流行だという空唱カラオケには興味があった。

　そこでミドラと共に人間に化け、旅人を装よそおってアイザイル王国の首都に潜せん入にゆうしたのだ。

　途と中ちゆう、ミドラとはぐれてしまったが……あれも魔王の娘。放ほうっておいても大事あるまいと思い、オルタンスは人間界の調査を続けた。そして空唱をやってみたのだ。

　その結果──

「なんじゃい、あれは！　つまらんぞ！　空唱は!!」

　それが魔王の結論だった。

「まずはヒトカラというのをやってみた。ひとり空唱じゃ。だがつまらん。ただひとりで歌を歌うだけのなにが面おも白しろいのだ！」

　魔王は激げき怒どした。

「次にワガハイは、空唱のあるスナックとやらに入ってみた。そこには常連らしき客が何人もいた。ワガハイはそやつらの前で歌った。──ところがやつらめ！　ワガハイが精いっぱいビブラートをきかせて歌を歌ったのに、酔よっぱらった常連客め！『オッサン、モノマネはいいから普ふ通つうに歌えやー！』などと言いおった。だれがモノマネだ！」

　魔王は怒りまくった。

「おまけになんだ、あの採点システムとやらは。ワガハイの歌が、十三点、だと？　ふざけるな！　魔族一と言われたワガハイの美声が、十三点……！」

　魔王の怒いかりはとどまるところを知らない。

「ワガハイは決意した。空唱などという糞くそ文化がある人間の世界は、絶対に滅ほろぼさなければならない!!」

「パパ。ミドラは空唱、面白かった。アランの歌、すごくよかった」

「お前はあてにならん。なにぶんミドラは耳オンチだからな。どんなヘタクソな歌でも拍はく手しゆ喝かつ采さいをしおる」

　魔王は、アランが聞いたら泣きたくなるようなことを言った。

　ともあれ──

「ワガハイはアイザイル王国を滅ぼす！　空唱文化を、必ず、必ず、チリひとつ残さず消しよう滅めつさせてくれる!!　これがいまのワガハイの本音だ!!」

　魔王は決意した。人間を必ず滅ぼす。

　空唱を、この世から無くすために。

　──アイザイル王国に、危機が迫せまる。
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　人をからかうのがうまいやつっているよな。

　暴力はふるわず、暴言も吐はかず。しかし確かに表情と声こわ音ねでこっちのことを侮ぶ辱じよくしてくる、とても厄やつ介かいでうっとうしいやつが。

「アランく～ん！　なんで空唱来ないの？　みんないくんだよ～。歌おうって～。も～、空気読もうよ～」

　これは俺の学生時代のクラスメイト、ギリアムのセリフだ。

　語ご尾びにはたいてい『（笑）』がついてると思っていい。チャラチャラしていて、俺みたいに集団に馴染めないやつを見つけては率そつ先せんして馬ば鹿かにしてくる男だった。

　こいつが殺された。




　ざまあ！

　──で終わるわけにもいかないのが勇者の辛つらいところだ。

　ギリアムが殺された翌日。俺は、フィル、サーシャ、マリカの三人を連れて、王国の外れにあるアンパーリルの街にやってきていた。事件現場はこの街の空唱室カラオケボツクスなのだ。

　また空唱かよ、ウンザリだ──と言いたいところだが、とりあえずぐっとこらえて、俺はギリアム殺人事件の調査に乗り出す。

「ってか、犯人捜さがしは勇者の仕事なのか？　本来は治安を維い持じする騎き士し団の仕事だよな」

「そう言わないで。ね、お願い。協力してよ、アラン君」

「……仕方ないな。だけど、なんでサーシャとフィルもついてくるんだよ？」

「アラン様。ご存知ありませんの？　ギリアムは、わたくしの父の部下ですのよ？」

「……なんだって？」

「被ひ害がい者しやのギリアム氏は、『歌姫』アンパーリル支店の従業員だったのよ」

　初耳だ。学生時代のクラスメイトが、サーシャの店で働いていたとは。世間は狭せまい。

「それなら、サーシャがついてきたのは分かるけど……フィルはどうして？」

「あたし、お兄ちゃんの役に立ちたいの」

「役に？　どうやって」

「お兄ちゃん、忘れたの？　あたしは蘇そ生せい魔ま法ほうを使えるんだよ。だからさ」

　フィルは白い歯を見せて告げた。

「ギリアムって人を生き返らせようよ。そうしたら、犯人が分かるよ」

　この世界、ミステリーもへったくれもないな。




　そんなわけで、空唱室『歌姫』アンパーリル支店の中である。

　俺の目の前で、後頭部から血を垂れ流しているギリアムが、白目をむいてぶっ倒れている。こいつの顔を見るのも学校卒業以来だが……。

　ギリアムは確かに殺されていた。このまま死んでいていいのに。

「じゃ、この人を生き返らせるよ、お兄ちゃん」

「このままでもいいんだが……まあ、とりあえず頼たのむよ」

「それじゃ、ヨミガル！」

　ヨミガルは死んだ人間を蘇生させる僧そう侶りよ専用の魔法で、これだけは俺にも使えない。

　ついでに言うと、殺されてから二十四時間以内に使わないと効果はないそうだ。あと寿じゆ命みようや病気による死にも効かない。

「うーん……」

　ギリアムが首を振ふりながら起き上がる。くそ、本当に生き返りやがった。

「ここは……えっと、オレ、どうなって……」

　ギリアムは、まだボーッとしていたが、やがてこちらの姿を発見すると、

「あれあれあれ[image: ～][image: ～][image: ～]？　アラン君？　うっわ、アラン君じゃん？　アラン君でしょ!?」

　ウザい感じでニヤついてきた。俺は露ろ骨こつに嫌な顔をして、仕方なく相手をする。

「……ああ、アランだよ」

「うっわ、なついわ～！　なんでこんなところいるん？　あ、なんか腰こしに剣けんとか差してるし。勇者ごっこ？　ねえ、勇者ごっこ？　やっぱアラン君っておもしれえわ！　クラスでも人気者だったもんな!?　ほら、ちょっとアラン君、笑おうよ。ウェーイ、ほらウェーイ！　もうアラン君、笑おうよ。空気読んでよ──」

「ギリアム！」

「いっ!?」

　調子こいてるギリアムに、喝かつを飛ばしたのはサーシャだった。

「お、お嬢じよう様さま!?」

　社長令嬢たるサーシャの存在に、これまで気が付かなかったらしいギリアム。

　彼女がいきなり出てきたことに、仰ぎよう天てんしているようだ。

「ギリアム。先ほどからの態度はなんですの？　わたくしのアラン様を侮辱するなど、絶対に許しませんわよ!?」

「え、ええ？　……わたくしの、アラン様!?」

　そこへさらに、フィルとマリカも一歩前へ出てきた。

「ギリアムさんだっけ？　お兄ちゃんを馬鹿にするようなセリフは、あたしも許さないよ。なんなら死の魔法でもう一度、あの世にいってみる？」

「私も同じ気持ちだわ。私がライバルとして認めたアラン君を侮辱するのは、私への侮辱も同然……」

　女性陣じんが、それぞれ強きよう烈れつにガンを飛ばす。

　ギリアムは「え、え、え……!?」とパニック状態だった。

　学生時代にイジって遊んでいたクラスメイトが、本当に勇者となって、さらに社長令嬢と一いつ緒しよにいるなど、信じられないのだろう。

「……ギリアム。とりあえず、殺されたときの状じよう況きようを説明してくれ」

　俺はとりあえず、大きくため息をついてから、そう言った。




　そんなわけで推理のお時間。

「状況っていってもなぁ～。オレ、本当に殺されたの？　実感わかねぇなァ。っていうのもよォ、オレ、普通に仕事してたんだわ。ドリンクのコップとか洗って、空き部屋の掃そう除じをして、お客様に飲み物届けたりして。で、この廊ろう下かを歩いていて──」

　ギリアムは広い廊下を見つめながら言った。

「で、気が付いたら、お前らが目の前にいたってわけよ」

「……なるほどね」

　マリカは納なつ得とくしたようにうなずいた。

「ギリアム氏は後頭部を殴なぐられていたわ。つまり簡単な答えよ。廊下を歩いていたところを、後ろからボカリとやられて殺された……」

「犯人をまったく見ていませんの？　少しも？」

　サーシャは、ギリアムを見ながら問いかけたが、やつはかぶりを振った。

　全然見ていないのか。……なるほどなあ。なるほど、なるほど──

「じゃあ、この事件は迷めい宮きゆう入りだな！」





第四話　ワガハイの味方になれば、世界の半分であるカラオケのない世界をやろう





終わり








「そういうわけにもいかないでしょ!?」

　マリカが怒ど号ごうをあげた。

　ちっ、やっぱりダメか。ギリアムなんて放ほうっておけばいいのに。

「お兄ちゃん、今日は本当にやさぐれてるね～」

　フィルが少し呆あきれたように言ってきたが、当たり前だ。俺はギリアムへの数々の恨うらみを忘れてないぞ。

　鉛えん筆ぴつを借りパクされたり、教室の笑いをとるために俺をイジってきたり、体育の授業で球技をやったときなんて、当時運動オンチだった俺をウェーイウェーイ言いながら挑ちよう発はつしてきたり、ムカつくことこの上なかったわ。死んでしまえ。あ、もう一度死んだか。

「ギリアム、殺されたときのことをもう一度、よく思い出してごらんなさい」

　サーシャのセリフに、ギリアムはうーんと考えこんで、

「そう、そのときは……四人で来ていた学生グループのお客様がいて……オレは、その学生グループの注文したジュースを、その部屋に届けて……接客して……」

「それから？」

「で、部屋から出て……廊下を歩いて──気が付いたら、こう……」

　ギリアムはそこで、倒れる真似まねをした。

　ここで話は終わりらしい。

　ううむ、聞いている限りだと、特に不ふ審しんな点はない。

「しかしその学生グループがちょっと怪あやしいな」

「そうですわね。ギリアムと最後に話をしたのが、その人たちですし」

「そういう人たちには見えなかったッスけどねぇ。……それに、その学生たちとオレはそれまで面識ないンスよ？　なんでオレが殺されるンスか」

「あなた、なにか変な接客をしませんでしたか？」

「殺されるほど失礼なことをした覚えはないッスよ」

　ギリアムは肩かたをすくめて言う。

　だが、こいつのセリフを俺は否定した。

「お前にとってはどうってことなくても、された側にとっては殺したいほど嫌いやだったってことも、あるかもしれないぞ」

「あん？」

「……やる側は、えてして気が付かないけどな」

　──そういうものだ。

「ねえねえ、お兄ちゃんたち」

　フィルが明るい声を出した。

「ちょっと、ギリアムさんが殺された直前の状況を再現してみない？　そうしたら、ギリアムさんが殺された理由が分かるかもしれないよ？」

「なるほど。って──俺もやるのか？　お客さんの役」

「もちろん。再現するんだもん」

「…………」

　俺はたっぷり三秒、間を置いてから叫さけんだ。

「また空唱カラオケかよ！」




　そんなわけで、俺たち五人による、事件を再現するための空唱が始まった。

「まず四人のグループはウェイウェイ言って盛り上がっていたッス。で、お客さんのひとりが『酒と泪なみだと姫ひめ騎き士しとオーク』って曲を歌ってたンスよ」

「なんて曲だ……」

「じゃあ、私がその曲を歌ってみるわね」

　言うが早いか、マリカは即そく座ざに空唱機カラオケシステムに向かって曲番号を入力。

　ほどなくして、ちゃらららん、とイントロが始まった。

「殺せ[image: ～][image: ～]　殺せ[image: ～][image: ～]　くっ～　殺せ[image: ～][image: ～]♪」

　マリカは美声で歌いまくる。

「こうして、お客さんのひとりが歌ってる間に、お前が部屋の中に入ってきたんだな」

「そ」

「再現してみてくれ」

「ういッス」

　ギリアムは一度部屋を出て、コンコンとドアを叩たたいた。

　そして入ってきて、四人分のジュースを机き上じように置くと、

「ここでちょうど『酒と泪と姫騎士とオーク』が終わったッス」

「はい、終わった、と……」

　俺は『演奏中止』の処理を施ほどこした。

　すると曲が終しゆう了りようし、マリカが「あっ！」と短く叫ぶ。

「ちょっと、アラン君。いまいいところだったのに！」

「歌いに来たんじゃないんだぞ。俺たちのやってるのは、あくまで再現だ。……で？　このあとどうした？」

「学生グループのふたりが『ワンワンラブ』って曲を歌い始めたッス」

「はい、ふたり組。フィルとサーシャ、頼む」

「お兄ちゃんと歌いたかったな～」

「わたくしだって、アラン様と一緒に歌いたかったのに……」

　ぶつくさ言いながらも、フィルとサーシャはふたりで歌い始めた。

『ワンワンラブ』はいまアイザイル王国で一番売れているアイドルグループの曲だ。犬のことが好きで好きでしょうがない男がいる。犬に対して百年先も愛を誓ちかう、という歌詞なのだ。

　男も犬も、百年後には死んでいると思うのだが、生まれ変わっても好きなんだ、と解かい釈しやくしておくのが妥だ当とうだろうな、うん。

　ところでフィルとサーシャは無難に『ワンワンラブ』を歌っている。

　そういえば前、フィルはアイドルの歌を歌いたがっていたな。好きなんだろうな。実際、歌はなかなかうまいもんだ。

　……っと、いけない。これは殺人事件の再現だ。歌に聴きき入っちゃいけないぜ。

「で、ギリアム。それからどうした？」

「えーと、学生グループから『盛り上げ係が足りないんで、店員さんタンバリン叩いてくださーい』って言われたんで」

「……叩いたのか？　タンバリン」

「そう。こんなふうに」

　ギリアムは、シャカシャカとタンバリンを鳴らす。

　フィルとサーシャの歌声に合わせて踊おどりつつ、シャカシャカパンパンとタンバリンを鳴らすギリアムの姿。腰こしの振ふり方がやけに堂に入っていてキモい。「百年先も～♪」「犬に誓うよ～♪」タンバリンに合わせて踊りまくるサーシャとフィル。こちらは可愛かわいい。サーシャのおっぱいがばいんばいんに揺ゆれているところとか、フィルのミニスカートがめくれあがってパンチラしているところは、永久に記き憶おくしておこうとも思った。

　で、五分後。歌は終わった。

「ふうっ、歌い終わりましたわ！」

「サーシャお姉ちゃん、一緒に歌ってくれてありがと～！　うぇーい！」

「うぇーい！　ですわ！」

　なんか盛り上がってハイタッチしているフィルとサーシャ。うぇーいが感染うつってるよ、ふたりとも。うぇーい。

　……ちょっと前は俺を巡めぐってなんだかギスギスしていたふたりだが、いまはそこそこ仲が良くなったような気がする。たぶん。なんだかんだでこの子たち、相あい性しようは悪くないんじゃないだろうか。

「で、ふたりが終わったら、そこで、最後のひとりが歌ったッス」

「…………最後のひとり」

「そう。そいつが歌ったのを聴き終わってから、オレは部屋から出たンスよ」

「…………」

　最後のひとりって、やっぱり……。

　俺はぶわっと脂あぶら汗あせを出しながら、室内を見回した。

　フィルもサーシャもマリカもギリアムも。四人はじっと俺を見ている。

　俺は、ふっと笑って席から立つと、

「…………最後のひとりは、まあ、スルーでいいだろう」

　そう言って、部屋を出ていこうとして──

「そうはいかないわよ、アラン君」

　マリカに腕うでをつかまれた。

「私たち三人は再現空唱をしたんだから。あなたもやるべきだわ」

「いや、でも。……ギリアムはあと、黙だまって歌を聴いただけで、それで部屋から出たんだろ？　それなら別に俺が歌う必要は……ないんじゃないか？」

「でも、あたしたちも歌ったんだし」

「アラン様も歌わないと不公平ですわ」

　フィルとサーシャのもっともな言葉。

　……やっぱりこうなるのか。もっと早く逃にげ出すべきだった。

　もはや覚かく悟ごを決めて歌うしかないのか──

「ギリアム。最後のひとりはどんな曲を歌ったんですの？」

「『俺の尻しりをなめてくれ』って曲ッス」

　なんかとんでもないのがきた。

「ぷっ、な、なによその曲!?　そんな曲あるんだ？」

「あはははっ、お兄ちゃんが歌うんだ？　おもしろーい！」

「アラン様のお尻なら、わたくしがなめてさしあげたいですわ！」

　お前らばかやめろほんとやめてください。

「ウェーイ！　じゃ、入れるッスよ～」

　ギリアムは素す早ばやく空唱機カラオケシステムを操作し、『俺の尻をなめてくれ』を入力してしまった。

　ほどなくイントロが流れだし──

『俺の尻をなめてくれ』

　魔マジ力ツク晶板クリスタルプレートに曲のタイトルが表示される。

　ヤバい。このままではこんな曲を歌うことに……ど、どうする！

　俺は脳みそをフル回転させた。魔ま法ほうを使うか？　なんの魔法を！　サンダーも、ダウンも、いまとなっては意味をなさない。他ほかの手段もなにひとつ思いつかない。

　ずずずん。ずん……♪　ずずずん。ずずん……♪

　いよいよ曲が始まる。もうダメだ。歌うしかない！

　──ぷぅっ。

「……へ？」

　空唱は──屁へのような効果音を出して、それだけで終わってしまった。

「……なに、いまの？」

　すると、ギリアムがげらげら笑いだした。

「あーっはっはっは！　いまの顔、いまの顔！　アランくんのいまの顔っ!!」

「……ギリアム。この曲はなんだ？」

「いやぁ、『俺の尻をなめてくれ』って、宴えん会かい用のウケ狙ねらいソングなんスよ。タイトルもさることながら、曲もたったの二秒！　オナラの効果音だけで終わっちゃうから、なんだそりゃ！　ってみんなが笑っちゃう曲なんス！」

「なんだそりゃ！」

「当時も笑いが取れてたッスよ。へへへ。いや～、やっぱりアランくんは面おも白しろいなぁ！」

　ギリアムはやたらげらげら笑って──その笑い方で気が付いた。

　こいつ、俺をイジりやがった！

　そ、そのカンに障さわるニヤつき方。学生時代を思い出すぞ。なんでこの手の連中は、本当に、ほんっとうに、嫌いや味みったらしい笑え顔がおをするんだろうな!?　ああ、トラウマが!!

「…………ま、まあいいわ」

　マリカが少し呆あきれたように口を開いた。

「とにかく、ここまで見届けて、あなたは部屋を出たわけね？」

「そッス。で、廊ろう下かに出て少し歩いたところで」

「殺された、というわけですわね……」

「なんか変なオチになっちゃったけど。とりあえず、こうして再現してみたところ、特にギリアムさんが殺されそうなポイントは見つからないね。どうする、お兄ちゃん？」

「……そうだな」

　俺はイライラしながら口を動かす。

　歌わなければならないのかと緊きん張ちようさせておいて、この結末。しかもギリアム殺人事件のヒントさえ見つからないし。徒労とはまさにこのこと。その上、昔の怒いかりまで思い出してきて……。

　──なんて思っていると、ギリアムが、やたらニヤニヤしながら俺を見つめてきた。

「いや～。それにしてもアランく～ん。さっきすっごいマジな顔してたッスよね。『俺の尻をなめてくれ』が始まる直前。くくっ、アランくんって昔と変わってないッスね！　いつもなんか糞くそ真ま面じ目めで！」

　イラッ。

「……別に俺は真面目じゃない」

　少し、ドスをきかせた声で言った。

　本音だ。お前らのノリがチャラすぎるだけだ。俺は……普ふ通つうだ。

「またまたぁ。アランくんっていつもそうだったよね～。オレらが空唱カラオケに何度誘さそっても来ねえし～。空気よまねぇし～」

「…………」

「ほらほら、アランくん。真面目じゃないって言うなら、いまからなんか空唱歌っちゃってくださいよ[image: ～][image: ～]ノリがいいとこ見せてくださいよ[image: ～][image: ～]」

「……は？」

「だって、女の子たちはみんな歌ったのにアランくんだけ歌わないのは不公平っしょ！　ってわけで──アランくぅーん？」

　ギリアムが、昔みたいにウザい感じで調子こいてきた。

　トラウマが本格的に甦よみがえってくる。学生時代、さんざんコケにされた恨うらみも……。

　う、う、う……。ううううう──

「うーたーえ！　はい、うーたーえ！　はい、うーたーえ！　はい、うーたー……」

　次の瞬しゆん間かん、俺ははがねの剣けんを引き抜ぬいてギリアムに斬きりかかっていた。

　俺の攻こう撃げき！

「ぐふっ！」

　ギリアムに大ダメージを与あたえた！

　ギリアムは死んでしまった！

「……あっ」

　しまった。

　ギリアムを殺してしまった。

　俺の前には、左ひだり肩かたから腹部にかけてばっさりと斬られ、傷口からどくどくと血を流しているギリアム──の死体が転がっている。

　完全に殺してしまった。手ごたえあり。

「……やっちゃった」

「ちょ、ちょお！　アラン君っ!?」

　マリカが、さすがに慌あわてふためく。

　しーん、と静まり返る室内。

　──俺は頭をかいた。

「いや、ごめん。なんかこう、ついカッとなって……」

「つい、じゃないわよ！　あなた、仮にも勇者が一いつ般ぱん市民を殺していいと思ってるの!?」

「ごもっとも……。いや、学生時代の恨みつらみって、本当に尾おを引くもんだな。あんまり昔を思い出す感じで迫せまってこられたもんで、気が付いたらこう、バッサリと……」

　ウェイウェイうるさくイジってくるやつをブチ殺したい。

　という、学生時代の暗い願望が噴ふん出しゆつしてしまった。自分でもびっくりだ。

「なにを他人ひと事ごとみたいに……どうするのよ、これ！」

「え、えっと……そうだ、大だい丈じよう夫ぶ！　フィルの魔法で生き返れるから！」

　俺は冷や汗あせをかきながら、フィルのほうへと向き直る。

「そういうわけだ。ギリアムを生き返らせてやってくれ」

「あ……う、うん。よ、ヨミガル！」

「人の命がゴミのようですわね……」

　フィルが魔法を使い、サーシャはその横で顔を引きつらせている。

　ギリアムは、むくり。本日二度目の蘇そ生せいを果たした。

　かと思うと、かつてのクラスメイトは復活するなり戦せん慄りつの表情を俺へと向けてくる。

「こ、これが勇者のやることかよ……こええよ……どうかしてるよ、お前……」

「本当にどうかしているわね」

「あたしがついてきてよかったね、お兄ちゃん。いろんな意味で」

「も、申し訳ない」

　全員から白い目で見られる俺。俺は素す直なおに頭を下げた。

「……でもまあ、おかげでギリアムを殺したやつのことが少し分かったぜ。ギリアムは俺より背が高い。剣で斬りかかったが、頭をやるのは難しいと瞬時に思った。それで左肩からバッサリとやったんだが……。そうなると──」

「ギリアム氏は、後頭部をやられていたわね」

「そう。ということは、犯人はギリアムよりも背が高い人物の可能性が高いってことだ」

「ギリアム。昨日のお客様の中で、背が高い人はいましたか？」

「親子連れがいたッス。四十歳くらいの父親と、十二歳くらいの女の子で……。その父親のほうが、めちゃくちゃ背が高かったッス」

「その親子、まだこの街にいますかしら？」

「たぶん……。宿屋に泊とまるみたいなことを言っていたような……」

「よし、その親子に会いにいこう！」




　街の宿屋。

　その一室に泊まっている親子連れは、魔王オルタンスとその娘むすめ、ミドラであった。

　もちろんふたりは人間に化けている。

　オルタンスはカリカリしていた。

　昨日、魔王城に戻もどる途と中ちゆう、この街に立ち寄ったとき、ミドラが「もう一度だけ空唱にいきたい」と言った。なので、仕方なく空唱室カラオケボツクスに赴おもむいたのだ。

　そして事件は起きた。オルタンスが、空唱室の廊下を歩いていると、目の前からチャラそうな店員が歩いてきたのだ。

「あ、こんちはーッス」

　チャラ店員はいいかげんなあいさつをしてから、オルタンスの横を通りすぎていく。

　そのとき店員は鼻歌で『酒と泪なみだと姫ひめ騎き士しとオーク』を歌っていたのである。

　魔王オルタンスは激げき怒どした。なぜならばその曲は、以前、採点システムを使って歌ったときに十三点だった曲だからだ。トラウマが甦ってくる。

　ただでさえ、ウェイウェイ言ってそうなチャラ男が嫌きらいなオルタンスはキレた。

　この人間、生かしておくものか！

　オルタンスは、チャラい店員を後ろから殴なぐりつけて殺した。

　──これがギリアム殺人事件の真相だった。

「まったく、これだから空唱に関かかわる人間などろくなものじゃないわ。ミドラがどうしてもと言うから、空唱室にもう一度だけいってみたが……。不ふ愉ゆ快かいな思い出だけが残ったぞ！　この魔王オルタンスを馬ば鹿かにしおって！」

「だからといって、なにも人間を殺さなくても」

「むう。しかし、ついカッとなって……。気が付いたらこう、ポッカリと……」

「あれは、ポッカリ、というレベルを超こえていた」

　ミドラの淡たん々たんとしたツッコミに、オルタンスは「ううむ」とうなった。

　そのときである。

「すべて聞いたぞ！」

　部屋のドアが勢いよく開き、そこに──




　俺が登場したのである。

　後ろにはフィル、サーシャ、マリカ、ギリアムもいる。

「……アラン？」

　ミドラが小首をかしげる。

　俺はミドラに微び笑しようを返しつつも──ミドラの父親、オルタンスさん……。

　いや、魔ま王おうオルタンスを睨にらみつけた。

「ずっとドアに耳をくっつけて、聞き耳を立てていたんだ。オルタンス、あんたは魔王だったんだな！」

　俺が叫さけぶと、魔王オルタンスは舌打ちして、立ち上がった。

「アイザイにんげんのル王国りようどを出るまでは、おとなしくしておいてやろうと思ったが……。仕方がない。いかにも、ワガハイが魔王オルタンスである！」

「やっぱりそうか！」

　俺は、はがねの剣を鞘さやから抜くと、その場で構えた。

　後ろにいるマリカがレイピアを引き抜き、さらにフィルとサーシャも構えを取るが、

「よせ、相手は魔王だぞ。ここは俺がひとりで戦う！」

「そんな、アラン様……」

　サーシャの声がとどろく。マリカとフィルも、戸と惑まどっているようだ。ついでにもうひとり、ここにはギリアムもいるのだが、こいつはまあどうでもいい。むしろ戦いの巻き添ぞえになって死ね。

　おっと、それどころじゃない。

　前を見ると、魔王オルタンスは正体をあらわしていた。

　顔面の皮ひ膚ふが崩くずれ落ち、青黒い肌はだと鋭するどい眼まな差ざしが登場する。

「小こ僧ぞう、まさかお前が勇者だったとはな。先日、会ったときには気づかなかったぞ」

「俺もだよ、魔王」

「まぁいい。ここで会ったのも運命なのだろう」

　魔王はニタリと口角を上げると、大声で叫んだ。

「ここで一気に、勇者の貴様を片付けてくれるわ！」

　ものすごい迫はく力りよくだった。

　……くそ、空唱カラオケから逃にげるために勇者になったのに、まさかこんな流れで魔王と戦うことになるとは。

　勢いでこうなってしまったし、ミドラの父親と戦うってのもなんだか嫌いやな気分だが、もう仕方がないぜ。

「みんながどうにかなる相手じゃない。部屋の外に出ていろ」

「冗じよう談だんじゃないわ。私は戦うわよ、アラン君！」

「いいから、下がるんだ。……もしものときは、サーシャとフィルを守ってやってくれ」

「……！」

　俺は真顔でマリカに頼たのんだ。すると彼女は、俺の心を察してくれたようである。

　いつもの態度はどこへやら。こくりと大きくうなずくと、部屋を静かに出ていった。

　かくして室内は、俺と魔王オルタンス、そして魔王の娘ミドラの三人だけになる。

　俺ははがねの剣を正眼に構え、眼前の敵と睨み合いながら問いかけた。

「魔王、戦う前に聞いておく。平和的に解決する気はないんだな」

「ない」

「残念だ。……俺とミドラは仲良くなることができた。だから人間と魔族でも話せば分かりあえる。そう思うんだけどな」

　これは俺の本音だった。

「パパ。ミドラも、アランと仲良くしたい」

「……ミドラ？」

「アランはミドラと遊んでくれた。……ミドラは人間の友達なんかいなかったし、魔王様の娘だからって、モンスターの友達もいなかった。そんなミドラとアランは遊んでくれた。空唱を歌ってくれた。すごく、すごく楽しかった……！」

「…………」

「魔王。ミドラもこう言っている。それでも戦わなきゃいけないのか!?」

　俺は必死になって叫んだ。ミドラのためにも、できるならその父親と戦いたくはない。

　だが、魔王オルタンスはかぶりを振ふった。

「ワガハイも、人間と仲良くできないかと思ったことがある。この戦い、魔王軍から仕し掛かけた戦いだが、和わ睦ぼくをしようと最近は考えていた。……だが、ダメだ。ワガハイは人間を絶ぜつ滅めつさせねばならないのだ。それだけの理由があるのだ」

「理由だと？　どんな理由だ、それは？」

　強い声こわ音ねで尋たずねると、魔王オルタンスは低い声で回答した。

「空唱だ」

　はい。……なんか魔王様、意味不明なこと言い始めた。

「ワガハイは空唱が嫌いなのだ。だから空唱が好きな人間どもは滅ほろぼさねばならぬ。先日そう決意した」

「……ちょっと待て」

　俺は神しん妙みような声で言った。

「俺も空唱が嫌いだぞ」

「なんだと!?　噓うそを言うな。人間のくせに空唱が嫌いなど──」

「パパ、それは噓じゃない。アランは空唱が嫌いだと言っていた。ミドラが何度もお願いして、ようやく少し歌ったけれど」

「……それは……本当か……？」

　魔王オルタンスは、ぎょろり。視線をこちらに送ってくる。

　俺は小さくうなずいた。

「俺は空唱が嫌いだ。なにが楽しくて人前で歌を歌わないといけないんだ」

「ワガハイも空唱が嫌いだ。どこがおもしろいのか皆かい目もく理解できぬ」

「それなのに周囲から歌え歌えと言われたりして」

「勇気を出して歌ってみればボロクソだった」

「だから歌いたくないと言ったのに」

「歌わなければ人でなしみたいな扱あつかい」

「ゆ、勇者よ。気が合うではないか」

「俺もだ。魔王……」

　話せば話すほど、魔王の空唱嫌いが本物だと分かっていった。

「な、ならば勇者よ。われわれが争うことなどないではないか」

「あ、ああ……。いや、しかし……俺は仮にも勇者で……」

「肩かた書がきなど友情の前では無意味。……勇者アランよ。ワガハイは言いたい」

　魔王は、一度深呼吸をしてからはっきりと言った。

「ワガハイの味方になれば、世界の半分である空唱のない世界をやろう」

　世界の半分も占しめてるのかよ、空唱は。

　思わず心中でツッコんでしまった。

　だが、なんて魅み力りよく的な言葉なんだ！

　想像してごらん。空唱のない世界を。

　もしもこの世に空唱がなかったら、俺の人生はどうなっていたか。

　きっと、もっと優やさしく、温かい人生が待っていたに違ちがいない。

　そうだ、空唱がなければ……空唱さえ滅ぼせば……！

　俺は勇者だ。世界の平和を守る立場にある。……しかし。

　こんな（空唱だらけの）世界を守る価値はあるのか……？

　数秒の逡しゆん巡じゆんを経て、俺は魔王の言葉に、こう答えたのであった。

「はい」




　こうして、俺と魔王は手を組んだ！

　そして翌日、俺とオルタンスは、ふたりでアイザイル王宮に攻せめ入ったのである。

　兵士や騎き士しが攻めてきたが、俺はダウンの魔法を発動させ、やつらの素す早ばやさを下げる。兵士たちは、ゆっくりとした動きになる。こうなれば、もはや俺たちの敵ではない。

「魔王、いまだ。一気に王様のところへ攻め込むぞ！」

「おおとも、勇者！」

「必ず作る！」

「空唱のない世界をな！」

　俺たちはいま、一丸となっていた。まさに友情パワーだ！

　俺とオルタンスは全力で疾しつ走そうし、謁えつ見けんの間に突とつ入にゆうした。

　室内には、王様がひとり。その王様は俺の姿を見るなり嘆なげいた。

「おお、勇者よ。魔王の手先になってしまうとは情けない！」

「なんとでも言うがいい！」

　空唱をこの世から無くすためなら、俺は手段を選ばない。

「王様、俺と魔王には要求がある。この要求さえ飲んでくれたら、俺たちはさっさと撤てつ退たいする。そして魔王軍は、二度とアイザイル王国に攻め入らない。そうだよな、魔王？」

「うむ」

「……なにが望みなのじゃ」

　王様は、俺たちふたりを睨みつけながら、震ふるえる声で問うてきた。

「簡単な話だ」

　俺は、その要求を口にした。

「アイザイル王国から、空唱をすべて消しよう滅めつさせろ」

　こうして、アイザイル王国から空唱はなくなった！




　そんなわけで数日後。

「いやあ、めでたしめでたしだ。世界は平和になった。最高の気分だ」

「……楽しそうね、アラン君」

　俺の隣となりにはジト目のマリカがいる。

「ああ……なんてことかしら。平和はいいことだけど……あまりにも馬ば鹿かげた終わり方よ。いくら魔ま王おうが空唱嫌ぎらいだからって、それに便乗するなんて」

「うまく利用したと言ってほしいな」

　俺と魔王が、空唱が嫌いという点で意気投合した事実は、みんなには秘密にしてある。

　今回の一件は『魔王オルタンスは空唱が嫌いだった。そのため、アイザイル王国から空唱をなくせば、もう侵しん略りやくはやめると言った。それを知った勇者アランは、魔王を国王のところまで連れてきて、和睦を成立させる仲立ちをした』ということになっている。

　王国最大の娯ご楽らくである空唱が消える──

　それについては、国民の間でも賛否が分かれたのだが、しかし平和には代えがたい。

　だれの血も流さず、空唱がなくなるだけで魔王軍と和睦が成立するならけっこうなことだ──そういう意見もそこそこ出ている。

　とにかく、王国が平和になったのは間違いないのだ。

　俺としても、空唱がなくなったのは大変めでたい。

「これこそまさにハッピーエンドさ。あのまま魔王を倒たおしていたら、ミドラだって悲しんでいただろうしさ」

「それはそうなんだけど、なにか釈しやく然ぜんとしないわね……」

　ため息をつくマリカだったが──ところでそんな彼女は、いつもの騎士服ではなくメイド服を着ていた。

　いま、俺とマリカがいるのはアイザイル王国首都。

　の中にある、元空唱室カラオケボツクス『歌姫』の屋内だ。

　ここは、いまではメイド喫きつ茶さになった。

　国中で空唱が禁止されたため、サーシャのお父さんは商売替がえをして、メイド喫茶を開いたのだ。

　なにせ国が平和になったので騎士団は人員削さく減げん。その結果、マリカは騎士からメイドさんに転職することになった。

　そして俺も勇者をやめて、メイド喫茶の警備員になったのだ。

　いや、だって俺が勇者になったのは職場の空唱から逃にげるためだし。

　その空唱がなくなったのなら、普ふ通つうの仕事に就ついてもいいし。

　ましてその就職先がサーシャのお店なら、気苦労もなくていいってもんだ。

「とにかく平和はいいことだ。みんなハッピーハッピーだ」

「そうですわよ、マリカさん。血を流さずに解決する。これこそ真の勇者ですわ」

　やっぱりメイド服を着ているサーシャが言った。

　すると、これまたメイド服を着ているフィル（この子は正式に就職したんじゃなくて、アルバイトで働いている）が口を開く。

「そういえば、あのギリアムさんって人、お店をやめちゃったんだよね？」

「ええ。あの人はアラン様のように腕うでっぷしも強くないので警備員も務まりませんし。そこで第二の人生を歩んでいただくことにしたのですわ」

「そうか、ギリアムはクビになったのか」

　どうりで顔を見ないと思った。

「あいつ、どこに再就職するんだろうなあ」

「うちをやめるときには、アンパン売りになると言っていましたわ」

「餡あんパン？　あの、東方の国にあるってうわさのパン？　黒くて甘くて、もったりとしたクリームが入ったパンだよな？」

「いえ、それではなくて。袋ふくろに入った空気みたいなもので、スーッと吸ったら極楽ごくらくの世界、それがアンパンだ、と言っておりました」

「……アンパンってそんなんだっけ」

　ところで、メイド喫茶はそれなりにはやっていた。
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　サーシャの用意した料理やケーキ、フィルの愛あい嬌きよう、それになんといっても元美少女騎士のマリカ・エスボードがメイド服を着て出で迎むかえてくれるのだ。はやるのは当然である。

「アラン様、すみません。倉庫からミルクを持ってきてくださいませんか？　二十人分、お願いします」

「おう、分かった。お安い御ご用ようさ」

　サーシャの指示に応こたえて、ミルク運びの仕事を行う。

　よいしょ、よいしょと厨ちゆう房ぼうにミルクを運び入れるのだ。

「お兄ちゃん、警備員なのにミルク運びもするの？」

　フィルの問いに、俺はこくりとうなずいた。

「雑用係も兼かねているのさ」

　罪悪感もあるのだ。

　勢いに任せて空唱カラオケを国から無くしてしまったが、それはガイさんとサーシャの仕事を奪うばうことでもあった。ふたりは気にしていないようだし、メイド喫茶もうまくやれているようだが、それでも気にはなる。というか、この点は本気で悪かったと思っているんだ。

　ガイさんなんか『空唱こそわしの命だ』って言ってたほどの人だしな……。

　その人から空唱を奪ったのだから、せめて一いつ生しよう懸けん命めい、お店のために働かないと。

　──と、そのときだった。

「ん？」

「どうされましたか、アラン様」

「いや、あのふたり。なんか挙動不ふ審しんなんだが」

　店の片かた隅すみにいる、ふたりの男。なにやらキョドキョドしているのだ。

　怪あやしいな。声をかけてみるか。

「ちょっとすみません」

　そのふたりに声をかけると、彼らはぎょっとして振ふり向いた。

「あなたたち、さっきから注文もせずに、そんなところでなにをやってるんです？」

「……そ、それは」

　男たちはオドオドする。いよいよ怪しい。

　と、そのときだ。……ぽろり。

　男の上着のポケットから、小さな袋がこぼれ落ちたのだ。男たちは顔を蒼そう白はくにした。

「なんだ、この袋？」

「この袋はうちの袋ですわ。金貨をまとめておくために使う小さな袋なのです」

「なんだって!?」

　隣に来たサーシャのセリフに、俺は目じりを吊つり上げる。

「……お前ら、泥どろ棒ぼうか」

「か、勘かん弁べんしてくれ。仕方がなかったんだ」

　男の片割れが、泣くような声で言った。

「おれたちは傭よう兵へいなんだが、魔王との戦いが終わって平和になって……。失業したんだよ。盗ぬすみでもやらないと、食っていけなかったんだ」

「だからって、盗みはよくないぜ」

「アラン様。もういいですわ、金貨も戻もどってまいりましたし、この人たちも反省しているようですから、見み逃のがしてあげてくださいまし」

「サーシャは優やさしいなあ……」

　甘い気もするが、まあこれがこの子のいいところでもあるんだよな。

　とりあえず、雇やとい主のサーシャがそう言ってるのだからと思い、俺は泥棒ふたりを解放してやった。男たちは何度も頭を下げながら、その場を去っていったのだが……。

「だけど根本的な解決になってないな。ああいうやつらが、またきっと出てくるぜ」

　うーむ、平和になると困るやつも出てくるんだなあ。魔王との戦いでメシを食っていたやつもいるってことか。まあ、俺やマリカもその類たぐいだったんだけど。

「この状じよう況きようを生み出した俺にも責任の一いつ端たんはあるな。……よし」

　俺はぽんと手を叩たたくと、サーシャの大きな瞳ひとみを見つめながら言った。

「サーシャ、悪いが早退させてくれないか。ちょっと俺、出かけてくるよ」

「どちらへいかれますの？」

　怪け訝げん顔のサーシャに向かって、俺は答えた。

「魔王のところ」




　俺は大陸の北側にある、魔王オルタンスの城にやってきた。

　煤すすぼけた感じの黒くろ煉れん瓦がで築かれたその城じよう郭かく。城の周りにはガイ骨が散らばり、醜しゆう悪あくな面つら構がまえの牛男ミノタウロスやらスライムやらがうろうろしていて──

「あ、勇者さん。どーも」

「ドーモ」

「ピギィ」

　ガイ骨が起き上がってあいさつをしてきた。牛男とスライムも、俺に声をかけてくる。俺は手を挙げて返事をした。魔ま王おうと和解した結果、既すでに顔なじみとなったモンスターたちであった。

　どうにも緊きん張ちよう感かんに欠けるが、まあ平和でいいか。

　で、汚よごれた煉瓦が敷しき詰つめられた長い廊ろう下かを進んでいると、

「……アラン？」

　ミドラとばったり出会った。

「よう、ミドラ」

「アラン。うちに来るなんて珍めずらしい。というか初めて」

　ミドラは相変わらずの無表情。だが心なしか、両りよう頰ほほに朱しゆが差しているように見えた。

　前と同じワンピースで、身体からだが透すけて見えている。下着もつけていないのが丸分かりだ。

　以前に見てしまった、彼女の肉体を思わず思い浮うかべそうになりながら──俺はかぶりを振って想像を打ち消し、彼女に尋たずねた。

「魔王に用があって来たんだけど。あいつ、いるかな？」

「いる。城の裏手で洗せん濯たくをしている」

「魔王みずから洗濯とは、庶しよ民みん的だな」

　俺はミドラと一いつ緒しよに、裏手へと向かう。

　やがてその場所に到とう着ちやくすると、オルタンスは確かに洗濯をしていた。

「よ、魔王」

「なんだ、勇者か。珍しいな、なんの用だ？」

「ちょっとな。……悪いな、洗濯で忙いそがしそうなときに」

「いや、もうすぐ終わる。そこで待っていろ」

　ああ、と答えながら俺はチラリと魔王の手元を見た。

　洗濯板でごしごしと洗っているそれは、どう見ても女の子用のパン──

「このケダモノ─────!!」

　俺は思い切り魔王の胸むなぐらをつかんだ。

「なっ、なにをする、勇者!?」

「黙だまれ！　貴様、ついに少女に手を出したな！　そのパンツが動かぬ証しよう拠こだ。魔王ともあろう者が、ロリコン趣しゆ味みに染まるなんて──」

「アラン。それはミドラのパンツ」

「え」

　ミドラにツッコまれて、俺はぽかんと口を開けた。

「手を離はなせ。痛いぞ」

　魔王の視線が冷たい。「わ、悪い」と俺は謝って、魔王から手を離した。

　魔王は「ふん、分かればいい」と答えると、続けてパンツをごしごしと洗い始めた。

「……ミドラ、パンツをちゃんと穿はくようになったんだ」

「アランがミドラに言った。パンツを買ってもらえ、と」

「た、確かに言ったけど」

　すっかり忘れていたぜ。魔王のやつ、ちゃんと買ったんだ。

　いや、しかし娘むすめのパンツを魔王がみずから洗うとは……。

「まったく、子供用の下着は洗うのがたいへんなのだぞ。毎日ちゃんと綺き麗れいにしないと汚れが定着するからな」

「毎日お前がやってるのかよ。奥さんとかいないの？」

「逃にげられた」

　魔王は小さな声で言った。

　あ、ヤバい。これもしかして地じ雷らい？

「ワガハイがギャンブルばかりしておったのに愛あい想そを尽つかしてな。……いまでは悪かったと反省している」

「なにその人間くさい離り婚こん理由。つーか魔王のくせにバクチやってんじゃねえよ」

「魔王だからこそだ。ワルといえばバクチだろう」

「……まぁワルといえばワルだが」

「慰い謝しや料りようもけっこうな額になってなぁ」

「慰謝料まで払はらうのか」

「ワガハイがアイザイル王国の領土を奪おうと思ったのは、それも原因のひとつなのだ」

「スケール小さっ。そんな理由で攻せめてきてたのかよ!?」

　慰謝料目当てで攻められるこっちはたまったものじゃないぞ！

　そんなもん踏ふみ倒たおせよ。ワルだろ？　魔王だろ？

「とんだ魔王もいたもんだ……」

「空唱が嫌きらいで勇者になったお前も、似たようなものだろう」

「ぐ」

　それを言われると一いち言ごんもない。

「……しかし魔王よ。そうなると今回、戦争は終わったし……。慰謝料が払えなくなるんじゃねーの」

「ふむ。だから金がない。ミドラのパンツも一枚しか買えなかった」

「娘のパンツ代にさえ事欠く魔王って」

　俺は思わずツッコんだ。どうりで今日のミドラもワンピースの下が裸はだかなはずだ。

「ミドラは気にしない。パパにはごはんを食べさせてもらっているだけで感謝」

「いつもすまないな、ミドラ……」

「パパ、それは言わない約束」

　泣きそうな顔をするオルタンスを、ミドラがよしよしと頭を撫なでて慰なぐさめる。無表情で。

　なんだか切ない話である。それなのに、いまいち同情できないのはなぜだろう。

「……ところで勇者よ」

「うん？」

「洗濯は終わったぞ」

　そう言いながら、魔王は立ち上がってパンツを干したものである。

「なにかワガハイに用事があったのではないか？」

「そうそう、そうだった。あのさ、俺たちのために人間とモンスターの争いが終わったよな。だけどその結果、戦いで飯を食ってたやつらが、食っていけなくなったんだ」

「ほう。失業問題というわけか」

「そーそー。これ、どうにかならないかなと思って」

「じつは我々にも問題が起こっている。モンスターどもが暇ひまをもてあましていてな。このままでは、また人間の領土を襲おそうやつらが出てくるかもしれん。なんとかせねば」

「なんてことだ、そっちもか」

「たまにワガハイの命令を聞かないやつもいるからな。ナンモナイ村のドラゴンも、そうだった。あまりやりすぎるなと言っていたのに、森の樹木を喰くい荒あらしていたという」

「あのドラゴン、めちゃくちゃ暴れていたから倒したけど、そんなやつだったのか」

　ま、人間でも、みんながルールを守っているわけじゃないしな。モンスターにもそういうやつがいるだろう。人間だろうがモンスターだろうが、根は似たようなもんだ。

　まあ、だからこそ俺と魔王は気が合ったんだが……。

　おかげで王国から空唱カラオケは消えた。

　サーシャの店で使われていた空唱機カラオケシステムは、倉庫の片かた隅すみでほこりをかぶって眠ねむっている。……そういえば、あの空唱機をどう処分するかで困っているって、サーシャは言っていたな。これもどうにかしてやらないと。

「ん？　待てよ」

「どうした、勇者」

「魔王よ。ふと考えついたんだが」

「ほう、聞かせろ」

「実はな。……ごにょごにょ」

　魔王に耳打ちすると──してから思ったが、別に小声になる必要はなかったな──オルタンスは、ニタリと口角を上げて言った。

「なるほど、悪くないアイデアだ」




　そんなわけで半月後、アイザイル王国の港町フォーライ。

　紺こん碧ぺきの水平線がまぶしいその町は、たくさんの船が出入りするだけあってとても賑にぎやかだ。白い大理石で築かれた数々の建物が美しい。そして道を行き交かう人々の中には、アイザイル人だけではなく、外国の人たちも交ざっている。

　そんな国際港に、一隻せきの船がやってきた。

　この船には、海の向こうにあるゼイロヌ国の商人が乗っているはずなのだ。

「魔王、用意はいいな？　なんとしてもゼイロヌ国に空唱を売り込むぞ」

　俺が振ふり返ると、オルタンスは「うむ」とうなずいた。

　これが俺の考えたアイデアだった。

　すなわち、空唱文化のないゼイロヌ国に、空唱機を売りつけるのだ。

　オルタンスと話をした翌日、俺はさっそくゼイロヌ国の商人ギルドに、新商品を売りたいという手紙を伝でん書しよ鳩ばとで送りつけた。元勇者の肩かた書がきは伊達だてではなく、ゼイロヌ国のギルドはすぐに「イナイナという商人をアイザイル王国へ送ります」との手紙を送り返してきてくれた。その商人が今日、この港町にやってくる手はずになっているのだ。

　これがうまくいけば、空唱機販はん売ばいの仕事が創出できる。アイザイル王国中にある空唱機は膨ぼう大だいな量だから、これを売る仕事ができれば、失業対策になるだろう。

　モンスターだって荷物運びとか、道具運びの護衛の仕事ができるわけだし。そしてそこから魔王は上納金を手に入れる。すると元奥さんへの慰謝料が払える。サーシャの店で眠っている空唱機も、お金になる。みんな揃そろって幸せになれるぞ。やったね。

　……それにこうすることで、アイザイル王国内にあった空唱機をすべて、外国に押し付けることができるぜ。

　ククク……こうすればもう二度と国内で空唱文化が復活することもないだろう。俺はほくそ笑えんだ。外国に空唱機を売りつける最大の目的はここにあったのだ。

　空唱はこの国から亡ほろびるがいい。

　空唱さえなければ、すべてがうまくいくのだ。

　空唱。それはこの国のガン細さい胞ぼうだ。すべて死すべし。

「あの～」

「ん？」

　声をかけられたので振り返ると、そこには女の子がいた。

　見た目はフィルと同じ十代半ば。燃えるような赤い髪かみをおさげにしている。自分の背せ丈たけと同じくらいの巨きよ大だいな革かわ袋ぶくろを背負っているのが印象的だった。

　ただ、もっと印象的なところがあった。

　耳が、猫ねこのようにふさふさしているケモノ耳なのだ。

「ウチに手紙を送ってくださった、アランさんっていうのは、あなたですか？」

　ケモノ耳の子は、にこにこと笑いながら言った。

「あ、うん。俺だけど」

「あ、よかったー！　すぐに会えた。ウチ、ゼイロヌ国で商売をやっているイナイナっていいまーす。よろしくお願いします！」

「い、イナイナさん。あなたが？」

「はいはい、そうですよ。ウチがイナイナですよ。いやー、それにしても本当に助かりましたよ、以前別の国にいったときなんて、取引相手とすれ違ちがって、何日も会えないまま無む駄だに宿しゆく泊はく費と食費だけ消えていったことがありましたから。あのときは取引そのものは黒字でしたけど経費を計算したら赤字になっちゃってこりゃもう参ったって感じで！」

「…………」

　俺は呆気あつけに取られていた。

　思っていたよりもずっと若い商人が来たことと、やたらしゃべりまくる彼女の性格に。

　なによりも、あの耳はいったい──

　と思っていると、隣となりのオルタンスが口を開いた。

「ネコマタ族か。ひさびさに会ったな」

「ネコマタ族？」

「なんだ勇者、知らないのか？　ゼイロヌ国にいる少数民族だ。耳が猫っぽくなっているが、確かに人間だ」

「えへへっ、外国に来ると皆みなさんに驚おどろかれます。触さわらせろ、なんて言ってくる人もいるんですよ。タダじゃダメにゃん！　なんて言うんですけどねー！」

　イナイナさんは、おどけた調子で答えてくれた。

　ネコマタ族……耳が猫みたいな人間。

　うーむ、知らなかったが、海の向こうにはいろんな人間がいるんだな。

「やっぱりウチも女の子じゃないですか。耳とはいえ身体からだの一部を触られるのは嫌いやなんですよね。特にほら、ネコマタ族にとって耳は命っていうかアイデンティティーそのものっていうか、万が一にも傷とかつけられたらもう一生へこんじゃうにゃーお、って感じになっちゃいますし、だからウチの耳を触ろうというときは、やっぱり覚かく悟ごをもってやってほしいというか──」

「…………」

「……これもネコマタ族の特とく徴ちようだ。とにかく、よくしゃべる」

「……みたいだな」

「あ、ごめんなさい。ウチ、ペラペラしゃべってました？　やっちゃってました？　参ったなあ。これでも一族の中では無口で小声なほうなんですよ。ええ、口も堅かたいほうなんです。この話はだれにも言うなって念を押されたら、お口にきっちりチャックチャック。脅おどすように尋たずねられても、秘密の話は漏もらさない。ウンともスンともしゃべらずに──」

「わ、分かった。分かりました。その話はまた今度」

　俺は慌あわててイナイナさんのおしゃべりを遮さえぎった。イナイナさんは「あ、またやっちゃってました？」と言いながら、今度は口を手でふさぐ。

「と、とにかくイナイナさん。売りたい商品があるんです。見てくれませんか？」

「手紙にあった『空唱』ですよね。名前だけは聞いたことがありますよ。アイザイル王国の文化のひとつですよね。歌うのに必要な道具だとかどうとか。でもでも、やったことはないです。どうなんですかね、楽しいんですかね、空唱って。こんな外国くんだりまで呼ばれて、つまらないものを見せられたらウチも困っちゃうんですけど、まあ元勇者様の販売するものだし、そういうことはないかなって思うんですけれども、肩書きと商品のすごさって比例することってやっぱり少なくて──」

「「…………」」

「あ、またおしゃべりしてた。ごめんなさーい。反省」

「……おい、勇者。大だい丈じよう夫ぶなのか。空唱機を輸出販売する作戦」

　オルタンスが、ひそひそ声で話しかけてきた。

「空唱なんてつまらない、買わない、と言われたら、もうおしまいだぞ」

「大丈夫だ。きっとなんとかなるだろう」

「本当か？　どうもお前は適当でいかん」

「心配するな。俺だってちゃんと考えている。ただ空唱を商人に見せればいいとは思っていなかったさ」

「どういうことだ？」

「実はな、サーシャに頼たのんで、あるものを用意してもらったんだ」

「あるもの？」

「ああ。……驚くぜ、あの人」

　俺はニヤリと笑って、イナイナさんのほうを振り向くと（まだ口に手を当てていた）、明朗な声をあげたのだ。

「いまから、空唱の置いてある場所へ案内します。ついてきてください」




　そういうわけで。

「おお……！」

「うわ──────！　すご─────い!!」

　オルタンスとイナイナさんが、揃って歓かん声せいをあげる。

　そりゃそうだろう。目の前には、超ちよう豪ごう華かな部屋があるのだから。

　俺がイナイナさんを連れてきたのは、元空唱室カラオケボツクス『歌姫』の港町支店だ。

　そしてこの支店は、いわゆる高級ラグジユアリー空唱カラオケの支店だったのだ。

　ただ高級というだけではない。ひとつひとつの部屋の豪華さが半はん端ぱないのだ。

　最高級の革張りのソファに、超高こう性せい能のうな魔マジ力ツク晶板クリスタルプレートを使用した空唱設備。天てん井じようを見上げれば目もくらむようなシャンデリア。さらに部屋の隅すみにはミニバーがあり、高級な酒や飲み物がいくらでも飲み放題である。そして奥のほうに歩みを進めると、水すい槽そうが設置されていて、熱帯魚が楽しそうに泳いでいた。

「すごーい！　すごーいすごーい！　こんな部屋、入ったことないですよう！　たまらないぜー！　うひゃあー！」

　イナイナさんは、大はしゃぎして、ソファの上をぴょんぴょん飛び跳はねている。かと思うと、さっとカーテンを開けて、窓の向こうにある水平線を眺ながめてから、またキャイキャイ騒さわいだ。

「すさまじい部屋だな。妻への慰い謝しや料りようより、この部屋ひとつ作るほうが高いだろうな」

　オルタンスも、変なふうに感心している。

　ともあれ、どうやらイナイナさんを喜ばせることには成功したようだ。

　……正直、部屋がすごいのであって、空唱カラオケのすごさはまだアピールできていないわけだが、それはそれとして、まずは空唱に対する第一印象を良くしないとダメだったからな。

「イナイナさん、あれを見てください。あれが空唱なんですが」

　俺は部屋に設置されている空唱機カラオケシステムを指さす。

「機具を操作して歌を設定します。すると部屋中に歌のない、音楽だけが流れ始めて、魔力晶板に歌詞が表示されます。あとは歌詞に合わせて歌うだけですよ」

「ははー、この機具を使えば、歌が歌える、と。なるほどーなるほどー」

「どうですかね。アイザイル王国でも大流行した空唱です。ゼイロヌ国でもきっと流行はやると思うんですが」

「そうですねえ。ゼイロヌ国の人も確かに歌は好きですがー」

　イナイナさんは微び笑しようを浮うかべる。

　好こう感かん触しよくだ。俺はオルタンスと、無言で視線を交かわした。……が。

「だけど、歌うだけなのにこんな道具が必要ですかねー？　楽器の生演奏に合わせて歌えばいいのではー？」

　イナイナさんは、さらりとそう言ってきた。

　むう、そう来たか。だが、これくらいの反論は想定の範はん囲い内だ。

「生演奏だと人が必要じゃないですか。でもこれは道具だから、人は要いらないんです」

「んー、道具を買うお金と、生演奏をさせる人を揃えるお金。どっちがかかりますかねー。そのへんを計算してみないと。空唱機があんまり高かったら、ゼイロヌ国に持ち込んでも売れないと思いますしー」

「……まあ、それはそうですが」

「あと、この部屋。確かにすごいですけど、この部屋と同じレベルの部屋をゼイロヌ国中に用意できるかっていうと、たぶんできないですよね。空唱機だけ仕入れて、部屋はみすぼらしいってなると、それもどうかなーって」

　……けっこうツッコんでくるなあ。

　ラグジュアリーのすごさにも惑まどわされずに、空唱の商品価値だけを見定めてるし。

　おしゃべりなだけの女の子かと思ってたけど、こいつは意外だったぜ。

「勇者よ、大丈夫か。反応がいまひとつだぞ」

　魔ま王おうがひそひそ声で話しかけてきた。

「ああ、思ったよりも苦戦している。だが、ここで負けるわけにはいかない」

「そうだとも。空唱を国外追放にする絶好の機会だからな」

「その通りだ。……心配するな、魔王。実はここまではまだ計算の内なんだ」

「ほう。するとなにか考えがあるのか」

「もちろんだ。……任せろ」

　俺はニタリと口角を上げると、イナイナさんの瞳ひとみを一直線に見み据すえて、

「イナイナさん。あれこれ説明を受けるより、まずは空唱がどういうものか、実際に歌っているのを見てみるというのはいかがでしょう」

「あ！　それ、いいですねー。そうですよね、だれかが歌っているのを見たら、ウチにも魅み力りよくが伝わるかもです！　だけど、だれが歌うんですか？　あなたですか？」

「ははは、俺が空唱を歌うわけがないだろうが。冗じよう談だんでも言っていいことと悪いことがある、ケモノ耳ちょん切るぞコラ──」

「ごほんごほんごほん！　……おい勇者、本音がダダ漏れだぞ」

　魔王がフォローしてくれた。わざとらしい咳せき払ばらいの上に、ひそひそ声で注意してくる。

　危ない危ない。空唱を歌うんですか、なんて言われたものだから、思わず毒を吐はいてしまった。幸い、イナイナさんには聞こえなかったようでホッとした。

　俺はあらためて、にっこり笑うと、

「歌うのは俺じゃありません。彼女たちです」

　そう言って、ぱんぱん。手を叩たたいた。

　すると、ぞろぞろ──部屋の中に入ってくる女性陣じん。

　すなわち、サーシャ、フィル、マリカ、ミドラの四人である。

「彼女たちが空唱を歌ってくれます。みんな、よろしく頼むぜ」

　俺は最初から、空唱がどういうものかをアピールするために、サーシャたちに歌ってもらうつもりだったのだ。

「分かりましたわ。アラン様のためならば、たとえ火の中、歌の中」

「歌の中は別にキツくないんじゃない？　サーシャさん」

「それを言うなら、たとえ火の中、肥こえ溜だめの中、だよねっ」

「…………？（首をかしげるミドラ）」

　ミドラの反応に、心の中で同意する俺。なんで肥溜めやねん。ヒットポイ村ではそういうことわざなのだろうか。

「それじゃ、みなさんが歌ってくれるわけですね。わぁ、ウチ、楽しみです！」

　イナイナさんはにこにこと笑っている。よしよし、ここで空唱の楽しさをサーシャたちがアピールできれば、今回の仕事はうまくいくぞ。

　みんな、頼んだぞ。頑がん張ばってくれ！




「それじゃ、まずは私から歌うわね」

　まず最初に前に出たのは、マリカだった。

　長い黒くろ髪かみをひるがえし、ドヤ顔で拡音杖マイクを持つその姿は、なかなかサマになっている。豪華な部屋の中でスポットライトを浴びているので、いっそう彼女は美び麗れいに見えた。

「わぁ、なんか、かっこいいですねー。もうこれだけで素す敵てきに見えます」

　イナイナさんは、マリカの姿に魅み了りようされているようだ。

　よしよし、いいぞ。このままマリカの歌を聴きけば、もっとイナイナさんは空唱に魅力を感じてくれるだろう。マリカの歌唱力は折り紙つきだからな。

　これはもう、サーシャたちの出番はないぜ！

　──そう思ったときである。マリカが叫さけんだ。

「それじゃ、イナイナさんのために──『クキラクキラゴマンヴエ』歌います！」

　…………なにそれ？

　舌を嚙かみそうなタイトルの曲である。やがて不思議な曲調のイントロが始まり、マリカはいっそうドヤ顔になったのだが、俺はこのクキラなんとかという曲をまったく知らないのでなんだかシラけていた。サーシャたちも、呆ぼう然ぜんとしている。

　すると、イナイナさんが口を開いた。

「あ、これ、ゼイロヌ国の曲ですね」

「え。そうなんですか？」

「はい。そういえば曲のタイトルを聞いたことがあるような気がします」

「な、なるほど！」

　そうか、マリカのやつ、イナイナさんを喜ばせるためにゼイロヌ国の歌を調査したのか。なかなかやるじゃないか──

「でもこれ、すごくマイナーな曲ですよ。売れない歌手が出した歌で、一部のマニアにだけ評価されてるっていう。ウチだってタイトルをうっすら知ってるだけですし」

「え。…………」

「まあ、ウチのためにゼイロヌ国の曲を歌ってくれるのは嬉うれしいですけど、もう少しメジャーな曲だと、なお嬉しかったです」

「…………」

　やがて曲が始まった。

「クキラクキラゴマンヴエ～♪　おおお……クキラキラッチョマンヴエ～♪」

　マリカは実に気持ちよさそうに歌い出したが──実に流りゆう暢ちように外国の曲を歌いまくるその姿を見て、俺は彼女の考えていることがなんとなく読めた。

『クキラクキラゴマンヴエ』は、歌うのがかなり難しい曲のようだ。ゼイロヌ語である上に、曲のテンポが速くなったり遅おそくなったり一定しない。だがだからこそ、マリカはこの曲を選んだに違ちがいない。

　かつてヒカリの曲を歌ったマリカ。彼女はなによりも、自分のすごさをアピールできるような歌が好きなのだ。歌うのが大変な曲を得意顔で熱唱し、人からすごいと思われるのが好きなのだ。そして人から賞賛される自分に酔よいしれるのだ。

　どれだけ自分大好きだよ、お前。

　で、マリカは『クキラクキラゴマンヴエ』を実に見事に歌いまくるのだが。

　なにせその曲を知っている人間がその場にだれもいないので、場の空気はこの上なく微び妙みようになった。イナイナさん、途と中ちゆうで枝毛探し始めちゃったし。

　というわけでまずマリカは失敗。はい、次にいこう！




「どうして……なんでこの私がダメなのよ……なにがいけないのよぅ……」

　がっくりとうなだれて、ブツブツ言い続けるマリカのことはほっといて。

「はい、それじゃ次、あたしが歌うねっ！」

　フィルが笑え顔がおで手を挙げた。

　可愛かわいげのある、爛らん漫まんな笑みだ。フィルならうまく空唱の良さを伝えてくれるだろう。

「歌うのは──『愛する未来のビスケット』。これ、有名なアイドルソングだよ。イナイナさん、知ってる？」

「あ、はい。アイザイルの街がい頭とう電視テレビでよく目にする曲ですねっ。分かりますよ～」

　おお、イナイナさんも知っているとは。確かに『愛する未来のビスケット』はヒットした曲だ。俺でも知っているしな。これはいよいよ期待できそうだぞ。

　イントロが、ちゃららら、と流れ始めた。フィルは拡音杖を構えて、曲を歌い始める。

　と、そのときであった。

【ランキング　現在　１９４位】

　そんな文字が、ぴこん、と魔マジ力ツク晶板クリスタルプレートの右下に表示されたのだ。

　フィルは、それを見て──ぎょっとした顔を見せる。

「え？　な、なにこれ!?　ランキングって、どういうこと!?」

「この部屋の空唱カラオケで、過去に『愛する未来のビスケット』を歌った人のデータはすべて、機具の中に残っていて──そのうまさに応じて、順位づけされているのですわ。フィルさんも、そのうちのひとりになって、いままさにリアルタイムで順位づけされている、ということです。歌うにつれて、順位は上下していくはずですけれど」

　サーシャが説明する。

　彼女の言う通り、歌が進むにつれて、ランキングはどんどん動く。

【ランキング　現在　１９９位】

【ランキング　現在　２０１位】

【ランキング　現在　２０４位】

　順位はどんどん下がっていく。

　そりゃそうだ。フィルはまったく歌っていないんだから。

「フィル、どうした。なんで歌わないんだ？」

「だ、だって、だって。ランキングなんて、ヒットポイ村の空唱にはなかったから、あたし、どうしたらいいか」

「……ああ……なるほど」

「ランキング機能は、最新の空唱機カラオケシステムにだけ存在する機能ですわ」

「私の『クキラクキラゴマンヴエ』のときには、ランキングなんて出なかったわよ」

「前に歌った人がいない曲だと、ランキングは出てきません」

「ぐ。……歌ったのが私だけなんて……この私がぼっち……」

　うめくマリカはともかくとして、フィルはランキングが表示されることに、まったく馴な染じめなかったらしく、ろくに歌えないまま空唱を終えてしまった。

「えーん、ランキングなんて邪じや道どうだー！　えーん、えーん！」

　フィルの無知というか無む邪じや気きというか、田舎いなか育ちが招いた敗北だった。だれも悪くない、だれも悪くない。気持ちは分かるぞ。俺もマリカと空唱にいったとき、採点システムのボタンを押し間違えたし。最新機具って混乱すること、多いよな。

　イナイナさんはそんなフィルの頭を撫なでながら「そのうちいいことありますよー」なんて慰なぐさめる。いい人だ。さ、次いってみよう。




「次はミドラに任せてほしい」

　すっと、ミドラが前へ出た。

「ミドラも歌うの？　なにか歌える曲、あるの？」

　……実のところ、ミドラは戦力として計算していなかった。マリカあたりが、びしっと決めてくれるだろうと思っていたからだ。そもそも前に一いつ緒しよに空唱をやったとき、彼女はなにも歌ってなかったし。

「心配するな、勇者よ。ミドラには、ワガハイが歌を教えてある」

「いっそう不安になったんだが。モンスターの歌とか教えたんじゃないだろうな」

「大だい丈じよう夫ぶだ。ちゃんとした人間の歌だ。『酒と泪なみだと姫ひめ騎き士しとオーク』という」

　あの歌か。まあ、それなら大丈夫だろう。

「ミドラさんの気が散らないように、ランキングが出ない設定にしておきますわね」

「あたしのときに、それをしてくれたらよかったのに……」

　機具をいじるサーシャを見ながら、ぼやくフィル。

「フィルにはまた次の機会に歌ってもらうさ。とりあえずいまはミドラの歌を聴こう」

　やがてイントロが始まり、歌詞が晶板クリスタルプレートに表示される。

　ミドラは唇くちびるを開き、高らかに歌い始めた。

「ある日ぃ、女騎士が、オークに捕つかまりぃ……」

　おお……。なかなかうまいじゃないか、ミドラ。俺は驚おどろいた。

　常つね日ひ頃ごろのクールボイスとは異なって、情感をたっぷりと込めた声こわ音ねだ。

　歌は、なお続く──

「貞てい操そうの危機を……感じ、ましてぇ……♪」

「ちょちょちょ、ちょっと待ってください！」

　イナイナさんがいきなり声を上げた。

「どうしたんですか、イナイナさん」

「なんですか、その歌詞。子供になんて曲を歌わせてるんですか！」

「なんて、って……『酒と泪と姫騎士とオーク』だよ。なあ、魔ま王おう」

「うむ」

「うむ、じゃなくて！」

「殺せ……殺せ……くっ……殺せ……♪」

「ああ、もうっ。ダメですよ、子供にこんな曲を歌わせちゃ！　中止です、中止っ！」

「はあ……」

　イナイナさんに言われて、俺は曲を『演奏中止』にしてしまった。

　ぶつん、と曲が終わる。

「……中止されてしまった。ミドラ、もっと歌いたかった」

「けっこういい曲なんですけどね、これ。国中でヒットしたし」

「なんでこんな歌がヒットしているんですかっ!?　……んもう、空唱ってなんなんですか。マイナーな曲は出てくるし、女の子は泣くし、子供はエロい曲を歌っちゃうし──」

　イナイナさんはいよいよ空唱を嫌きらい始めてしまった。

　ヤバい。このままじゃセールスは失敗だ。本当にマズいぞ。

　次だ、次。今度こそうまくやってくれよ！




「いよいよ、わたくしの出番ですわね。空唱室カラオケボツクスの娘むすめとして必ずお役に立ちますわ！」

「頼たのむぜ、サーシャ。君が最後の希望なんだ」

「お任せください、アラン様。では、わたくしは『いとしのシェリー』でいきますわ」

『いとしのシェリー』か。これは確かに名曲だ。切ないラブソングとして、アイザイル国はもちろん世界的にヒットした歌なのだ。だからイナイナさんも知っているだろう。

「だけど『いとしのシェリー』は高音続きの曲だ。歌えるのか？」

「心配には及およびません。わたくし、この曲はマスターしております」

「サーシャ……なんて頼たよりになる子なんだ！」

「言ったでしょう。アラン様のためならば、たとえ火の中、歌の中だと。……それでは参りますわ」

　シャーン、シャーン……。『いとしのシェリー』のイントロが始まる。

「泣かせたことはない～……♪　冷たくしたこともぉ～……♪」

　サーシャが高らかに歌い始めた。

　うーむ、実にうまい。マスターしている、と豪ごう語ごするだけはある。

　テクニックはもちろん、気持ちまでしっかりとこもった歌い方だ。その美しい歌声に、フィルもミドラもオルタンスも、あのマリカでさえも無言で聴きき入っている。

「ああ……いい曲ですねぇ……『いとしのシェリー』……。ウチも大好きですよっ。……この曲をこんな風に歌ったり聴いたりする空唱、楽しいですねぇ……」

　イナイナさんもご満まん悦えつのようだ。いいぞ、サーシャ。

　曲はいよいよサビに入ろうとしている。シェリー、マイ、ラブって歌う、この曲屈くつ指しの名歌詞の部分だ。

　いけ、サーシャ。このまま、一気にいってしまえ！

　そう思ったときだった。

「アラン、マイ、ラブ♪」

「……へ？」

　俺の聞き間違いかな。

　いま、シェリー、じゃなくて、俺の名前が呼ばれた気がするぞ──

「アラン、マイ、ラブ♪」

「って、やっぱり俺の名前だ!?」

　俺は仰ぎよう天てんした。

　いや俺だけじゃない。フィルたちもイナイナさんも、思い切り目を見開いた。

「アラン、マイ、ラブ♪」

「だから違ちがうって！」

　ツッコみつつ、俺はふと気がついた。

　これは、これはもしかして、あれか。だれかの名前を呼ぶような歌のとき、その名前の部分を好きな人の名前に入れ替かえて歌う、ってやつか!?

　マジか。そ、そんな恥はずかしいことをする人が、まさか本当にいるなんて！

　しかも自分が呼ばれる側になるなんて！　それも初対面の人が場にいるのに!!

「アラン、マイ、ラブ♪」

「やめろ、サーシャ。は、恥ずかしい──」

　消え入りそうな声で、俺はツッコんだ。するとサーシャは「ごめんなさい、アラン様」と、歌の最中なのに喋しやべり始めた。

「わたくし、わたくし、自分でも驚いております。まさか曲の途と中ちゆうでこんなことになるなんて。でもわたくし、ああ、気持ちが抑おさえられませんの！　アラン、マイ、ラブ……！　アラン、マイ、ラブ……!!　おおお、アラン、マイ、ラブ!!」

　抑えてよ！　そこは抑えてよ、頼むから！

「「「…………」」」

　あ、なんかヤバい。視線が痛い。フィルとマリカとミドラ、少女たちが、なぜか俺をジト目で睨にらんでいる。なんでよ、なんで俺を睨むのよ。睨むならサーシャだろ？　あ、魔王のやつ、ため息なんかつきやがって。俺のせいじゃないぞ、俺のせいじゃ──

　そのとき、イナイナさんが困ったような顔で言った。

「アランさん、愛の告白をされているようですが、どうするんですかー？」

　確かに、サーシャはアランマイラブを連呼している。いつの間にか、この場の主役は俺になってしまっていた。

　……どうするもなにも。

　こんな状じよう況きようになって、俺ができることはたったひとつだ。

「え？　なんだって？」




　かくして四人娘の空唱カラオケは終わり。で、イナイナさんは、

「むううううーん……むううううううーん……」

　腕うでを組んで、黙だまり込んでしまった。

　それを見て、俺たちは顔を突つき合わせて話し合う。

「ヤバいぞ、イナイナさんにアピールできなかったみたいだ」

「当然だ。まともに歌われた曲が全然ないのだぞ」

「ちょっと魔王さん。私は最後まで歌ったわよ？」

「マリカ。……変な曲を歌うから」

「あたしだって、ランキング機能さえなければちゃんと歌えたよっ」

「だったらフィルさん、これから改めて歌ってみます？」

　サーシャが尋たずねると、フィルは「うんっ」とうなずいた。そして空唱機の前までいくと「どのボタンを押したらランキングが消えるのかな、これかな？」なんて機械の操作をやり始める。

　って、あれ？

「おい、フィル。ランキング機能は君が歌ったあとにサーシャがオフにして──」

　と、言った俺だったが。……遅おそかった。

　ぽちっ。──しゅるしゅるしゅるっ！

「え」「ふぇ？」「……」「なっ」「はい？」

　触しよく手しゆが、ニョロニョロと出てきた。卑ひ猥わいに蠢うごめく何十本ものグネグネが、サーシャに、フィル、マリカ、ミドラ、さらにはイナイナさんにまで絡からみつく！

「こ、これは……空唱の触手機能……あはァンッ！」

「なにこれなにこれ！　やだやだグロい気持ち悪い助けてああああンッ！」

「…………絡まれ」

「ちょっと！　またあんなに激しいのやられたら私、今度こそ──あふゥンッ！」

「あわわわわ、やめてください、耳に、耳にそういう動き……や、あンッ！」

　狂きよう乱らんの図が完成していた。

　美少女たちに絡みつきまくる触手。サーシャのブラウスがはだけ、乳ち房ぶさが責められる。フィルはふくらはぎから太ももにかけて、汗あせばんだ柔やわ肌はだを晒さらしているが、触手は容よう赦しやなく少女のナマ脚あしに接していく。少女といえばミドラの小さな全身にも、グネグネはまったく手加減をしない。全身を締しめ上げるようにまとわりつき、リズミカルに動いていく。彼女はいつもの仏ぶつ頂ちよう面づらだが、時おり激しくまばたきをするのは、なにかを感じているのだろう。さらにはマリカも腰こしのあたりを触手に巻かれて「ああン」と逼ひつ迫ぱくした喘あえぎをこぼす。
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「ちょっとー！　やめてください、耳が、お耳がぁ！」

　イナイナさんについては、不思議なことに、ケモノ耳だけを責め込んでいく触手であった。そこがネコマタ族の弱点なんだろうか。「やっ、あ、あっ、やですぅ……」イナイナさんは床ゆかの上で転げまわる。ロングスカートがはだけて、白い下半身が露あらわになった──

　って、いかんいかん！　見とれている場合じゃなかった！　助けないと！

「勇者、どこかのボタンを押すべきではないか!?」

　魔王が叫さけぶ。俺は「そうだ」とうなずいた。

「って……お前は無事なんだな」

　まあ、こいつが触手にやられているのは見たくないけど。

「か、空唱機カラオケシステムの触手は、攻こう撃げきしたら破は壊かいされそうな相手は襲おそわないのですわ。アラン様もオルタンスさんも戦せん闘とう力が高いので襲われないのです……あンッ！」

「そ、そういうことなら気に入らないわね……アラン君が恐おそれられて、私は襲われるなんて──んんん、あ、や、やぁ、やだぁ、もうやだあああああ……ああああンッ……！」

　丁てい寧ねいに説明してくれたサーシャと、半泣きになって叫ぶマリカ。

　そういうことか。どうりで前のときも、俺だけは触手にやられなかったわけだ。

「勇者、感心している場合ではないぞ。ボタンを押せ」

「そうそう、そうだった！」

　俺は慌あわてて、空唱機に駆かけ寄り、ボタンを適当にいくつか押した。

　すると、しゅるしゅる。触手は引っ込んでいった。

　……とりあえず場は収まった。

　女性陣じんは、はあはあ、と、頰ほおを染めながら息を荒あらくさせている。

「はぁ、はぁ……も、もう！　けっきょく空唱ってなんなんですか!!」

　イナイナさんが激しい声こわ音ねで叫んだ。

「歌う場面はどれも変だし、こんなグネグネまで襲ってくるし、なにからなにまでおかしいですよ！　いまのところ、これがゼイロヌ国で売れるビジョンが見えません!!」

「う」

　言葉に詰つまってしまう、俺。

　くそ、このままじゃダメだ。なんとか売り込まないと。

「あの、ちょっとトラブルが相次ぎましたけど、空唱は本当は、とても楽しいんです。今回はちょっとアレでしたけど、つまりですね──」

　しどろもどろになりながら、なんとか空唱のフォローを試みる。まさか俺が空唱をかばうことになるなんてな。

　そんな俺を見て、憐あわれだと思ったのか。

　イナイナさんは、俺の目を見み据すえながら言ったのだ。

「そういえば、まだ歌っていない人がいますね」

「え？」

「ここまできたら、とことんやってみてほしいですね。ウチとしても、アイザイル王国までやってきて、無む駄だ足あしでした、なんてオチはゴメンなので」

　……まだ歌っていない人がいる？　とことんやってみてほしい？

「…………」

　数秒間、沈ちん黙もくした後。

　俺は拡音杖マイクを手に取ると、魔ま王おうに押し付けてから告げた。

「イナイナさんが、空唱を歌ってほしいそうだ」

「なぜワガハイに押し付ける」

「歌っていない人がいるって、イナイナさん言ったじゃん」

「それは貴様もそうだろう」

「俺はダメだ。オンチだから空唱の楽しさを伝えられない」

「ワガハイとて同じだ。採点システムで十三点しかとれなかった」

「俺よりよほどマシだって。俺なんか七点だぞ」

「ぷ。ひとけた」

「うるせえ、笑うな！　……な、だからぜひ歌ってくれ」

「いや、断る。ワガハイは二度と空唱はやらぬ！」

「俺だってそうだ。絶対にいやだ！」

「パパ、アラン。ケンカはよくない」

　俺と魔王の言い合いは、次し第だいにわめき合いになり始めた。ミドラが止めようとしてきたが、それでも俺たちは叫び続ける。

「勇者よ、だれかがやらねばならぬのだぞ！」

「だから俺よりはお前のほうがまだマシだって！」

「五十歩百歩だ！　ならば言い出しっぺのお前がやるべきだろう！　空唱の実演はお前がやるべきだ！」

「あーあーあー、聞こえない聞こえない。え？　なんだって？　え？　なんだって？」

「ええい、聞こえないフリをしおって！　このままじゃ輸出作戦は失敗だぞ！」

「そんなこと言われても──」

「アラン様、もう終わりましょう。……わたくしが失敗したのがいけませんの」

「お兄ちゃん、また別の作戦を考えようよ」

「そうよ。退ひくべきときに退くのもまた戦術よ？」

　サーシャたちが声をかけてくる。雰ふん囲い気きはいよいよ撤てつ退たいムードになり始めた。

　だが、俺はどうにも諦あきらめきれない。空唱を国外追放にするチャンスなんだ。なにかいい売り文句を考えろ、俺！

　──だが、とっさにそんなセリフが浮うかぶはずがない。

「くそ、こんなことなら売り込み用のセールストークを考えて、空唱機に登録しておけばよかった。そうすりゃ、その文章を見ながらセールスできたのに……」

　思わず、俺は小声でぼやいた。

　それは聞こえるか聞こえないかの小さなセリフだったのだが、

「あ。いいですね、それ」

　イナイナさんが、ぽんと手を叩たたいた。

「「「「「へ？」」」」」

　怪け訝げん声をあげる、俺とオルタンスと女性陣（ミドラだけは無言だけど）。

「空唱機を使えば、歌詞を晶板クリスタルプレートに表示できる。それと同じように、空唱機を使って、セールストークを晶板に表示できるようにすれば──なるほど、面おも白しろい！　いけます！」

　イナイナさんのケモノ耳が、ぴこぴこと動く。

「商売ってやっぱり、トークができて一人前なんですよー。流れるようなセールストークで、お客様に商品を売りつけてナンボ！　だけど、どうしてもおしゃべりがヘタクソな人がいます。だから事前にある程度、売り文句を考えておいて、紙にそれを書きつけておいてセールスする。そういうやり方があるんですが、不自然さは否いなめません」

「はあ」

「だけど、売り文句を紙じゃなくて空唱機に登録して、それを拡音杖で叫ぶようにすれば──うん、これは派手でいいですね！　店頭で、空唱カラオケを使ってセールストークをするお店って斬ざん新しんで面白いですっ！　いけますよ。空唱は、ゼイロヌ国の商人に売れます！」

「う、売れますかね？」

　空唱機を使ってものを売る商人はいないから、確かに斬新ではあるだろうけど。

「絶対にいけますよ。ウチも個人的に欲しいですもん。ほら、ウチって無口なほうだし、トークも全然できないほうじゃないですか。だから前々から欲しかったんです、トークの手助けになるアイテム。いやー、引っ込み思案なウチにはありがたいなー、これー！」

　あんたのどこが無口で小声で引っ込み思案だ。

　ツッコみたくなったが、そこはぐっとこらえる。

　ともあれ、イナイナさんは白い歯を見せながら言ったものだ。

「買いますよー！　空唱機を！」




　──こうして、空唱機はゼイロヌ国の商人イナイナさんが大量に買い取ってくれた。

　ちょっと変な売り方になったが、まあいい。王国中でほこりをかぶっていた大量の空唱機は、ことごとくがゼイロヌ国に売られていった。そしてその運送の仕事には、失業者たちとモンスターたちが就つくことになったのだ。

　空唱の道具を国外追放にもできたし、俺と魔王にとってもめでたしめでたし。

　これですべて万ばん々ばん歳ざいだ。やったね！




　ところが、また半月ほど経たって──

　俺はサーシャと、その父親のガイさんに呼び出された。

　呼び出し場所は首都のはずれにある大きな建物だった。

　なにかの工場みたいな場所だけど、こんなところに呼び出してなんのつもりだ？

「アラン様！」

「おおっ、アラン様！」

　サーシャとガイさんがやってきた。

　父娘おやこはにこにこ顔で「よくぞおいでくださいました」と声をハモらせて言った。

「いまの俺はガイさんの店の警備員なんだから、そりゃ呼び出しがあったら来ますよ」

「いや、それでもアラン様はアラン様ですよ。わっはっは。……っと、それより」

　ガイさんは「こちらへ来てください」と言って、建物の中へと俺を案内した。

　俺は、はてな、と思いながら屋内に入っていく。すると──

「……げぇっ!?」

　俺は絶望的な悲鳴をあげた。

　なぜならその建物の中では、空唱機が生産されていたからだ。

　職人が道具を作り上げ、魔法使いが空唱のために魔力を吹ふき込んでいる。

「こ、これは……どういうことだ？」

「ここは空唱機カラオケシステム生産工場です。うふっ。これは父の新しい仕事ですわ」

「か、空唱生産？　ばかな、アイザイル王国は空唱が禁止になったはず……」

「いま生産しているのは、ゼイロヌ国に輸出するために作られている空唱機ですわ」

「輸出用？」

「うちで眠ねむっていた在庫品の空唱機は、すべて売り切りました。ですが、ゼイロヌ国のイナイナさんから『空唱機がゼイロヌ国の商人に売れている。もっと空唱機を売ってくれ』と注文が来るので、新しく空唱機を生産することにしたのです。空唱輸出の件には魔王オルタンスも一枚嚙かんでいると聞きます。モンスターの仕事にもなっているそうですし。それならまさか、魔王から文句を言われたりはせんでしょう」

「そ、それはそうですが……しかしそれにしても、やたら生産量が多いような……」

「バレましたか。……実はアラン様」

　ガイさんは、照れ臭くさそうに頭をかきながら言った。

「わしはゼイロヌ国で空唱室カラオケボツクスを始めるつもりなのです。そのための空唱機生産です」

「え。……ええっ!?」

　俺は仰ぎよう天てんし、思わず口をあんぐりと開けた。

　ガイさんは、少し真ま面じ目めな顔になって続ける。

「イナイナさんは、空唱機を商人のアイテムとして販はん売ばいしているようですが──それは空唱本来の使い方ではありません。わしはゼイロヌ国の人たちに、空唱本来の楽しみ方、娯ご楽らくとしての空唱を伝えたいのです！」

「だ、だからって、なにも空唱室をまたやらなくても」

「分かってあげてください、アラン様。お父様は空唱こそ我が命、の人ですから」

　サーシャが笑え顔がおで言った。父親がもう一度空唱室をやることを、心から喜んでいるようだ。

「ゼイロヌ国で空唱をやるのは、問題ないはずです。空唱をしてはいけないという王様からのお達しは、あくまでアイザイル王国にのみ適用されるものですからね」

「……それは、確かに」

「そういうわけで、アラン様。わしはやりますぞ！」

　ガイさんは盛り上がっているが……。

　か、空唱文化。滅ほろぼしたと思ったのに、外国とはいえ、もう復活してくるとは……。

　呆ぼう然ぜんとする俺。そこへ、ガイさんは白い歯を見せてさらに話しかけてくる。

「それではアラン様。共にゼイロヌ国へ参りましょう」

「……はい？　な、なぜ？」

「わしはいまからゼイロヌ国に向かい、空唱室開業の仕事を行いますが、アラン様にもついてきてほしいのです。なにしろ外国！　いろんな危険がありそうですからな。元勇者のアラン様がわしの警護についてくだされば心強い」

「い、いや……だけど……」

　空唱室開業の仕事？　そんな仕事についていきたくない！

　俺は露ろ骨こつに不満げな顔をしたが、すると、サーシャがやんわりとした雰囲気で言った。

「アラン様。……アラン様といえど、いまはお父様の部下なのですから。そこは手伝っていただかないと。先ほど、アラン様もおっしゃったではありませんか。いまの俺は店の警備員だ、と」

「あう。……う、うう、ううう……」

　サーシャの言うことは正論だ。

　ガイさんには恩もあるし、ここは従うべきだろう。

　しかし、なんてことだ。やっと、やっと逃にげられると思ったのに。

　また空唱と関かかわらないといけないのか!?

　俺は、どうやっても空唱から逃げられないのか!?

　俺をどこまでも苦しめる敵。その名は空唱。

　空唱。空唱。空唱──

　あああああああああああいやだああああああああああああああああああああ!!
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「どうすりゃいいんだ……」

　自室の椅い子すに腰こしかけながら、俺はつぶやいた。

　俺はいま、首都の片かた隅すみにある宿屋に住んでいる。その宿の一室だ。

「空唱からは、逃げられないのか？」

　そのことで、ずっと悩なやんでいた。

　アイザイル王国から空唱を追い出そうとしたのはいいが、けっきょく空唱機の生産は止まらず、さらにその空唱輸出の仕事を俺が手伝わされる始末……。

　このままじゃ、また「歌って」なんて状じよう況きようになるのも時間の問題だ。

　俺は一生空唱から逃げられないのか？

　そんなことを考えていると、トントン。部屋のドアがノックされた。

　だれだろう？　俺はドアを開けた。すると、

「あれ、ミドラ？」

　するとそこには、魔ま王おうの娘、ミドラが立っていた。珍ちん客きやくである。

　相変わらずのワンピース姿だが、今日は下にパンツを穿はいていた。人間界バージョンとでもいうべきか、ツノも生えていない。

「ミドラ、ひとりで来たのか。魔王はどうした？」

「バクチにいっている」

　うわっ、ダメ親父おやじ。

「貿易の仕事で利益が出たから、それを元手にしてさらに儲もうけたいと言っていた。お馬さんのかけっこにいくとのこと」

　本格的にダメだ、あの魔王は。

　人間と魔族の和平条約は、ミドラのためを思ってのことでもあったが、こんなことなら魔王を倒たおしていたほうがよかったのかもしれない。

「……事情は分かった。それでミドラは、魔王が競馬をしている間、俺のところに来たってわけだ」

「パパが、アランのところへいって、勉強でもしていなさいと」

　そう言いながら、ミドラは部屋に入ってくる。

　そして背負っていたリュックサックから、本を何冊も取り出した。

「勉強って、なんの勉強？」

「魔王になるための勉強」

「それを、勇者だった俺の部屋でやるってか……」

　俺は引きつったような笑みを浮うかべながら、ミドラが持ってきた本のうちの一冊を、何気なく手に取ってタイトルを眺ながめた。

『時魔法』

「時魔法……？」

　はじめて聞く魔法だ。俺はページをめくった。

　すると、時魔法はその名の通り、時間を操あやつる魔法ということが分かった。

　魔王の一族に代々伝わる魔法で、昼夜を逆転させたりできるようだ。

　だが、一番難しい時魔法。これはなんと、

「時間を移動できる……だと……？」

　俺は、冷や汗あせを流しながらつぶやいた。

　時間移動。それはだれもが一度は空想する夢である。

「ミドラ。この時魔法ってやつ、魔王は使えるのか？」

「使えないはず。パパは、魔法があまり得意じゃない」

「だろうな」

　あいつ、昔、ギャンブルで大敗したとか言ってたし。

　時間移動が自由にできるなら、バクチに負けるわけないもんな……。

　くそ、魔王が時間移動できるなら、俺としてはぜひ頼たのみたかったのだが。

　だって、過去の世界とか未来の世界って、ちょっといってみたいじゃないか。

　時間移動。素す敵てきな響ひびきだ。魔族の魔法だから俺には使えないだろうが……。

　でも、ちょっと試ためしてみようかな？

　俺は時魔法のテキストを眺めながら、解説文を音読する。

「精神を統一し、魔力を高め──そして魔法の名前を叫さけぶのです」

　すうっと息を吸い込んで、俺は叫んだ。

「『トキトブ！』」

　……なんちゃって。

　はは、こんなので時間移動できたら苦労はな──

「は？」

　気がついたとき、俺は空き地のど真ん中に突つっ立っていた。

　……周囲には、掘ほっ立て小ご屋やみたいな建物が何なん軒けんか立ち並んでいるだけの、寒村みたいな光景。

　そんな馬ば鹿かな。俺がいたのは首都の片隅にある宿屋の室内。

　静かな場所ではあるが、こんなに寂さびれた場所じゃないぞ。

　なによりも、室内にいたのに一いつ瞬しゆんにして屋外にいるなんて……。

「いや、待てよ」

　この景色、見覚えがあるぞ。どこかで……。

「そうだ、宿屋の周りに似ているんだ。道の作りとか、遠くに見える山の形とか……」

　そこまで思案を進めてから、俺はさっと青ざめた。

　さっき使った時魔法。あれがもし発動していたとしたら？

　時間移動の魔法を、俺は使ってしまったのかもしれない。

　だとしたら──

「ここはもしかして、過去のアイザイル王国か!?」

　ありえるぞ。そうだとしたら、ここは首都の外れ。まだ宿屋が建っておらず、開発もそこまで進んでいない時代のこの場所なんだ。

　なんてことだ。まさか本当に時を越こえてしまうなんて！

「…………」

　俺は腕うでを組んで考える。

　もう一度、時魔法を使えば、たぶん元の時代に戻もどれると思うんだけど。

　って言うか、ここはいつごろのアイザイル王国なんだろう？

「……っと」

　ぼんやりしていると、向こうからふたり組の男女が歩いてきた。

　背が高いオールバックの男と、亜あ麻ま色いろの髪かみをした妙みよう齢れいの女。

　俺は近寄ってから声をかけた。

「あの、すみません」

「はい？」

　女性のほうが俺を見てきた。

　すごい美人だ。なんだかゆったりとしている雰ふん囲い気きの人。

　どこかで見た気もするけど、どこだったかな。……まぁいい。

「お尋たずねしたいんですが、今年って王国暦何年でしたっけ。ちょっとド忘れしちゃって」

「王国暦二七〇年ですけれど」

　二七〇年……。

　俺がいた時代は王国暦二八七年だ。

　十七年前……またずいぶん半はん端ぱに時間移動をしたもんだ。

　ギリギリ俺が生まれていない時代でもあるな。一年後に俺が生まれるんだ。

　この時代の俺と鉢はち合あわせする可能性はないわけだ。

「すみません、ありがとうございます」

「いえ。ありますものね。ド忘れするときって」

　女の人はくすくす笑いながら頭を下げて、男と一いつ緒しよにその場を去っていく。

　そして歩きながら彼女は、チラリとかたわらの男の人のほうを見て──このオールバック男もどっかで見たな。どこだっけ──にこにこ顔で告げたものだ。

「あなたも先日、忘れていましたわね。わたくしたちの結けつ婚こん記念日」

「い、いや、それこそただのド忘れで……その話はもういいだろっ！　サフィリア！」

　女性の名前はサフィリアっていうのか。

「お詫わびに『流れ星』のケーキ、たっぷりご馳ち走そうしたじゃないか？」

「ええ、そのときはご馳走様でした。ああしてケーキをたくさんおごってくださるのであれば、ド忘れも悪くありませんわね」

「ちえっ。いつもあんな高級店のケーキをおごっていたら破産だぜ。開業のために資金を貯ためなきゃいけないんだぞ、オレは」

「だけどまだ、なにを商売にするかも決めていないんですわよね？」

「……そのうち思いつく！　いい商売をな！」

「はいはい。分かっていますわ。応おう援えんしていますわよ、ガイ」

　……ガイ!?

　俺ははっと目を見開いて、去りゆく夫ふう婦ふの後ろ姿をじっと見つめた。

　あ、あのふたり……ガイさんと、その奥さん。

　つまりあの女性はサーシャの母親か。どうりで見覚えがあるわけだ。

「だけどガイさん、未来で俺と初めて会ったとき、思い切り初対面って対応したよな」

　まあ、こんな一瞬の出会いを十数年後まで覚えているほうがおかしいか。

　それにしても、昔のガイさんと出会うことになるなんて……。

　開業って言ってたな。ガイさんはこれから空唱室カラオケボツクスを始めるわけか。

「……空唱カラオケ？」

　俺はその単語を、そっと口に出した。

　記き憶おくの中にある、空唱の歴史。空唱は、王国暦二七〇年に初めて作られ、あっという間に国中に広がり、やがて空唱ブームに繫つながっていったんじゃなかったか？

「と、いうことは……」

　いまから空唱開発者のところへいって、その開発を止めれば──

「空唱はこの世に生まれない!?」

　それは素す晴ばらしい発見だった。

　そうだ、空唱がこの世に誕生するのを止めてしまえば、俺が未来であんなに苦労することはなくなる。

　……そうか、そうか。……そうか……。

「神様。なぜ、俺が時魔法でこの時代にやってきたのか分かりましたよ」

　信じてもいない神の名を呼びつつ、俺は独りごちた。

「俺は……歴史を変えるためにこの時代にやってきたんですね！」

　俺はこれまで空唱から逃にげ続けてきた。だが、逃げ切れなかった。

　ついには魔王と手を組んでまで、空唱を国中で禁止させ、最後は国外に空唱を追い出そうとした。しかし、それでも空唱は俺について回った。

　……俺は空唱から、永遠に逃げられないのか？

　否いな！　断じて否だ!!

　空唱を歴史そのものから消しよう滅めつさせる。

　そうすれば、いかに空唱といえど、もう俺の人生について回ることはないはずだ！

　ふはははは！　今度こそ、今度こそ空唱とおさらばしてみせる！

　いくぞ！　俺!!　まずは空唱の開発者の家へ！

　俺は、かつてないほど舞まい上がりながら、人ひと気けのない道を駆かけ始めたのであった。




　聞いたことがある。

　空唱機カラオケシステム開発者の名前はパメラ・シュバイク。この当時、十八歳。

　空唱を作り出す前は、変な発明をしては失敗ばかりしている町の名物発明家で、変わった女だと近所では有名だったらしい。

　開発当時はアイザイル王国の首都、お城の裏手に住んでいた。十七年後の世界では、空唱開発者の住んでいた家として観光名所にさえなっている場所だが──

「いまはただの一戸建て、か」

　パメラ・シュバイクの家は、どこにでもありそうな、小さな木造の一いつ軒けん家やだった。

「さて、どうしたものか」

　俺は腕を組んで考える。

　一番てっとりばやいのは、この家に火でもつけて、空唱の開発者ごと焼き殺すことだ。すべてはそれでおしまいだ。空唱がこの世に誕生することはなくなる。歴史は変わる。

　うん、それが一番いいな。とても楽な方法だ。

　よし、それではパメラを殺すとするか──

「いや、ちょっと待て。パメラは家の中にいるのか？」

　俺はそこに気が付いた。家に火を放ってもパメラがいなければどうしようもない。

　とりあえず、それを確かく認にんしなければ。

　そっと、忍しのび足で家に近付いていく。

　そして、中から物音がするかどうか、家の壁かべに耳をつけて──
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「うわっ!?」

　すさまじい声量の叫び声が聞こえた。

　いや、叫び声か？　歌声か？　なんだかよく分からない怒ど鳴なり声。

　しかしいまのではっきりと分かった。家主のパメラは中にいる！

「パメラ・シュバイクっ！」

　俺は家のドアを蹴け破やぶるようにして開けた。

「ほげ？」

　妙みように間の抜ぬけた顔をしている女が、怪け訝げん顔をこちらに向けている。

　ちょっと不健康な顔色をした、ぼっさりとしたショートカットの若い女。眠ねむそうな寝ねぼけ眼まなこが印象的な、しかしよくよく見るとそれなりに整った顔立ちをした美女である。

　タンクトップとショートパンツの上に白衣をまとっている、それは不思議な服装をしていたが、そのおかげで丸く大きな胸むな元もとの膨ふくらみと、むっちりとしたヒップが嫌いやでも目に入ってくる。紛まごうことなき美女だといえる。

　彼女はその手に魔マジ力ツク拡音杖マイクを持っていた。そしてその前には魔マジ力ツク晶板クリスタルプレートがあり、その晶板クリスタルプレートには歌の歌詞らしきものが表示されている。

　間ま違ちがいない、あれは空唱だ。

　そしてこの女は──

「パメラ・シュバイクだな？」

「いかにも。ボクはパメラ・シュバイクだ」

　女は、かっくん。顔を縦に倒たおした──ああ、いまのはうなずいたのか。どうも挙動が不ふ審しんな人だ。

「パメラ・シュバイク。いま、なにをしていた？」

「なにって……発明さ。ふふっ、これは大発明になるぞ」

　パメラは、ニヤニヤ。美人が台無しな感じの、キモい笑えみを浮うかべながら言った。

「自分の好きな曲が、曲だけ、歌なしで流れるんだ。そして歌詞が晶板に表示され──自分はその晶板を見ながら歌うってわけだ。すごく歌いやすいし楽しい。この発明は歌文化の革命だ。ボクはこれを空唱と名づけた！」

　おお。いままさに、世界に空唱が生まれようとしている。

　俺は戦せん慄りつした。歴史を垣かい間ま見みたぞ。史実では、パメラはこれまで貧びん乏ぼうだったが、空唱の成功によって大金と名声を得ることになる。そして十七年後の世界ではその大金を持って世界中を旅しているのだが──

　悪いが、その歴史は変わる。

　空唱はこの世に生まれないことになるんだからな！

　俺はそっと、パメラのほうへと近付いていく。

　完成したばかりの空唱を破は壊かいするのだ。歴史を変えるために……。

　だが。

「ダメだああああああああああああああ！」

　ガッシャーン！

　俺がどうこうするまでもなく、パメラはみずから、目の前の空唱機を素す手でで叩たたき割り──って、危ないことをするな、この人!?

「ダメだ、ダメだ！　こんなものは失敗作だ。納なつ得とくがいかない。こんちくしょう！」

　パメラは涙なみだを流して両手をぎゅっと握にぎりしめ──おい、手から血が出てるぞ！

　まったく、空唱機を素手で割ったりするからだ。

「ポアル」

　俺はパメラに近づくと、回復魔ま法ほうをかけてやった。

　すると、パメラの手の傷がふさがった。

　彼女はハッとした顔になって、みずからの手のひらを眺ながめる。

「おお、回復魔法か。すまない、助かった」

「いや……それほどでも」

　礼を言われて、俺は頭をかいた。

　なにやってんだ、俺は。この人を助ける必要なんてないのに……。

　とにかくパメラは、にこにこ顔である。

「そういえば君。忘れていたが、ボクになんの用なんだ？」

「それは──」

「ああ、いい！　みなまで言うな。ボクも発明家。君がここに来た理由くらい当てられなくてはな！」

　探たん偵ていなら知らず、発明家にその推理力いるかな。

「うむ……。おお、分かったぞ。ずばり、君はボクの弟で子しになりにきた。そうだろう！」

　大外れ。

　あてにならんな、この人の推理力。

「いや、分かる。分かるぞ。大発明家たるボクの弟子になりたいのは当然のこと。よし、では弟子第一号のキミに空唱作りを手伝う名めい誉よをやろう！」

　いらねえ……。

「さて、それでは空唱の発明を再開する」

　パメラはそう言いながら、部屋の奥から新しい空唱機を引っ張り出してきた。人の話聞けよ、おい。

「さっきの試作品は、どうも声の反はん響きようがいまいちだった。次のこれはどうかな。ほら、スイッチオン」

　パメラが、空唱機に取り付けられたスイッチを押すと、ちゃらららん、と音楽が拡音機スピーカーから奏かなでられ始めた。

「この歌はあまり歌ったことないんだけど……ちょっと練習も兼かねて歌ってみようかな」

　パメラはちょっと照れたみたいに言った。

　あ、いまこの人『へたでも笑うなよ』って予防線張ったな。

　──拡音機から流れてくるイントロが終わった。曲がいよいよ始まる。

　パメラは拡音杖マイクを構えた。俺はその様子を呆ぼう然ぜんと眺める。

「いえーい！」

　パメラは突とつ然ぜん、奇き声せいをあげた。

　なんだなんだ。俺は思わず身を引いたが──

　パメラは、ぶすっとした顔でこちらを見てきた。

「おい、君！　この曲は『いえーい！』と言ったら『うえーい！』って合いの手を入れるのがお約束だろ！」

「え……そ、そうなの？」

「当たり前だよ！　知らないの？『いえーいシンドバッド』。いま王国で一番流行はやってる曲なのに」

　そんなこと言われても、俺、未来人だし。

『いえーいシンドバッド』……。まったく知らん。ちっともウケそうにないタイトルだが、流行ってるのか？

　しかし未来にその名が伝わってないってことは、当時はウケたが後世には残らなかったタイプの曲だな。よくあるよくある。

「まったく。合いの手を入れる歌なのに、歌ってもギャラリーから合いの手が入らなかったときの悲しみ。泣けてくるよ。ええい、中止だ」

　パメラは『いえーいシンドバッド』を途と中ちゆうで演奏中止にした。

「ううむ、どうも気分が壊こわれた。君がお約束を守らないから」

　って言われても、知らないものは知らないし。無理やりノリを押し付けられてもなあ。

　サーシャの空唱室カラオケボツクスがプレオープンしたときに、オバさんたちと一いつ緒しよだったことを思い出した。あのときオバさんたちは、三十年くらい前の古い曲を歌いだし、お互たがいに肩かたを組み合ってなぜか左右に揺ゆれ始めたんだ。

　なんでも、その歌を歌うときは肩を組んで揺れるのがお約束だから、とのことだったが。……俺はそのノリについていけなかった。一緒にやりましょう、なんて言われたけど、冗じよう談だんじゃない。俺は断った。オバさんたちは、お約束なのに、とぶーぶー言っていたが、歌そのものを知らないのだから、お約束なんて知るわけがない。

　勝手に左右に揺れててくれ。……そう思ったのであった。

「お約束の合いの手って、そんなに大事なのか」

「もちろんだ。『いえーいシンドバッド』は合いの手こそ命なんだ。歌詞も曲もてんで大したことはないからな。合いの手だけがすべての歌なんだ」

　そんな歌だから未来に残らないんだよ。

「そうだ、キミ。キミが空唱カラオケを歌ってくれないか」

「はっ!?　な、なんで俺が！」

「ボクは気分を壊したからね。歌いたくないんだ。君が代わりに歌ってくれたまえ」

「い、いやしかし、俺は、空唱は……」

「弟子たる者、師し匠しようの助けにならなくてはいけないよ。さ、早く！　早く早く！」

　じ、冗談じゃない！

　そもそも俺は空唱をこの世から無くしたいんだ。

　それなのに、なんで空唱開発者の弟子になって、空唱を強制されているんだ!?

　過去の世界でさえ、俺は空唱を押し付けられる運命なのか？

　冗談じゃない。茶番はもうこれまでだ！　一気に歴史を変えてやる!!

　俺は素す早ばやく、右手を突つき出すと、

「サンダー！」

　電でん撃げき系魔法を発動させ──バァァーン──轟ごう音おんと共に電熱と光こう芒ぼうが広がり、パメラが用意した空唱機があっという間に破壊される。

「あ、ああっ！　弟子よ、なにをするんだ!?」

「俺は弟子じゃない！　最初からこうするつもりでここに来たんだ」

「な、なんだって……」

「いいか、パメラ」

　俺は眉み間けんにしわを寄せて、パメラに顔を近付けると、

「空唱はいま俺が破壊したが──もう二度と作ろうなんて思うなよ。空唱からは手を引くんだ」

「な、なぜだ？」

「俺の人生のためなんだ！」

　俺はツバを飛ばして怒ど号ごうをあげた。

「とにかく！　絶対に空唱は作るんじゃないぞ。作ったら、殺すぞ！」

　俺はそう言って思い切り脅おどすと、パメラの家を飛び出した。

　家を出るとき、パメラがぺしゃりと尻しりもちをついたのが分かった。

　……これでいい。空唱を破壊し、開発者を脅した。

　これで空唱はこの世に誕生しなくなる。……はずだ。

　あとは元の時代に戻もどるだけだな。

「『トキトブ』！」




　時魔法を発動させ、俺は元の時代。

　すなわち王国暦二八七年に戻った。

　さぁ、元の世界では空唱が綺き麗れいさっぱり消しよう滅めつしているはず──

「だ？」

　二八七年に戻るなり、俺はあんぐりと口を開けた。なぜならば──

　綺麗さっぱりなくなっていたのは、アイザイル王国だったからだ。

　お城があるはずの場所はがれきの山と化しており、首都の街並みも、建物がことごとく崩ほう壊かい。怪かい物ぶつが暴れ回ったあとのようになっていた。

　人の気配はまるでしない。街は完全にゴーストタウンだ。

　ど、どうなっているんだ？　これはいったい……。

　カチャリ。

「！」

　人の気配がしたので俺は振ふり返る。

　するとそこには、黒くろ髪かみの美少女騎き士し。

　マリカ・エスボードが立っていたのである。

「ま、マリカ！」

　俺は満面の笑えみで彼女の名を呼んだ。

「よかった、知っているやつがいて。マリカ、説明してくれ。アイザイル王国はどうなっているんだ？　なんでこんなにボロボロになって──」

「やめてよ、なれなれしい！」

「!?」

　マリカに怒ど鳴なりつけられ、俺は愕がく然ぜんとした。

　彼女は、やたら刺とげ々とげしい視線を俺に向けてくるのである。

「ど、どうしたんだよ、マリカ。俺のことを忘れたのか。俺だよ、アランだよ」

「ええ、知っているわよ。……忘れるものですか、その顔、その声。その名前！」

　マリカは腰こしの鞘さやから白銀の剣けんを引き抜ぬくと、得物を上段に構えつつ咆ほう哮こうをあげた。

「ここで会ったが百年目。殺してやるわ！　魔王アラン!!」

「……はい？」

　魔王、アラン……？

　意味が分からん。なんで俺が魔ま王おうなんだよ。

　なにもかも意味不明だ。本当に、どういうことなんだ!?

「た、頼たのむ、マリカ。剣を下げてくれ。俺はその、君の言う魔王アランじゃないんだ！」

「なにを白々しい。あなたが魔王じゃなかったら、だれが魔王だというの！」

「だ、だれって……。魔王はオルタンスだろ？　違ちがうのか？」

「オルタンスは先代の魔王よ。そんな男、あなたがとっくに幽ゆう閉へいしたじゃないの」

　幽閉した!?　俺が、魔王を!?

　どういうことだ。なにからなにまで、マリカと話がかみ合わないぞ。

「……待てよ、もしかして」

　俺はやっと気が付いた。

　たぶんこの世界は、俺がいたのとは違う世界だ。

　俺が過去を変えたためにできた世界だ。それしか考えられない。

　空唱の開発を止めたために、未来が変わってこんな世界に──

「ンな馬ば鹿かなッ!?」

　俺は怒号をあげてから、ぶんぶんと激しくかぶりを振った。

　なんだって空唱の開発を止めたら、俺が魔王になるんだよ!?

　くそっ、状じよう況きようが知りたい。とにかくここはマリカに話を聞こう。

「マリカ。信じてもらえないかもしれないけど、俺は魔王アランじゃないんだ。いや、アランはアランなんだけど、別の世界のアランなんだ」

「は？　なに言ってるの、あなた。頭大だい丈じよう夫ぶ？」

　まるっきり馬鹿を見る目で俺に視線をぶつけてくるマリカ。

　そんな目で見ないでくれ。学生時代、クラスのスクールカーストで底辺だったトラウマが甦よみがえる。

「信じられないのも無理はないけど、本当なんだ」

　俺は顔を伏ふせながら、これまでに起きた出来事を話した。

　自分がいた世界には空唱なる文化があり、自分はそれが嫌きらいだったこと。

　社交空唱が嫌いやだったので勇者になったが、それでも空唱からは逃にげられなかったこと。

　空唱まみれの世界を変えるために時魔法を使い、歴史を変えたこと。

　包み隠かくさず、いっさいを話したのだ。

　すべてを話すと、マリカは──こちらの世界のマリカ・エスボードは、俺の世界のマリカとまったく変わらない美び麗れいな顔立ちを、わずかに曇くもらせつつも、

「信じがたい話ね。……でも、あなたの目。噓うそを言っているようには見えないわ」

　と、少しだけ声こわ音ねを柔にゆう和わにしながらそう告げたのだ。

　俺は大きくうなずきながら「噓じゃない、噓じゃない」と必死に連呼して、

「マリカ、頼む。聞かせてくれ。こっちの世界のアランが、どうして魔王になったのか。それが知りたいんだ」

「どうして、って」

　マリカは首を振りながら、

「私もすべてを知りはしないけど、うわさによると──」

　のちに魔王アランになった男、アラン・ディアックは、ごく普ふ通つうの少年だった。

　彼は学校を卒業した後、地元の商人の下で働き始める。

　ところがその商人はひどい男で、給料はろくに支し払はらわず、休みもほとんど与あたえず、朝から晩まで部下を罵ば倒とうするような商人だったらしい。

　アランはそんなところで働くうちに闇やみ堕おち。

　その商人はもちろん、そんな人間を容よう認にんする世界そのものを恨うらむようになったのだ。

　そしてアラン・ディアックは、人類を裏切った。

　アイザイル王国を侵しん略りやくしようと攻せめてきていた魔王、オルタンスの部下になったのだ。

　魔王軍の部下となってアイザイル王国を攻め始めたアラン。

　彼はその過程で眠ねむっていた資質を覚かく醒せいさせた。

　圧あつ倒とう的な強さを手に入れたアランは、アイザイル王国を滅ほろぼした。

　さらにその後「いくらなんでもやりすぎではないか」と苦言を呈ていした魔王オルタンスと、その娘むすめミドラまで幽閉し、自分が魔王となったのだ。

　かくして、魔王アランは誕生した。

　アランはそれからも、生き残った人間を殺すために暴れ回っている。

　人間側はマリカを中心に団結して、魔王に抵てい抗こうを続けているが、戦せん況きようは劣れつ勢せいである──

「というわけよ。分かった？　別の世界のアラン・ディアック？」

「馬鹿なのか!?　こっちの世界の俺は！」

　俺は、すべてを聞き終えてから思いきり叫さけんだ。

　商人にコキ使われたから闇堕ちだなんて。

　そんな理由で魔王になったの!?　アホらしいにもほどがある。

「仕事が嫌ならやめればいいのに、それで王国を滅ぼすなんて」

「でも聞いている限り、あなたも大差ないことしてるわよ？」

　マリカがジト目で言った。

「空唱が嫌いってだけで、勇者になったり、昔のクラスメイトを殺したり、魔王と手を組んだり、魔法で時を越こえてまで歴史を変えようとしたんでしょ？」

「うぐ」

「それほど空唱カラオケが嫌なら、無人島か山奥にでもいって、ずっとひとりで畑でも耕しながら暮らせばよかったんじゃない？　歴史まで変える必要あった？」

「それは」

「……世界は違えど、魔王アランは魔王アランということね」

「…………」

　返す言葉もございません。

　それにしても、空唱がこの世に誕生しないだけで、ここまで世界が変わるとはな。

　考えたら俺、仕事先で空唱に付き合わされるのが嫌で勇者になったんだよなー。

　そんな俺が普通に働いたら、気が狂くるうのも当然っちゃ当然の流れなのか。

「こんな世界を作り出した責任は、すべて俺にあるな」

　俺は独りごちるように言うと、うーんと腕うでを組みながらうなりつつ、

「マリカ。魔王アランがどこにいるか知っているか？」

「知らないわ。ただ、この廃はい墟きよ……。元首都をよく徘はい徊かいしていると聞いたことがあるの。だから私も今日、ここに来たんだけどね。魔王アランを倒たおすために」

「なるほど……」

　俺はうなずきながら、魔王アランが徘徊しているとまで聞いて、思わずため息が出た。

　こっちの世界の俺は、もうほとんどモンスターだな。

「よし」

　俺はぽんと手を叩たたいてから、マリカに向かって告げた。

「責任はとる。魔王アランは俺に任せろ」




　数時間後。物もの陰かげに隠れていた俺たちふたりだったが、

「来たわ……！」

　マリカが短く叫んだ。

　見ると、廃墟と化した首都の中を、ひとりでてくてく歩いている黒マントの男がいる。

　あれが、魔王アラン……？

「くっくっく。悪い人間はいねがー。ブラックな商人はいねがー」

　ぶつぶつと独りごちながら、廃墟の中をさまよい歩くその姿は不気味だった。

　……情けない姿だ。あれが別次元の俺とは。

　見ていられないぜ。さっさと倒してくるか。

「じゃ、俺、あいつと戦ってくる」

「え。ちょ──」

　マリカが横で驚おどろいた顔をしているのが見えたが、まったく無視してばっと飛び出す。

「おい、魔王！」

「ん？」

　魔王アランが振り向いた。

　そして俺の顔を見て驚きよう愕がくの面おも持もちを見せたのだ。

「な、なんだ、お前は。……俺、だと？　俺がふたりいる？」

　魔王アランは混乱している。自分と同じ顔の人間が出てくれば当然か。

「魔王よ。俺は別の世界のアランだ」

「別の世界？」

「話すと長くなるし、どうせ理解できないだろうから、それはいい。それよりもお前、なにやってるんだよ。なんで魔王なんかやってるんだ」

「なんで……って……」

　魔王アランは目を白黒させていたが、やがてまなじりを決して、

「人間なんて、滅ぼすべきだと思ったからだ！」

「ありふれたセリフを言いやがって。俺は情けないぞ。嫌な商人の下で働いたせいで闇堕ちしたらしいじゃないか。そんなことで人類絶ぜつ滅めつレベルにまでトチ狂ってどうする？」

「俺はこうするしかなかったんだよ！　学生のころからウェイウェイうるせえやつらに見下されて、商人の下っ端ぱになったと思ったら今度は朝から晩までコキ使われて、馬鹿にされて、ボロボロにされて、なにもかもうまくいかなくてよ！　どいつもこいつもムカつくんだよ！　魔王になって滅ぼしてやりたかったんだよ!!」

「だからって──」

　と言いかけて、俺は思わず口をつぐんだ。

　こいつの気持ちが、俺には分かったからだ。

　俺も魔王アランと同じように、学生時代、クラスの中でぼっちだった。

　空唱という流行に乗ることもできなくて、それで勇者になったくらいだ。

　だけど、空唱からは逃げられなくて。だから、歴史を変えようとまで思って……。

　こいつは俺で、俺はこいつだ。

　ひとつ間違っていれば、俺だって、魔王アランになっていたかもしれない。

　……俺は、目をわずかに細めて、もうひとりの俺をじっと見つめた。

「分かるぜ、魔王アラン」

「え……」

「お前の気持ちが分かる。そう言ったんだ」

　俺は一直線に相手を見み据すえながら、唇くちびるを静かに動かしていく。

「そうだよな。辛つらかったんだよな。お前はお前なりに、ずっと頑がん張ばってきたんだよな」

「……お前……なにを言って──」

「言っただろう、俺は別の世界のアランだと。お前の気持ちをだれよりも理解できるのが、もうひとりのお前であるこの俺さ」

「……もうひとりの、俺」

　俺は小さくうなずいてから、いたわるようにして言った。

「いままで、辛かったな」

　すると魔ま王おうアランは、わずかに瞳ひとみを潤うるませてから、絞しぼり出すようにしてうめいたのだ。

「…………辛かった……」

　──もうひとりの俺は、心を開いてくれた。

　だれにも語れなかったであろう胸のうちを、俺に向かって吐と露ろしたのである。

　俺は目を細めた。

　少しだけ、嬉うれしかった──




「でもそれはそれとしてお前は死ね！」




　ズバァァッ──俺は剣けんを引き抜ぬくと、魔王アランをばっさりと斬きったのだ。

「おぐふぁ!?」

　魔王アランは、真っ赤な血ヘドを吐はきながら、

「な、なぜ……？」

　疑ぎ問もん符ふで顔をいっぱいにしながら前のめりに倒れ込み──

　そんなやつを、俺は睨にらみつけながら言った。

「なぜもくそもあるか。これだけアイザイル王国を破は壊かいしておいて」

「…………」

「お前の気持ちは分からんでもない。だがな、ここまで暴れた魔王のお前を、許しておくわけにはいかないんだよ」

「お前は……本当に……もうひとりの俺か……？」

「ああ、俺は間ま違ちがいなく、もうひとりのお前──」

　俺は、剣を一度、ビュンと振ふり──剣身に付着した魔王の血を、地べたに落としながら告げた。

「魔王を倒すために選ばれた男。……勇者アランだ」

「…………サ……シ…………」

　魔王アランは、最後にぽつり。謎なぞの言葉をうめいたあと、俺の顔をすさまじい形相で睨みながら、ばったり。──白目をむいて、ぶっ倒れたのである。

　……魔王の最後であった。

「終わったぞ、マリカ・エスボード」

「あ、あなた、ずいぶんためらいなくやったわね。仮にも別次元の自分なんでしょう？　それをいきなり殺すなんて」

「ま、こいつは既すでに俺であって俺ではないしな。魔王アランはもう、話し合いでどうにかなるレベルじゃなさそうだったし」

「それはそうだけど」

「でもとりあえず、墓くらいは作ってやるか」

　俺はそう言って、地べたにひざを突つき、魔王アランの死体の横に穴を掘ほろうとする。

「……ん？」

　だが、俺は手の動きを止めた。

　魔王アランの黒マント。その内側に、なにやら白い布切れが見えたからだ。

　なんだ、これ？

　目を凝こらして見てみると、それはハンカチだった。

　それもどこかで見覚えのある──

「……サーシャ!?　サーシャのハンカチじゃないのか、これ!?」

　俺は、ガレオスの街での出来事を思い出した。

　──あ、アラン様、口元にクリームが。いま、ぬぐってさしあげますわ。

「そういえば、聞いたことがあるわ。魔王アランがまだ商人の下で働いていたころ、同じ商人の部下に、サーシャ・ブリンクという女の子がいたって。その子は父親の商売が失敗したせいで多額の借金を抱かかえ、商人の奴ど隷れいのようになっていた……」

「…………」

「サーシャはさんざんこき使われ、そのせいで病気になってしまった。いまでもこの国のどこかで静養しているそうよ。……魔王アランが闇やみに堕おちたのは、それも理由のひとつだったらしいわ。自分とサーシャをいじめ抜く世界。だれも助けようとしてくれないこの世界を。それを恨うらんで──それで……」

「そんな、そんな話が……」

「あくまでもうわさよ。だから本当の話かどうかは──」

「いや、きっと真実だ」

　断言した。……俺には分かる。

　こいつは俺で、俺はこいつだ。

　魔王アランの気持ちが、俺には、手に取るように分かるんだ。

　世界は違えど、俺は俺……そしてサーシャはサーシャだった。

「……マリカ。頼たのみがある」

「なに？」

「まず、魔王オルタンスとその娘むすめミドラを助けてやってくれないか。このふたりは魔族だが、話して分からない相手じゃない。……それと、ヒットポイ村にいって、フィルって女の子がいたら、友達になってほしいんだ。この子は僧そう侶りよの素質があって、回復魔法ならお手の物なんだよ。で、その子を連れて──」

　俺は、微び笑しようと共に告げた。

「サーシャを。……この世界のどこかにいるサーシャ・ブリンクを見つけ出して、その病気を治してあげてほしい。フィルの魔法でな」

「あなた、どうしてそこまで──」

「アラン・ディアックのあやまちは、アラン・ディアックが修正する」

「…………」

「しなきゃいけないんだ」

　俺は、心からそう言った。

　気持ちが伝わったのだろう。マリカはこくりとうなずいた。

　それから俺たちは、数分ほどかけて魔王アランの遺体を埋まい葬そうした。

　すべてが終わった。

　マリカは静かに、俺のほうへ目を向けてくる。

「……それで、あなたはこれからどうするの？」

「元に戻もどしてくる。すべてをな」

「え……」

「じゃあな、マリカ。こっちの世界に来ることは、もうないだろうけど、元気でな」

　俺は右手を上げてから、少しだけ笑って言った。

「ちょ──」

　マリカはまだなにか言いたげだったが、俺はもう言葉を発さず、

「『トキトブ』！」

　再び時魔法を使ったのだ。

「勇者アラン君。……また、またこっちの世界に来てよ！　絶対よ!?」

　時間移動する瞬しゆん間かん、マリカの声がかすかに聞こえた。

　──別世界のマリカも、俺をアラン君と呼ぶんだな。

　ふたつの世界が繫つながった気がした。……だから、思ったんだ。

　サーシャ、ごめん。魔王アランが滅ほろぼしたアイザイル王国のみんな、ごめん。

　そして、もうひとりの俺。

　ごめん。




　王国暦二七〇年。俺は再び、この時代にやってきた。

　場所はパメラ・シュバイクの家の前──

　にある樹木の陰かげである。

「さて、計算通りなら、そろそろ出てくるはずだ。……お」

　家の中から、大声が聞こえてきた。

「とにかく！　絶対に空唱カラオケは作るんじゃないぞ。作ったら、殺すぞ！」

　家のドアが勢いよく開き、家の中から少年が、つまり俺が出てくる。

　あれは前にパメラを脅おどして、歴史を変えた俺だ。

「『トキトブ』！」

　俺は──ややこしいが、俺じゃなくて、前の俺は、時魔法を発動させて未来へ飛ぶ。空唱を消しよう滅めつさせたことに満足して。歴史を変えてやったぞと嬉しげに。

　ところが向かった先は、魔王アランの時代ってわけだ。

　あんな時代は認めない。元の時代を復活させねば。

「よし」

　俺は木陰から飛び出すと、パメラの家の中に入った。

　パメラは、俺に破壊された空唱機の前で、呆ぼう然ぜんと尻しりもちをついていたが、

「ひっ！」

　彼女は俺の顔を見ると、露ろ骨こつに顔を歪ゆがめた。

　当然っちゃ当然か。さんざん自分を脅した男が、いきなり戻ってきたんだから。

　俺とパメラの再会。俺の中では数時間ぶりだが、パメラにとっては一分も経たっていないはずだ。

「な、な、なんですか。忘れ物ですか？」

　パメラはビクビクしている。

　悪いことしたなあ。この人、俺の脅しでこんなに怯おびえちゃったんだな。

「さっきは悪かった。ごめん！」

　俺は両手を合わせて謝った。

　それ以上、弁解はしない。説明もしないほうがいいと思った。パメラが混乱するだけだろう。

　とにかく俺は、やるべきことをやらないといけない。

「空唱は素す晴ばらしい発明だ。壊こわしたのは間違いだった。修理しよう！」

「え……」

「俺も手伝うから！」

　握にぎりこぶしを作って、力説する。──すると、パメラは、

「……弟で子しよ！　ボクの偉い大だいさに、ようやく気がついてくれたか！」

　瞳ひとみをきらきらさせて、俺の両手を握ってきた。

「過あやまちに気が付いたならそれでいい。大切なのは、過去を活いかして未来へ進むことだ！」

　パメラは、笑え顔がおで言い放った。

　……大切なのは、過去を活かして未来へ進むこと、か。その通りだ。

「それでは弟子よ、手伝ってもらうぞ！」

「おう！」

　──それから俺たちふたりは、空唱機カラオケシステムの修理に取りかかった。

　やがて陽ひは沈しずみ夜になったが、俺もパメラも構わずに、汗あせと油にまみれつつ作業を続けた。

　パメラの横顔は、先ほどまでとは打って変わって真しん剣けんだった。俺はその表情を何度も見た。これが、歴史に影えい響きようを及およぼす人間の表情なんだなと思いながら。

　機具は、どんどん本来の形を取り戻していった。

　パメラの指先が動くたびに、歴史が元へと戻っていく。未来が彩いろどりをもって形作られていく。……その実感があった。

　──やがて。

「できたぞ、弟子！」

「おおっ……」

　空唱機は、修理が完かん了りようし──改めて完成したのだ！

　心なしか、その機具は光り輝かがやいて見えた。

「出来上がったぞ！　今度こそ完成だ！　ありがとう、弟子よ！」

「礼を言われるようなことは……俺が壊したんだし……」

「いや、違ちがうんだ。壊れる前のやつよりも、今回の空唱機のほうが、性能がグンと上がっている。修理していて気が付いた、細かいところを直したのでな」

「そ、そんなことが……」

「だから君のおかげなのだよ！　……ふふふ、さあ、弟子よ。さっそく歌おうじゃないか！　完成した空唱。その一発目は、ふたりで熱唱するのだ！」

「ま、マジっすか……！」

　俺は唐とう突とつにやってきた空唱タイムに、ちょっとだけ戸と惑まどう。

　しかし俺は、心が高こう揚ようしていくのもまた感じていた。理由は分からなかったけど。

　やがてイントロが──パメラの言う通り、先ほどよりもより良い音質のイントロが室内に響ひびく。曲は『いえーいシンドバッド』だ。

　そして歌詞が、魔マジ力ツク晶板クリスタルプレートに表示されるなり、パメラは手を上げて叫さけんだのだ。

「いえーい！」

「うえーい！」

　俺もまた、当然のように右手を上げた。

　──それから、俺とパメラは当然のように空唱を歌った。

　不思議なことだ。あれだけ嫌いやがっていた空唱を、俺は楽しんでいた。オンチだけど、それはパメラも同じで、彼女も決して歌はうまくなかった。それでも俺は、俺たちは、楽しんでいた。

　あのときと同じ空気だった。ガレオスの街で『歌うた姫ひめ』のプレオープンのときに、空唱を強制されることがなかった俺は、決して悪くない雰ふん囲い気きを感じていた。ああ、だれかになにかを強要されないって、こんなにも自由で楽しいもんだったんだな。

　自分で分かる。俺はいま空唱が、少しだけ好きになった。

　過去を乗り越こえられた気がした。ギリアムを殺したときの自分が、心の中から消えていく。

　今度、あいつに会う機会があったら殺害したことについて改めて謝ろう。ウェーイのノリは、やっぱり勘かん弁べんだけどな。

　──そして気がつくと、パメラは寝ね息いきを立てて眠ねむっていた。

　空唱を修理し、そして完成させたことで疲つかれが出てきたのだろう。

　俺は彼女に、そっと笑みを向けたものだ。

「お疲れ様。そしてありがとう。パメラ」

　最後のあいさつだ。

　縁えんがあったら、十七年後にまた会おうぜ。……なあ、師し匠しよう。

　俺は黙だまって家を出た。

　それからそっと、降るような星空を見上げると、声高らかに叫んだのだ。

「『トキトブ』！」
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「……戻もどっている」

　王国暦二八七年。

　の、宿屋の中に俺はいる。

　元の時代に戻った俺は、胸をなで下ろした。

　世界は見慣れたものに戻っていた。魔ま王おうアランの世界じゃない。空唱だらけのいつもの世界だ。空気で分かる。

「アラン。……どこにいっていた？」

　ミドラが、いつもの冷静な顔を俺に向けてきた。

「いや、ちょっと。別の世界にな」

「別の世界？」

　怪け訝げん顔で首をひねるミドラ。説明してもたぶん理解できないだろう。俺はそれ以上、なにも言わなかった。

　とにかく、なにもかも元通りだ。ほっとした。

　そのときである。

「アラン様」

　部屋の扉とびらが開き、サーシャが顔を見せた。

「サーシャ、どうした？」

「これからゼイロヌ国の商人に売る分の空唱機を、船に積み込みます。そのお仕事を手伝っていただきたいのですが」

「ああ……空唱カラオケ輸出の仕事か。そういえば、そんなのもあったな」

「みなさん、もう港に集まっていますわよ。今回の仕事は全員でやりますから」

「そうか、みんなか。俺にサーシャに、フィルにマリカ。ガイさんにオルタンスにミドラに……」

「今回は母もやってきますわ。最近までずっと静養していたのですが、病気がすっかり治ったので」

「そうか、サフィリアさんも来るのか」

　俺は何気なくそう言ったのだが、サーシャは少し驚おどろいたように目を見開いた。

「アラン様……母とお会いになったこと、ありませんよね？　どうして母の名前を知っているのですか？」

「え、あ、いや。……ガイさんに聞いたんだ、ガイさんに！」

　俺は慌あわてて手を振ふった。

　まさか過去の世界で会いました、とは言えない。

　しかし不思議な気分だ。若い時代のサーシャの母親を知っているというのは。生まれる前から彼女と知り合いだったような錯さつ覚かくさえ覚えてしまう。

　若いころのガイさんとサフィリアさん。希望に燃えていたな。これから、新しい商売をするんだって。

　だけど、俺が空唱を消してしまった世界では、娘むすめのサーシャは不幸になって、ガイさんとサフィリアさんは、商売に失敗して……。

　そもそもあの世界はどうなったんだろう？　消えたのだろうか？

　いや、俺の想像ではあっちはあっちとして続いているような気がする。

　それにしても、空唱が嫌きらいで、逃にげて逃げて逃げまくった結果、あんな世界を生み出してしまったんだと思うと、なんだかな。

　逃げるのは、自分も他人も不幸にするんだな。

　いや、もちろん、逃げるのが必要なときもある。

　だが、空唱からなんでもかんでも逃げ回った結果が、あの世界なんだ。

　逃げてばかりじゃ、ダメだ。

　向き合うべきことには、向き合わないといけない。……そう思った。

「アラン様」

　そのときサーシャが、爛らん漫まんな笑えみを浮うかべながらはっきりと言った。

「母にもちゃんと伝えていますわよ。わたくしはアラン様が大好きだって。……ふふっ、わたくし、必ずアラン様の良いお嫁よめさんになりますわ。だから結けつ婚こんしてくださいね！」

　にこにこ顔のサーシャは、なんだかとても愛くるしい。

　俺は、そんな彼女の瞳ひとみを見ながら、静かに告げた。

「期待してるよ」

「え？」

「良いお嫁さんになってくれること」

「…………」

「まあ、なんだ。まだ結婚とかは早いと思うし、いますぐに答えは出せないんだけど。俺もまだ若いし、未熟だからさ。……でも」

　俺は、ちょっとはにかんだように笑いながら、穏おだやかに言った。

「サーシャの気持ちは、確かに受け取った。俺のこと、好きだって言ってくれて嬉うれしいよ。……ありがとう」

「あ──」

　サーシャは口をパクパクさせた。

　おそらく彼女は、俺がいつものように『え？　なんだって？』と聞き返してくることを予想していたのだろう。

　だけど、俺はそうしなかった。

　あれはもうやめだ。

　向き合うべきことには、向き合うことに決めたんだ。

　サーシャの気持ちに返事をしたい。そして空唱も、ミドラやパメラとなら空唱がなんとか歌えたように、サーシャともあるいは歌えるかもしれない。だから、もしまた空唱を歌う機会がきたら、今度はちょっとだけ、勇気を振り絞しぼって挑ちよう戦せんしてみよう。

　サーシャは──やがて顔を真っ赤にしながら、しかし双そう眸ぼうを潤うるませて叫んだ。

「アラン様っ！　わたくし、頑がん張ばってアラン様を幸せにします。そういうお嫁さんになりますので！　絶対にふたりで幸せになりましょうね!!」

「幸せ、か」

　俺は、小さく笑った。

「そうだな、幸せにならなきゃな。……俺が殺した俺の分まで」

　最後の言葉は、唇くちびるさえも動かさず、そっとつぶやいたセリフだった。

「アラン。サーシャ」

　いつの間にか、隣となりに来ていたミドラが言った。

「船が来ている」

「船？　……おおっ」

　窓外の景色のはるか遠く、青い大おお海うな原ばらの中に、一艘そうの船がチラリと見えた。

「父が用意した船です。あの船に荷物を積み込むのです」

「アラン様、参りましょう。みなさんが待っています」

「よし、行こう」

　俺は明朗な声をあげると、サーシャとミドラを従えて、船着き場へと向かっていく。

　船の前には、フィルとマリカが立っていて、

「お兄ちゃん！　こっち、こっち！」

「遅おそいわよ、アラン君！」

　手を振って俺たちを出で迎むかえてくれた。

「えへへ、これからあたし、お兄ちゃんと外国にいくんだね。すごいよねー。外国ってどんな人がいるのかな。シッポとか羽とか生えている人がいるのかなー」

「そんな人、いるわけないでしょ。常識で考えなさいよ、フィルちゃん」

「分かんないよ。イナイナさんみたいな耳の人もいるんだから。そもそもマリカお姉ちゃんは外国にいったことあるの？」

「……ないけど」

「なんだー、じゃあお姉ちゃん、あたしと同じじゃん！」

「ド素人しろうと」

「う、うるさいわねっ！　いいじゃない、だれだって最初は素人よ！」

「まあまあ。……わたくしは外国経験者ですが、シッポや羽の生えた人はまだ知らないですわね……」

　じゃれるフィルに怒ど鳴なるマリカ。さらにはボソリとツッコむミドラに、やんわりとたしなめるサーシャ。初対面のころはギスギスしていた彼女たちだが、なんだかんだで、みんな仲良くなってきたと思う。

　俺は平和を嚙かみしめた。そして、こっちの世界は絶対に、魔王アランの世界のような不幸な未来にはしないと、心の中で誓ちかったのだ。

「アラン様、どうされましたの？」

「ん？　なにが？」

「いえ。──なんとなく、良いお顔をされているので」

　サーシャは微び笑しようと共に、俺の瞳を見つめてくる。

「……決意していたのさ。これからみんなで旅に出るけど──」

　俺は、声高らかに言った。

「みんなは必ず、俺が守るってな」

　それは当然のことだ。

　なぜなら俺は、魔ま王おうじゃない。──勇者アランだからな！

　そんな俺を見て、サーシャが、フィルが、マリカが、それぞれ小さく微笑ほほえんだ。ミドラだけは相変わらずの無表情。だが心なしか嬉しそうに見えた。

　ふと、船を見る。白い帆ほを立てたその船体は、堂々として頼たのもしい。

　きっと、波も風も。すべてを切り裂さいて突つき進んでいくことだろう。

　船上には、ガイさんと魔王オルタンス。そしてサーシャの母親のサフィリアさんもいた。

　ふと、三人と目が合った。俺は手を上げて笑みを浮かべると、仲間たちを引き連れて、船の上へと向かっていく。

[image: ]

　はるか遠くに見えている、真っ青な海がまぶしかった。

　水平線の彼方かなたに向かって、俺たちはゆっくりと進みだす。




　なお、一時間後。

「ご覧ください、アラン様！　この船にはなんと、全船室に空唱カラオケが取り付けられているのですわ。どうでしょう、アラン様。いまゼイロヌ国で流行はやっている『変』を歌いませんか？　男女ふたりで変顔をしながら、変ダンスという踊おどりを踊りまくるのです。いかがでしょうか!?」

「…………………………」

　俺は顔面を硬こう直ちよくさせた。

　確かに空唱をやってみようとは思った。向き合うべきことには向き合うと決めた。

　だけど、いきなり変顔ダンスで空唱ってのはハードルが──勇気を振り絞るにも、ほどってものが……!!

　数秒後、俺は満面の笑みと共に告げた。

「え？　なんだって？」







あとがき




　生まれてはじめてカラオケにいったのは小学生のとき、家族といっしょでした。

　歌ったのは子供向けアニメのＯＰばかり。そのときはそれでよかったのです。

　ところが中学卒業直後の春休み。中学のみんなでカラオケにいこう、という話が出てきました。同世代とカラオケにいくのはそのときが初めてだったので、なにを歌えばいいのか、私は戸と惑まどいました。まさか高校生にもなろうという年ねん齢れいで、子供向けアニメのＯＰを歌うわけにはいかないじゃないか。ここはなにか、流行はやりの邦ほう楽がくでも歌うべきだ……。

　しかし当時の私は邦楽に疎うとく、歌える曲なんかろくになかったのです。

　ひたすら押おし黙だまっている、私。しかしカラオケも終しゆう盤ばんになり「須す崎ざきくんも、一曲くらい歌いなよ！」なんて迫せまられて。いよいよ逃にげられなくなりました。そこで私は──

　某ぼうアニメとタイアップしていた邦楽の曲を、歌うことにしたのです！

　やったぜ、これなら流行の邦楽だから歌っても恥はずかしくないぞＨＡＨＡＨＡ！

　……さて、カンのいい方ならもうお分かりでしょう。この行動は大失敗でした。

　なぜならアニメのＯＰは普ふ通つう、一番しか流れないからです。私は二番を知らなかった。歌えなかった！　曲が二番に突とつ入にゆうして以降のミジメさと恥ずかしさといったら……!!

　いまにして思えばたかが同級生のカラオケなんですが、悲しきかな思春期の自意識過か剰じよう。歌い終わったあとの級友の拍はく手しゆさえ、私にはとても辛つらかった。こんなに、こんなに歌うことが辛いだなんて。カラオケいやだ。もう二度とカラオケになんかいくもんか!!

　やがて私は思春期を脱だつし、邦楽もほどほどに知りましたし、いまではカラオケが大好きになりました。大学の友人、クガ君の結けつ婚こん式では他の友達と共に『女●しくて』を踊おどり狂くるいました。奥さんがお堅かたい職場に勤めておられる方だったので、式の新婦側には真ま面じ目めそうな人たちがズラリ。その人たちの前で踊り歌うのはとても勇気が要りました。しかし私はやり遂とげました。中学時代のことを思えば、昔の自分といまの自分が同一人物とは思えません。私はレベルアップしました。どうもありがとうございます。

　──前まえ振ぶりがおっそろしく長くなりましたが、今作品は、そんな思春期のカラオケに対するトラウマが噴ふき出た作品であります。ファンタジーで勇者でカラオケ。意味不明な作品となりましたが、少しでも楽しんでいただけたのならとても嬉うれしく思います。

　さて、これ以降は謝辞を。──作品を見出してくださった初代編集のＳさん、ありがとうございました。あなたのおかげで今作は出版されることになりました。さらにＳさんのあとを継ついで尽じん力りよくしてくださった二代目編集のＯさん、感謝しております。細かい要望が多くてすみませんでした。三代目編集のＫさん。タイトルの件ではとにかくお世話になりました。心より御お礼れい申し上げます。

　イラスト担当の希望のぞみつばめ先生。可愛らしいイラストをありがとうございました。アランたちに魂たましいが吹ふき込こまれました。マイクなどの小道具のデザインにもこだわってくださったのが嬉しかったです！　カバーのサーシャめちゃくちゃ可愛い！　やったぜ!!

　そして最後に、この作品を読んでくださった皆みな々みな様さま。本当にありがとうございました。アランたちの物語が皆様の心に少しでも残れば幸いです！

　さて最後になりましたが、この作品は投とう稿こうサイト『カクヨム』から書しよ籍せき化した作品であります。『カクヨム』では、本作終しゆう了りよう後、船に乗って旅立ったあとのアラン達の物語も、続編というか外伝という形で公開しております。ご興味がおありの方は、ぜひとも『カクヨム』にアクセスしていただきたいと思います。

　それでは、今回はこのあたりで。またお会いできることを、心より願っています。
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